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　プロローグ




　神様は扉を閉じたとしても別の扉を開けてくれる。たとえそれが悪意の部へ屋やへの入り口であったとしても……。




　意い識しきははっきりとしていた。それでも目の前の場所を認にん識しきすることができない。広いような狭いような真っ白な場所。空間自体が光を放っており宙に浮かんでいる気分だった。

『あの時の死がここにあります』

　どこかから声が聞こえた。周囲を見回すが誰だれもいない。目の前には白いテーブルが置かれており真まっ赤かな花束が載っている。

「あの時の、死？」

　自分の発した声に現実に戻った気分だった。頭の痛み、心しん臓ぞうの鼓動、吐息……少しずつ自分自身の情報が集まりはじめる。そこでやっと裸であることに気づいた。トップもショーツも穿はいておらず、すべての肌を無防備にさらしている。白い空間の中で自分の肌が汚れているように感じた。くすんだ肌はだ色いろ、そして露ろ出しゆつした胸の赤。……赤？

　胸に手を添え息を吞のむ。血ではない。

　７

　赤い塗料で乱らん暴ぼうに書かれた数字だった。

『ナンバー７』

　女性の声に聞こえるが、平坦な人工音声のようにも思える。

『ナンバー７、花束をどうぞ』

　もう一度呼ばれ、その数字が自分のことを示しているのだと気づいた。

　手に取ったそれは真っ赤な薔ば薇らだった。ずしりと重さを感じた。少女は自分の胸を隠すようにして花束を抱える。

『それでは自己紹介をしてください』

「自己紹介、って？」

『あなたのデータを教えてください』

「月つき島しま伊い央お、十六歳……」

　伊央は促されるまま喋しやべった。なんでこんなことをしているのだろう。いや、いったいこの自己紹介は誰のためにやっているのだ。それでも自身のパーソナルデータなどをとりとめなく口にする。得意な科目、好きな食べ物、高校のクラス……。

　胸に痛みを感じた。ぽたりと床に落ちたそれは自分の涙だった。ここで気づく。自分が口にしている情報は、自分自身が捨てたものだった。

『人を殺したことはありますか？』

「ありません、人を殺したことなんてありません」

　そんな罪を犯したからここにいるというのか？　自分は殺人など犯したことはない。他人を傷つけたことすらないのだ。いや、他人はないが自ら、なら……。

「なんで私はここに……」

　伊い央おの脳裏にあの時のシーンが浮かび上がる。私は……。

「私はなんで生きているの？」

　伊央が花束を握り直すと、その動きで何かが落ちた。床に転がる黒い塊は──拳けん銃じゆうだった。

「これは？」

『それはあなたの、コミュニケーション方法であり言葉です』

　伊央は冷たく光る拳銃を見つめる。

『これからゲームを始めてもらいます』

　拳銃から視し線せんを外せなかった。周りに落ちる赤い花弁がまるで血のように見える。人を殺したことがありますか。と、そんな声が頭に反はん響きようしている。

『扉の向こうはコロシアムになっています。あなたたちはそこで殺し合っていただきます』

　声は遠くに聞こえた。現実感が薄うすれていく。

　コロシアム？　私は闘とう牛ぎゆうの牛になったということ？　あなたたち？

『コロシアムへの入場順はランダムです。コロシアムに入った瞬しゆん間かんからゲームは始まります。コロシアムで戦うのもよし、コロシアムから逃げるのもよし、選択は自由です』

　伊央は銃を拾った。ずしりと伝わる重量感にはリアリティがあった。これは現実だ。私は今現実の場所にいる。

『ゲームのクリア条件は三つあります。一つはラストワンのナンバーになることです。このコロシアムには別のナンバーが出てきます。自分以外のすべてのナンバーを殺せばゲームクリアです。つまり生き残れるナンバーは一つ』

　胸を見た。書かれたナンバーは７。

『二つ目は、ゲームの中で探してください』

　コロシアム、ゲーム、殺し合い……。そんな言葉は消化されることなくぐるぐると回る。

『そして三つ目は続きをすることです』

　手の中の銃が異様に冷たい。氷のような冷たさが全身に伝わり鳥肌が立つ。

『自殺の続きです。今度は──最後までやってください』
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　教室の空気は凪なぎの時間帯に入っていた。

　中間テストも終わった六時間目の授業ということもあり、教室に緊きん張ちよう感かんはなかった。

　萩はぎ原わら悠ゆう人とは周囲の生徒と同じくぼんやりと教師の言葉を聞いていた。ふと思う。この教室は本当に必要あるのかと。千人もの生徒を生まれた順に三つに区切り、さらにそれぞれを十分割して数字を割り振った。そんな箱に意味はあるのか。

　萩原悠人に与えられた数字は７。一年七組という無造作に割り振られた記号だった。

　誰だれかは言う。この三十人と同じクラスになった、という事実は天文学的に低い確かく率りつであり、運命としか表現できない、と。

　しかしそれは確率という数字をもてあそんでいるだけにすぎない。この社会には高校生のクラスは莫ばく大だいな数が誕たん生じようしてきたが、その理屈でいうとすべてのクラスが特別で運命的となる。すべてのクラスが特別ということは、おしなべて平均的、という事実に収束するのだ。

　チャイムが鳴り六時間目の授業が終わった。

　今日きようの授業内容をプリントアウトしファイルに綴とじると、すでに教師の姿は消えていた。周囲の生徒たちは一様にスマホやタブレットを操そう作さしている。部活動や同好会に向かう前にフォーラムにアクセスして情報をフィードバックするためだ。帰宅する生徒たちもまずは情報を共有する。誰と帰るか、どこに寄りどのような帰宅ルートを辿たどるか……。

　次の行動の算段をつけた生徒たちが教室から出ていく。萩原の机に寄ってくる生徒もいた。

「萩原、一部」

　その男子に言われ、萩原は鞄かばんからプリントを差し出した。これは萩原が所属する同好会の会報だ。デジタルデータでなく紙で配っており、こうして授業が終わると取りに来る。

　並んだ生徒たちに会報を配ると、萩原はスマホを取り出し入金を確認する。この学校は独自の電子マネーがあり、そのやりとりが許可されている。この会報も有料で、売り上げは同好会に入ることになる。

　売り上げグラフを見ていると、ふとスマホから音楽が流れた。久しぶりに聞くそれはカノンのメロディだ。画面には非通知、と表示されていた。

『ねえ、今時間ある？』

　通話ボタンを押すと、女子の声が聞こえた。

「悪い、もう帰宅してシャワー浴びてるところなんだ」

『シャンプー終わったらでいいから、ちょっと話を聞いてもらいたいんだけど』

「そしたらリンスをしなきゃいけないんだ。だから切るぞ」

「切ったら刺すわよ」

　いきなり萩原の背中に痛みが走った。振り向くと鈴すず原はら鳴なる美みがボールペンを突き立てていた。

「おい」

「なに？」

　鳴なる美みはすました表情でスマホの通話を切った。スマホのストラップには大量のアクセサリーが付いておりボールのようになっている。ネイルアートの施された爪つめ、髪のヘアピン、リップ、いつ振り向いてもカラフルだった。背後の席にこのような物量的カラーが存在することに少なからずプレッシャーを感じていた。

「電波を飛ばすより、ねえ萩はぎ原わら君と呼びかけたほうがシンプルだと思わないか？」

　萩原は未いまだにこちらに向けられるボールペンを振り払った。

「じゃあシンプルに言うわ。フォーラムに入りなさい」

　やはりその話かと萩原は溜ため息いきを吐つく。

「フォーラムには入らないって言っただろ」

　立ち上がろうとしたが、彼女はしっかりと萩原の鞄かばんを押さえている。フォーラムとはネットの掲示板のようなものだ。この一年七組のフォーラムもあり、誰だれもが気軽に書き込める共用サイトとなっている。

「入らない理由は聞いたけど。トラウマがあるとかそんなやつ」

「だったらわかってくれるだろ。俺おれの姉が事故を起こした時刻と、俺のメッセージが既読になった時間が同じだったんだ。俺が姉との共用フォーラムにメッセージを送らなければ……」

「その時は同情したけど、調しらべたらあんたにお姉ねえさんなんていなかったじゃない」

　鳴美は顔を近づけて言った。目が悪いのに眼鏡めがねもコンタクトもしないので、鳴美は他人と話す時の距きよ離りが近い。

「もうすぐ学祭もあるじゃん。その話し合いもしたいからメインフォーラムにだけでも入ってよ。議ぎ論ろんができないから」

「意見があったらメールで送るようにしてるだろ」

「今どきメール使ってる人なんてなかなかいないよ。メールの着信音があるたびに、私のスマホはこんな音出せたんだって驚おどろくの」

「メールじゃ駄だ目めなのか？」

「効率が悪いじゃん。クラスメイト全員にメールを送るのが、一回で済むんだから。あんたのメール、萩原メールって馬ば鹿かにされてるよ」

「お前が言ってるだけだろ。どっちにしろ俺がフォーラムに参加したところで何も変わらない」

「全員が参加してるっていう大義が必要なのよ。それにあんたは議論誘ゆう導どうがうまいじゃない。フォーラムに入らなかった理由も、なんていうかストーリーづけして女子たちに受け入れられてたしさあ」

　萩原は鳴美を軽く睨にらんだ。

「大丈夫、あんたに初めから姉がいないことは誰にも言ってないから」

「ほら、挨あい拶さつ代がわりに無料のイラストメッセージとか貼はると、鳴美とか怒るじゃん？」

「いや、そんなことで怒らないって、馬鹿ね」

　鳴なる美みは大げさに否定した。

「でも、誰だれでも手に入るイラストメッセージって、ちょっとダサいとか思うんだろ」

「いやいや、いちいちそんな反応しないって。かわいいイラストとかあったらかわいいねーとかの反応はするけど」

「かわいくないイラストもあるってことだろ。そんなピリピリした中でイラストの品評会みたいなのが起こってさ」

「お金を出せばいいってものじゃないわ。ゲームクリアした景品とかのイラストだったら、ちょっとは褒ほめるのがマナーじゃない？」

「で、一つのイラストに数十個のメッセージがついたりすると流れが速すぎる。重要な議ぎ論ろんをしようにも、他ほかのメッセージに飲み込まれて流れるだけだ」

「……だからあんたにしたくもない相そう談だんをしているのよ」

　やはり七組のフォーラムは議論の場として機き能のうしていないらしい。雑談など上うわっ面つらの会話で終わるのだ。強引に議論を始めようにも、誰もが空気を読んでいない人間にはなりたくない。

「さらにほとんどが、サブフォーラムを持っている」

　サブフォーラムとは、数人のみが参加する掲示板のことだ。クラスという枠組みではなく、単なる仲の良い友人、という別の枠組み。

「メインと並行してサブにも書き込んでるんだろ。メインでは雑談して、サブでは『話が進まないね』みたいに愚ぐ痴ちってるはず」

「……ねえ、あんた実はフォーラムを見てるんじゃない？　隠れアカウントみたいの作って」

「フォーラムに入ると莫ばく大だいな労力と時間がかかるってことを知っているだけだ」

「だから、メインだけでいいからさ。たった一つに入ればいいのよ。私と二人ふたりっきりのカップルフォーラムを作ろうって頼んでるわけじゃないのよ」

　今日きようの鳴美はなかなか引き下がらなかった。確たしかに学祭の決断はそろそろするべき時期に入っている。

「ねえ、あんたはフォーラムに入らなくて心配じゃないの？」

　鳴美は少しだけ声のトーンを落とした。

「一人ひとりだけ入らないで、フォーラムで文句を言われていないか、とか？」

「たとえば、ね」

「俺おれはそんなクラスじゃないって信じてる」

　萩はぎ原わらの言葉に、鳴美は小刻みにうなずいた。

「言われるんならサブのほうだろうな。メインは本音を言う場じゃない」

　この教室で大声で話しているのと同じ状況なのだ。悪口を言うならもっと声を潜ひそめる必要がある。

「いや、サブでも言ってないから」

　あまりにも必死に反はん論ろんするので、萩はぎ原わらはさすがに気になった。

「本当だって、萩原のことなんか話すことないって」

　この教室でサブフォーラムにあたるのは、所々で小集団を形成して話している女子たちがそうだ。女子たちは現実においてもネットにおいても集団を形成したがる。情報の流れる場所に身を置くことで、自らの居場所を見つけるのだ。

「だからわからないってことだよ。悪口を言われてるなんて心配をしたら、すべてのサブを覗のぞく必要がある。そんなことできるわけないから、心配は消えることがない」

「あんたみたいに、そう割り切れればいいけどね」

　クラスメイトが何を話しているのか、気にならないと言ったら噓うそになる。だが、フォーラムは際限のない覗き穴だ。人間の好奇心は強烈であり、壁かべに穴が開いていれば覗きたくなり、部へ屋やの中に箱が置かれていれば開けたくなる。

　ただ、昔からの日に本ほん民みん話わにもあるように、過度な好奇心はだいたい人を亡ほろぼす。「見るなの禁」を破った『夕ゆう鶴づる』などもその教訓ではないか。

　それほどに人間は好奇心が強く情報を求めようとする。心理学的にいうと、完全に情報を遮しや断だんした状態で正常心を保てるのは七十二時間が限度であるらしい。いったんフォーラムを覗けば莫ばく大だいな情報を求め続け、麻薬中毒のように覗き続けることだろう。そしてフォーラムの中には、ほぼ屑くず情報しかない。高校生の非生産的な言葉や店で売っているイラストが並べられているだけなのだ。仮想の空間に本物の情報は限りなく少ない。

　何よりも、まったく金にならないではないか。そんなことに時間を使うのは無む駄だだ。だからこそ萩原はフォーラムの情報を遮断している。

「情報を扱うにあたって最も重要かつ困難なのは、無視することだからな」

　無視することは莫大なコストがかかる。無視するには無視すべき無限の事象を探し出すことから始めねばならないからだ。

「あんたはいっつも難むずかしいこと言ってけむに巻くよね」

　鳴なる美みは大げさに溜ため息いきを吐ついてみせた。

「だから俺おれに話があればこうして声をかけるか、メールをくれればいいんだよ。メール送るのが面めん倒どうっていうなら、俺に伝えなくていいってことだ」

　そして、ある程度の労力をかけて伝えられたものこそ重要な情報なのだ。

「でも、なんか決めなきゃいけないのよ。夏休みの学祭の七組の出し物を」

「適当でいいだろ」

「生徒会主催のイベントなのよ。失敗は許されない」

　鳴美の表情は硬かった。彼女が憂ゆう慮りよしているのは生徒会という要因にだ。学校にはクラスや部活や委員会など様々な枠があるが、それらを束たばねるピラミッドの頂点は生徒会だ。現在の生徒会長は有能でいてカリスマ的魅み力りよくを持っているが、冷酷な側面もある。

　また、生徒会を恐れるあまり馬ば鹿かげた噂うわさも出回っている。学校生活において失態を晒さらし続けた生徒はいつの間にか学校から消えている。そしてその評価を決めるのが生徒会だ、と。そんな都市伝説のような噂が立つほど、生徒会の権力は巨大なのだ。

「確たしかに、誰だれかが代わりをやるべきなんだよな」

　萩はぎ原わらは教室の端に視し線せんをやった。教室には生徒たちが散らばっているが、その机の周辺だけ誰もが避けるようにすっぽりと空間が開いている。机にはスマホやタブレットの充電器も置かれていない。

「彼女の代わりを」

　萩原の声は小さかったが、教室のざわめきが少しだけ止まったかのように思えた。

「その話はしないで」

　座席は一週間前から空いている。教室では誰もが話題に出さなかったが、彼女がもう学校に来ないというのは周知の事実だった。エリート高校といわれる枠組みから弾はじき出され消えてしまった。学業についていけず逃走、学校の権力者の怒りを買っての追放、自殺した……。そんな無責任な噂は、サブフォーラムで語られ形を変えてクラスに広がっているだろう。

　だが、彼女が消えた真の理由は誰も知らない。いえることはエリートを育成するこの学校のシステムから脱落した、ということだけだ。そして一度脱落すれば戻ってくることはない。

　ただ、彼女は一年七組というクラスの中心に立っていたと断言できる。男子にも気軽に話しかけ、休み時間は窓際の花に水をやる。昼食は毎日違ったグループと席を並べ、学祭の話し合いの中心になっていたのも彼女だった。だが彼女はこの教室に来ることはない。

「だからあんたが代わりをやってよ。放ほう課か後ごにほんの少しだけ議ぎ論ろんの場を作って。私もフォローするから。あんたは金に汚いけど現実的で数字に強いじゃない」

「鳴なる美みがやればいいじゃんか」

「私は議論に向かないでしょ」

「そんなことないって、俺おれが保証する」

　彼女の喪失はクラスにすっぽりと空いた穴だった。萩原とはほとんど接点がなかったが。それでも彼女の顔ははっきりと憶おぼえている。特徴的なのは、わずかに菫すみれ色いろが混じった瞳ひとみだった。整ととのった顔でいて明るく温和で優やさしい性格という評価。そんな彼女が何な故ぜ……。

「誰かが彼女の代わりをやるなら、そのフォローをするとだけ約束する」

「じゃあ、もーいいよ」

　鳴美は両手で机を叩たたいてから立ち上がった。

　教室から出ていく鳴美の後ろ姿を見送り、萩原はスマホを手に取った。しばらくためらってから画面に手を添える……。

「大丈夫だった？」

　背後からの声に萩原はスマホから指を離はなした。

　聖ひじり沢さわ緋ひ香か里りが小首を傾かしげるようにして立っている。

「あいつってすぐ怒るんだよな。議ぎ論ろんに向かないタイプ」

「鳴なる美みちゃん、女の子には優やさしいんだけどね」

　緋香里はくすっと笑い、机にそっとラッピングされた袋を置いた。

「俺おれに？」

　わかっていたが、あえて萩はぎ原わらは聞いた。

「……と、咲さ季き先せん輩ぱいに。この前のお礼で、みんなでクッキーを焼いたの。中にいろいろ入ってるからおいしいよ。チョコとかマシュマロとか」

「おみくじとか？」

「えー、なにそれ。そんなの入れるの流は行やってるの？」

　緋香里はクスクスと笑っている。女の子らしい女子、というのが七組での緋香里の立ち位置だった。お菓子作りがうまく音楽の才能もある。

　萩原と緋香里は中学からの同級生であり、中学では二回あるクラス替えを経て三回とも同じクラスとなった。中学のクラスは八クラスあったので、特定の生徒と三回連続で同じクラスになる、という条件つきの確かく率りつは五百十二分の一となる。

　その条件をクリアしたのは、緋香里がピアノを弾けるから、なのではと思う。中学のクラス決めにはまずピアノを弾ける女子をすべてのクラスに割り振るらしい。その後、クラスの中心人物になれる生徒、運動神経のよい生徒、勉強ができる生徒、の順で割り振っていく。

　小学生の頃ころの萩原は積せつ極きよく的てきに学級委員長などをやったことがあった。よって中心人物になれる生徒として、ピアノの次に割り振られたのだろう。

　そして勉強の成せい績せきは平均的になるように割り振るというルールがある。緋香里は小学生の時から算数が苦手だったらしい。そして萩原は得意だった。よって二つのピースが序じよ盤ばんに組み合わされた、というのが五百十二分の一の確率を当てた理由なのではないか。

　ただ、高校でも同じクラスになった理由はわからない。中学の頃から萩原はクラスの中心からズレていったからだ。そして現在でも。

「咲季先輩、甘い物好きだから喜ぶよ。じゃあ行ってくる」

　萩原は鞄かばんにタブレットを入れ立ち上がり、緋香里に手を振ってから出口に向かう。

「うん、じゃあね」

　小さく手を振る緋香里、その横をちらりと見たが、座られることのなくなったあの座席が空虚な空間をさらしているだけだった。
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　扉には『チェス研けん』と、シンプルなプレートが貼はられている。

「遅くなりました」

　扉を開けると、すでにメンバーは揃っていた。

　六畳ほどのシンプルなスペースに折り畳みの机が二つ並べられ、二人ふたりの男女が座っている。窓際には折おりたたみ椅い子すに座った女子生徒が足を組んで本を読んでいた。

「おう」

　手を上げた男子は北きた野の亮りよう。萩はぎ原わらと同じ一年生だ。北野の隣となりでパソコンを操そう作さしていた沖おき羽は留る奈なは、顔を上げて「こんにちは」と言った。窓際でのんびり本を読んでいるのは三年の黒くろ川かわ咲さ季き。彼女がチェス研けん究きゆう会かい会長だった。

　萩原が鞄かばんを置いて椅子に座ると、羽留奈が声をかけてきた。

「データ、ある？」

「ああ、会報売り上げのデータだろ。送るよ」

　萩原は紙媒体の会報の販売を担当していた。会報はデジタルも紙媒体も売り上げがよく、チェス研の人気コンテンツだ。萩原は会報を生徒たちに配ってからここに来るので、部室に顔を出すのはいつも一番最後だった。

　羽留奈はデータを受け取ると素す早ばやいキータッチで入力する。小柄な体つきだが彼女は二年生なのだ。コンピューター関係に強い知ち識しきを持つため、データ管理はすべて羽留奈の役目となっていた。

　萩原は小さく溜ため息いきを吐つき、目の前に無造作に置かれたチェスセットに目をやる。名目上チェス研究会なので置かれているが、しばらく触ったことはない。萩原は何気なくガラス製の駒こまを手に取った。

「お、久々にチェスやるの？　相手しようか」

　顔を上げると、いつの間にか横に咲季が立っていた。

「えっと、先せん輩ぱいチェスのルール知ってましたっけ？」

「馬ば鹿かにしてるでしょ。私のことかわいくてスタイルのいいだけの女だと思ってるでしょ」

　咲季は持っていた本をパタンと閉じてからゴミ箱に放り投げた。

「じゃあ……」

　とりあえず萩原はポーンを一マス動かした。

「私はこのクイーンを、攻こう撃げき的てきに、ここ」

　咲季は羽留奈の胸元にクイーンを差し込んだ。

「じゃあ俺はここで」

　萩原は控えめに羽留奈の頭にポーンを置いた。

「あっと、逃げなきゃ。あれ？　どこいったかなぁ」

　咲季は羽留奈のブラウスに手を入れてごそごそとクイーンを捜している。

「先輩……」

　されるがままの羽は留る奈なだが、さすがにか細い声を絞り出した。羽留奈はいつも咲さ季きの玩具おもちやになっているのだ。萩はぎ原わらと北きた野のが入会するまでずっと二人ふたりきりだったらしいが、この部室でどんな行為がなされていたかは、まだ聞いたことがない。

「あ、そういえばこれ、クラスの女子からです」

　萩原は咲季にクッキーの袋を差し出し、セクハラを受けている羽留奈に助け船を出した。

「手作りか……。ちょっと怖いからみんなで食べな」

「じゃあコーヒーを」

　羽留奈は咲季から逃げるようにして立ち上がった。部室にはケトルがあるので、簡かん単たんな飲み物は作れる。

「クッキーおいしいね。チョコが入ってる」

　甘い物好きな北野が喜んでいる。

「緋ひ香か里りちゃんたちでしょ。お礼だけ言っといてね」

　咲季がにこりと笑った。彼女は一年七組の担任補佐なので関かかわりがあるのだ。この学校は生徒たちの絆きずなを深めるため、先せん輩ぱいが後輩のクラスに介入するというシステムがある。緋香里のクッキーはそのお礼だ。スレンダーな体と整ととのった顔立ちは少し弱さを感じさせるが、それが咲季の魅み力りよくとして成り立っているともいえる。学校に咲季のファンは大勢おり、入会希望者も多かったという。

　ちなみにチェス研けんへの入会にはテストがあり、羽留奈と将しよう棋ぎをやって勝つこと、が条件だ。羽留奈は将棋初心者だが萩原と北野以外に負けたことがない。秘密は特殊な将棋盤ばんにある。将棋盤と駒こまにチップが埋め込まれ、将棋ソフトと連動している。片方側からだけ微かすかに見える光を頼りに最善手を指すことができるのだ。そのシステムを考案したのは羽留奈らしい。

　萩原はそのシステムを見抜き、細工のしていない将棋の駒をもう一セット持ち込み、少しずつ取り替えていく、という作戦でソフトの演算機き能のうを乱して勝利した。

　北野はというと、ルールを知らず駒を間違った動かしかたをしたため、ソフトが狂ってしまったようだ。羽留奈も初心者であり北野の反則に気づかなかった、というのが敗因らしい。

　チェス研と言いつつも、この四人で他ほかのゲームをやることは多々ある。この前は咲季が憶おぼえたらしく麻雀マージヤンをやった。最下位だった羽留奈には罰ゲームとして、トップを取った萩原と今後タメ口で接するというペナルティが与えられたのだった。

「夏休み、忙しくなりますね」

　北野がコーヒーを飲みながら言った。

「稼かせぎ時どきだよな」

　この学校は夏休みには生徒会主催の学祭を始め様々なイベントがある。そのイベントにチェス研は大きく関わっている。

　萩原がこのチェス研に入会した理由はそれだ。

　チェス研けんの裏の仕事は、学校内で行われるイベントのブックメーカーとしてギャンブルを行うことだ。ギャンブル行為は生徒会から認められており、指定の同好会が胴元として行うことができる。

　いくつかある胴元のグループだが、オッズの設定などは繊せん細さいな計算が必要であり、生徒たちの信用を得るのは難むずかしい。その中でチェス研はナンバーワンの信頼を得ている。それは咲さ季きの手腕によるところが大きいが、その他ほかにもコンピューターに強い羽は留る奈な、演算に強い萩はぎ原わら、人間関係が広い北きた野のという役割分担ができていることが大きい。

　もちろんチェス研が稼かせいだ金の大半は生徒会への上納金として吸い上げられるが、その分学校内においての権力が拡大する。そして萩原はそのおこぼれにありつける。

　萩原はクッキーをつまみながら、咲季が早く卒業しないかなと思った。そうすればこのチェス研という集金マシーンを引き継げる。莫ばく大だいなマネーで次期生徒会長もチェス研に肩入れしてくれる生徒を推おせばいいのだ。

　萩原はふふっと笑った。それを見て咲季が「あはは」と笑い返した。

「うち、まだ学祭決まってないんですよ」

　咲季と目が合ってしまった萩原は話題を振った。

「あー、遅いねえ。流る華かちゃんに目をつけられちゃうぞ」

　咲季の言う流華とは生徒会長のことだ。

「生徒会が喜ぶ出し物は創造性と発展性、そしていかに多くの人の興きよう味みを引けるか」

　生徒会は生徒たちを掌しよう握あくするために使えるコンテンツを欲しているのだ。使えると思ったら生徒会はとことん後押しする。生徒会の寵ちよう愛あいを受けた歌姫や、格かく闘とう技ぎのファイターなどは、現生徒会の広告塔となることで共生しているともいえる。

　だが使えないコンテンツはあっさり切り捨てる、という冷酷な面もある。チェス研の前にブックメーカーとしてギャンブルを牛ぎゆう耳じっていた同好会があったが、売り上げを隠いん蔽ぺいし上納金を出し渋ったために潰つぶされた。それを利用してチェス研はナンバーワンのポジションにのし上がった。ちなみに売り上げ隠蔽の情報を生徒会に流したのは咲季らしい。この学校の裏側には食うか食われるかの世界が広がっている。

「先せん輩ぱい」

　萩原は一息吐ついてから声をかけた。

「ん？」

「あの噂うわさは本当なんですかね。生徒たちに順位がつけられていて、無能と判断された人間は学校から追放されるって。さらに尾ひれがついて消されるとかなんとか」

「え、消されるの？」

　咲季が楽しそうに笑った。だが、何な故ぜか羽留奈と北野は少しだけ動揺したように見える。

「高校生が一度は考えそうなことね」

「でも本当だったら、ちょっと残酷ですよね」

　チェス研けんの部室が妙な感じで静まりかえった。

「……この国は」

　咲さ季きは平然とした表情でコーヒーカップを口につける。

「経済も発展し戦争も起こらず犯罪発生率も極端に低い。失業率はなんと一パーセント以下、麻薬などドラッグも完全管理されている」

　確たしかにそうだ。この国の安定は完全にコントロールされている。

「出生率も上がり子育て支援や教育のフォローも万全。たとえ親がいなくなったとしても、十分な高等教育を受けて社会に羽ばたくことができる。こんなすばらしい国はないとは思わない？」

　素す晴ばらしい国、そして素晴らしい学校。確かにそうだが……。

「だからこそどこかで歪ゆがんでいるのかもしれない。そしてその歪みは地下に隠される……」

　萩はぎ原わらが硬い表情をしていると、いきなり咲季に「なんてね」と背中を叩たたかれた。

「夏休みの準備をしましょ。北きた野のと羽は留る奈なは情報収集、萩原はここで雑務をやっておくこと。私は生徒会に顔を出すから」

　咲季はコーヒーを飲み干し立ち上がった。




　萩原は三人が部室から出ていったあと、ポケットからスマホを取り出した。

　しばらく画面を見つめてから、あるアプリをタッチする。

　すでに何回も再生しており、同じ動画が流れる。

　萩原もよく知っているクラスメイトの自己紹介シーン。半裸の彼女がどこかで喋しやべっている。やはりあの彼女だ……。

『……人を殺したことなんてありません』

　真まっ赤かな花束を抱えた伊い央おのバストショットで動画は停止した。

　そして文字がスクロールする。




　THE COLOSSEUM　近日公開
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　月つき島しま伊央は密室にいた。光源は茶ちや色いろいランプだけの薄うす暗ぐらく埃ほこりっぽい空間だ。三メートル四方ほどの正方形の箱の中で膝ひざを抱えて裸で座っていた。全裸の腰にはホルスターつきの頑丈なベルトが装着され銃が入っている。そして手首と足首には鉄製のリングがはめられていた。

　まったく状況が飲み込めない。箱に入れられどこかに運ばれた、ということしかわからなかった。自分はこれからどうなるのか……。

　この狭い部へ屋や、いや箱には扉がついているが厳げん重じゆうにロックされ開かない。

　──扉を開ければコロシアムです。

　そんな言葉を思い出し強烈な息苦しさで眩暈めまいがする。外に出たかったが、扉の外には大きな災いがあるような気がしてならない。

『ナンバー７』

　声に伊い央おは固まった。

　無む機き質しつな声の音源を探すが部へ屋やには何も見当たらない。

『それでは始まりです。扉が開くまであと──一分です。用意をしてください』

　立ち上がったものの、どうすればいいのだと呆ぼう然ぜんとする。これ以上この密室の閉へい塞そく感かんに耐えられないが、扉の外に出る勇気が湧わかない。

『ナンバー７』

「私は数字じゃない」

　伊央は反はん論ろんしたがすぐに疑問が頭に浮かぶ。ナンバー７。つまり他ほかにもナンバーがあるということだ。少なくとも自分を入れて七人以上……。

『プレイヤーは時間差でコロシアムに出ます。有利な場所を取るか、入場するプレイヤーに襲おそいかかるか、共同戦せん線せんを張るのも逃げるのも自由です』

「戦って、どうするの？」

『生き残るのです。コロシアムには現実に戻る扉もあります。あなたたちは現実への帰き還かんを目指してください』

　ここはやはり現実の世界でないということか。もしかしたらと思った。私の存在はすでに消えているのでは？　あの時すでに死んでしまった──

『それではスタートしてください』

　同時にガチンと鈍にぶい音がした。扉のロックが外れたらしい。伊央は引き寄せられるように扉に近づく。

『私を忘れています。連れていってください』

　振り返るとチカチカと点滅する小さな光が見えた。薄うす暗ぐらい室内で気づかなかったが、壁かべ際ぎわにスチールケースが置かれていた。伊央は歩み寄りそれを手に取る。と、その瞬しゆん間かん声が響ひびく。

『早く外に出てください。扉が開いて三十秒後にこのコンテナにガスが噴ふん出しゆつされます』

　声に押されるように伊央は扉に向かった。意味のわからないこの状況においては、この声に従うしかなかった。伊央は体当たりするように扉の外に出る。

「ああ……」

　生ぬるい風が裸体をなでる。伊央を出迎えたのは風と──星空だった。

　真っ暗な夜。瞬またたく星々に一瞬だけ伊央は見とれた。外に出た安あん堵どと解放感に緩ゆるんでしまったのだ。そして少しずつ目が慣なれてくる。振り返ってみると、そこにあるのは立方体のコンテナ──自分が押し込められていた箱だ。そして周囲を見回した伊央は背筋を凍りつかせた。

　月明かりに照らされていたのは大量のコンテナだった。無造作に散らばったコンテナ群。

　大量のコンテナ、時間差で出てくるプレイヤー、殺し合い……。

　──コロシアム。そうだここがコロシアムなのだ。

　どこかからガタンと音が聞こえた。それはコンテナの扉が開く音だ。

　同時に伊い央おは走り出していた、音がしたコンテナから逃げるように走る。コンテナとコンテナの間をすり抜け必死で逃走する。

「あっ！」

　何かに衝しよう突とつした伊央は激はげしく吹っ飛ばされた。持っていたスチールケースが鈍にぶい音を立ててアスファルトに転がった。

　痛みに耐えながら顔を上げると、目の前には鉄てつ柵さくのフェンスがあった。とてつもなく高いフェンスが横に延び──こちらを囲んでいた。

　まるで象の檻おりだ。フェンスに囲まれたこのエリアがコロシアムということだ。よろめきながらも立ち上がり出口を探す。スチールケースを拾い直し、フェンス伝いに移動すると人が通れるほどの隙すき間まがあった。

　逃げていいのか。コロシアムで戦えという指示を無視していいのか。しかしその葛かつ藤とうは一いつ瞬しゆんだった。伊央はフェンスの切れ目に体を突っ込むと、そのまま走った。

　フェンスの外は木々が茂っており、樹じゆ木もくの間を闇やみ雲くもにただ走る。しかし意い思しに反して手足が思うように動かない。まるで鉛なまりになったかのように全身が重く、両腕がだらんと垂れていく。上がらなくなった足が木の根に取られ、伊央は地面に叩たたきつけられるようにして転んだ。

　闇の中にスチールケースが転がり、力尽きた伊央はしばらく地面に這はいつくばった。

　力を吸い取ったのは手足につけられた重い鉄の輪わだ。コロシアムから遠くに逃げられないように重りをつけられていたのだ。まるで囚しゆう人じんだ……。

　苦しい。もう少し遠くに逃げるべきだ。しかし体が動かない……。荒い呼吸を必死で整ととのえていると喉のどに痛みを感じた。しばらく水を口にしていない。そんなことを考えると急に全身が痛み始める。嫌いやなタイミングで体の感覚が戻ってしまった。

　立ち上がることはできなかった。木の幹に背をつけるようにしてどうにか体を起こす。真っ暗な森の中では虫の声と木々のざわめきが聞こえるだけだった。深い闇の中に迷い込んで上下左右もわからない。

「誰だれか」

　出かかった声を必死に吞のみ込む。助けを呼ぶことはできない。他ほかに誰かがいるとしたら、コンテナに入っていた人間だ。そしてその人間は同じ立場であり、殺し合いを……。

　呼吸が乱れ、必死でネガティブな思考を頭から振り払う。疲労が引き金となって喉が焼けるような痛みを発した。

「水……」

『水はスチールケースの中にあります』

　声に心しん臓ぞうを凍らせた。必死で息を殺し周囲を見回すが誰だれの気け配はいもない。自分の心臓の鼓動が聞こえるだけだった。

「あなたは誰？」

『私はナンバー７のガイド、情報管理システムです』

　その無む機き質しつな声には敵意はなさそうだった。

「どこにいるの？」

『スチールケースの中です。これで私のガイドは終わります。それではよい旅を……』

　スチールケースは木の根元に転がっていた。伊い央おはそれを引き寄せる。留め具を外すとカチリと蓋ふたが開き、ぼやっと青白い光が浮かんだ。ケースの中にソフトボール形状の発光体がある。その光に照らされ水のペットボトルが見えた。

　伊央はそれを手に取りキャップを外す。一いつ瞬しゆんだけためらってから水を飲む。水は焼けついていた喉のどを一瞬で冷やし体に染み込んでいく。気づくと五百ミリリットルのペットボトルが空になっていた。

　空のボトルを見て後悔する。こんなにあっさりと水を飲んでよかったのかと。急いでケース内を探ると、ペットボトルはもう二本あった。さらにビスケットの携行食らしき箱が三つ、スプレー缶に小さなタオル、そして学校の制服。

　伊央は我に返って制服を手に取る。ブラウスもスカートもショーツもトップもあった。ずっと裸で走っていたのだと、こんな状況ながら恥ずかしさで全身が熱あつくなる。急いで制服を手に取ってから伊央ははっと固まった。

　ケースの奥に青白く光るものがある。まるで氷のように鋭するどく輝かがやいているそれはナイフだった。

　意を決した伊央はナイフを手に取り自分の手首に突きつける。しかし不快な音がするだけで手首のリングを切断することはできない。しばらく格かく闘とうしていると、いきなり発光する球体が動き始めた。

「わっ」

　伊央はナイフを落として啞あ然ぜんとする。球体がゆっくりと割れていく。表面は青白く発光したプレートを継ぎ、裏側は触手のようなものが蠢うごめいている。まるで大きなダンゴムシだった。その見た目のおぞましさに伊央は言葉を失う。

「こないで」

　ダンゴムシは伊央に這はい寄ってくる。

『ナンバー７？』

「やめて、数字で呼ばないで！」

　伊い央おはダンゴムシから後ずさる。まるで悪夢だ。真っ暗な場所で気味の悪い虫にまとわりつかれ、殺し合いを強要させられる夢を見ているのだ……。

『月つき島しま』

「…………」

『月島伊央』

　目の前には青く光るダンゴムシがこちらを見ている。しかしその声は機き械かい的てきなそれではなく、どこかで聞いたことのあるものだった。

「あなた、私の言葉がわかるの？」

　伊央は恐る恐るダンゴムシに呼びかけた。

『そっちは聞えているか？　右手を上げてみろ』

　ダンゴムシは触覚を動かしている。

『聞こえないのか？』

「あ、聞こえます」

　伊央は右手を上げた。

『録ろく画がじゃないのか』

　ダンゴムシがつぶやく。

「え？」

『いや、いい。今君はどこにいるんだ？』

「わかりません。まったくわからないの」

『わかる範はん囲いでいい。何が見える？　東とう京きようタワーが見えたら芝しば公こう園えんだ。東とう京きようドームが見えたなら水すい道どう橋ばしだ』

「芝公園でも有ゆう楽らく町ちようでもありません。私のまったく知らない場所」

『どうしてそこに？』

「そんなのわからない……」

　伊央は嗚お咽えつした。目から大粒の涙がこぼれる。先ほど残り少ない水を飲んだばかりなのに、こんなことで水分を流出させてはいけない。でも涙は止まらない……。

『泣くな！』

　ダンゴムシに一喝され、伊央は息を吞のんだ。

『とにかくお前は危険な状況に置かれている。どうにかして状況を打開するしかない。泣いてる場合じゃない。どうすればいいかを考えるんだ』

「危険な状況って？」

『わからない。だが、死ぬ可能性も考こう慮りよしておいたほうがいい』

「殺し合いをしろってことですか」

『君と同じ立場の人間が三十人いる、らしい。つまり銃を持ったプレイヤーが三十人いるってことだ』

　血がすっと引く。やはりあのコンテナには人間が入っていたのだ。

「なんでそんなことをさせるの？」

『俺おれが知るわけない』

　伊い央おはいぶかしげにダンゴムシを見つめた。

『だけど、まずやるべきことがある』

　ごくりと伊央は唾つばを吞のみ込んだ。

『まず服を着るんだ』

　伊央は「きゃっ」と声を上げ体を隠した。




　　　　　　　　　　＊





　自走式ワーム『ウォーム』

　ウォームとは自走式情報システムです。

　全身五十カ所にレンズが装着され、様々な角度からの映像を見ることが可能、ズーム、揺れ対応、赤せき外がい線せん暗視機き能のうなども充実。

　顔認証システムより持ち主を区別することができます。

　もちろん、スマホや各種コンピューターと接続が可能。電子マネーの登とう録ろく、メッセージ機能、通話機能など、その他百種以上のシステム搭載。

　ペットの代わりにウォームをどうですか？






「自走式ワーム、か」

　萩はぎ原わらはベッドに体を投げ出しながら呟つぶやいた。

　シンプルな部へ屋やに置かれているのはパイプベッドに机と椅い子す程度だった。コンクリート剝むき出だしの天てん井じようにはピンク色の口紅を持ったジェマ・ワードが微笑ほほえんでいる。中学時代に手に入れたポスターの色はあせていたが、それでも殺風景な部屋の中で光を放っている。

　少しだけ彼女に似ているなと思った。

　スマホの画面を切り替える。映ったのは木を背に座る彼女の姿だ。周囲が暗く画像が粗あらいが、それでも月つき島しま伊央であることに間違いはなかった。録ろく画がではないリアルタイムの映像だ。現在の伊央は疲れて寝ている。

　伊央の動画を発見したのは彼女のＳＮＳの個人プロフィールページを閲えつ覧らんした時だった。検索した理由はなんとなくだ。いつの間にかいなくなった彼女のことを何も知らなかったことに罪悪感があった。あえて理由を探すならばそんなところだ。

　萩原はそのページで妙なアイコンを発見する。それをクリックするとアプリソフトがダウンロードされた。最初にこのアイコンを見つけた方に、自走式ワーム『ウォーム』を差し上げます、とのメッセージ。その後、動画が始まり、

　──あなたにはこれから殺し合いをしてもらいます。

　始まった月つき島しま伊い央おの自己紹介……。

　現実感がない。まるでゲームの画面を見ているかのような感覚だ。そしてゲームの世界に投げ込まれた彼女を覗のぞき見みしている罪悪感も。

　あれから画面越し（カメラはワームについているらしい）に対話をしたが、ついに自分が萩はぎ原わらであることを名乗れなかった。教室でほとんど会話すらしたことのない人間に見られていると知ったらさらに混乱するだろう。だとしたら名乗るのはもう少し落ち着いてからでいい。

　──ゲームのクリア条件は三つあります。

　動画で見た説明を思い出す。

『一つはラストワンのナンバーになることです。このコロシアムには別のナンバーが出てきます。自分以外のすべてのナンバーを殺せばゲームクリアです』

　つまり最後の一人ひとりになるということだ。ゲームには伊央以外にも参加者がおり、違うナンバーが割り振られているということだ。

『二つ目は、ゲームの中で探してください』

　二つ目の条件はまだ判明していない。

『そして三つ目は続きをすることです』

　──自殺の続き。

　つまり伊央は自殺をしたということか。学校から消えたあとに自殺した。いや、自殺未遂を起こしたから学校から消えたのか。いや、そんな些さ細さいなことよりも、

　……これからどうするか。

　ずっと迷っていたが無視することはできなかった。とにかく今は彼女の置かれた状況を正せい確かくに把握することが必要だ。深入りしていいのかという自身の警けい告こくもあったが、それでも好奇心のほうが優まさっていた。

　思ったのだ。これはネットなどの都市伝説でよくあるアングラゲームなのではないかと。莫ばく大だいな賞しよう金きんが賭かけられ勝者には富を、そして敗者には死、というハイリスクハイリターンのゲーム。そんなゲームに伊央が巻き込まれた可能性がある。

　だとしたらこれはチャンスだ。うまくやれば萩原にも莫大な賞金が手に入るかもしれない。アングラゲームの噂うわさを聞いて以来、萩原はその存在を探していたが、尻尾しつぽをつかむことはできなかった。しかし、それは今画面のすぐ向こうにある。

　──月島伊央を利用できるかもしれない。

　部へ屋やの窓を見ると空が明るくなってきていた。同時に画面の向こうの光量も増している。同じ時刻を共有しているということは、向こうは国内なのか。

　しばらく目を閉じ、もう一度画面に目をやってから息を吞のむ。

　上半身裸の彼女の背中が見えた。目を覚ましたらしい伊い央おはペットボトルの水で濡ぬらしたタオルで丁てい寧ねいに体を拭ふいている。朝もやの林の中でそれは神秘的だった。真っ白で華きや奢しやな体のラインを無防備にさらしている。彼女が結んでいた髪をほどくと、さらりと栗くり色いろの髪が流れた。

　背徳感が湧わき上がり萩はぎ原わらはどうにか画面から目を逸そらした。何をしているのだろうと思った。これではまるで覗のぞきではないか。萩原は洗面台に行き激はげしく顔を洗った。日にち曜よう日びの今日きように、彼女のいる世界をはっきりとさせておきたい。

　しばらく待ってからベッドに戻る。スマホを拾い上げると、すでに制服を着た彼女はタオルを枝に干しているところだった。昨日きのうよりは少しだけ表情が落ち着いているだろうか。

『あの……』

　声が聞こえた。彼女がワームを覗き込んでいる。

「起きたか？」

『ええ』

　睡眠が浅かったのか、声は掠かすれ目ま蓋ぶたは腫はれている。

「完全に明るくなる前に状況を確かく認にんしよう」

『うん、わかった』

「まず通信機き能のうを確認する。俺おれの声はどう聞こえる？」

『えっと、普通の男の人の声です』

《どう聞こえる？》

『今度は人工音声っていうか』

「今のはメールみたいにメッセージを打ち込んだんだ」

　打ち込んだメッセージは人工音声で再生されるようだ。もちろん声でのやり取りのほうが簡かん単たんであり、この機能の重要性はないように思える。

「イヤホンとマイクが付属品でワームについているようだけど」

『ありました』

「装着してスイッチを入れて」

　伊央がマイク付きのイヤホンを耳に装着する。お互いの言葉も問題なく聞こえる。できるだけワームのスピーカーを介さずに、イヤホンとマイクでやり取りをしたほうがいいだろう。

「じゃあ今度は、ケースの中の物を出して」

　伊央は素直にスチールケースを開けた。

　水のペットボトル二本はパッケージを剝はがされている。携行食のビスケットは日に本ほんのメーカーのどこにでもあるものが三箱。スプレー缶は虫むし除よけスプレーだ。タオルは白地のハンドタオル。そして刃渡り五センチほどのナイフ。

　まず思ったのが水と食料が少ないこと。これではあと三日ともたない。どこかで補給できるのだろうか。──そしてナイフ。

「ナイフは大事に持っておくんだ。サバイバルツールの基本だから」

　萩はぎ原わらはあえてナイフに言及した。ナイフは使いようによっては便利な道具であることは事実なのだ。ただ抜き身で持っているのは少々危険だ。

「ナイフカバーは入っていないか？」

　伊い央おはしばらくトランクを探したあと、思い出したようにスカートをめくってみせた。

『これ、そうかな』

　無防備に右の太ももをアピールされ、萩原はどきりとした。伊央の膝ひざ上うえにラバーベルトが巻かれており、そこにナイフソケットがついている。

「たぶんそれだ。そこに差しておいて」

　伊央はうなずきつつ、ナイフを凝ぎよう視しし、ワームのカメラにナイフを近づけた。

『この、刃にある窪くぼみはなんだろう』

　刃先から根元に向かって、ブレードに溝が彫られている。

「それはデザインだ」

　納得したように伊央はナイフをしまった。萩原の鼓動は速まった。それはデザインではなく、人の体に刺した時、溝から血が抜けるようにとのシステム。つまり人を刺すことを前提に作られている。そしてまだ触れねばならない事項がある。

「銃を見せて」

　伊央は躊ちゆう躇ちよしながらもホルスターから銃を取り出した。グリップの下の穴にワイヤーが結ばれており、それがしっかりと腰のベルトに繫つないである。

「ワイヤーを切ることは？」

『たぶん無理。ベルトも外せない』

　つまり銃と一心同体ということだ。拳けん銃じゆうは大きなデザインのリボルバータイプだった。

「ダーティーハリーが使った銃に似てるな」

　タブレットで銃の画像を検索したがぴたりとくるのはなかった。改造銃なのかもしれない。銃口は意外に小さく小口径の弾丸しか使えないように思える。

「シリンダーをスイングアウトして」

『え？』

　伊央が戸惑っているので、シリンダーラッチの位置を教えた。スイングアウトされたシリンダーの中には弾丸が一発だけ込められている。

　たった一発の弾丸。いや、実弾が込められているという事実は大きい。

「他ほかに弾丸はある？」

　伊央はしばらくケースや自分の体を探してから首を振った。

「とりあえず銃の構え方を教える」

　萩はぎ原わらの言葉に伊い央おは困惑している。

「ブラフにはなる。撃うたなくても撃つ振りをする必要がある」

『撃つって誰だれを……』

「敵かはわからない。だけど同じ立場の人間がそっちにいる。たぶん三十人」

　画面の右上部分に『残り人数三十人』と表示されているのだ。昨日きのう伊央に聞いた限りでは大量のコンテナが置かれていたらしい。同じように運ばれてきた人間がいるのだ。

　ただ、同じ武器が配られているとは限らない。だからこそ弾丸が一発だけであることは相手に知られてはならなかった。

　その後、萩原はネットで検索し、銃の構え方や照準のつけ方について説明した。だが伊央はうまく銃を構えることができない。

『腕が、重くて』

　銃を持つ手が震ふるえている。手首のリングが重いらしい。彼女の細い手足に巻かれた鉄の重りは痛々しかった。

『足にもついてるの。きっと私が遠くに逃げられないように』

　伊央は銃を下ろしてうつむいた。

「……いや、そうじゃない。もしかしたらこのゲームは暴ぼう力りよく的てきな解決を望んでいないのかもしれない」

『え？』と、伊央は顔を上げる。

「たとえばこの状況で暴力を使わなければいけない事態になったとする。銃に装そう塡てんされている弾丸は一発だけで簡かん単たんには撃てない。ナイフで他人を傷つけることだって一般人には不可能だ」

　心配そうな伊央の表情を見て教室のシーンを思い出した。窓際に置かれた植木鉢に水をやっていたのはいつでも彼女だった。小さな命をも大切にする彼女に暴力的な行為などできるわけがない。だが他ほかもそうであるとは限らない。

「一番危険なのは投石だと思う」

　伊央は首を傾かしげる仕し草ぐさをした。

「たとえば戦せん国ごく時じ代だいで死傷者の一番の負傷要因は投石だって言われてる。パニックになって石を投げられたら危険だけど、たぶんそのリングがついた状態では投げられない」

　それは他の三十人が伊央と同じか弱い女子であるという前提が必要だ。それでも伊央はほっとしたようにうなずいた。

「そしてゲームクリアの二番目の条件は、ゲームをしながら探せとある。それが誰だれも傷つけずにゴールできる、という可能性がある」

　死を提示されたゲームのルールが本当であるかもわからない。判明している事実は伊央が画面の向こうにいるということだけだ。だとしたら情報を集める必要があった。

「そのために俺おれが協力する。助けるために努力をする」

　伊い央おは初めて、ぎこちなくだが表情を緩ゆるめた。

『ありがとう』

「それで今から少し動いてみようと思う」

『方向がもうわからなくて』

「それはこっちの仕事だ。心配しなくていい」

　伊央の話からすると、フェンスに囲まれた、コンテナが置かれた場所があり、そこからスタートした。そして彼女はやや東寄りに南下して現在の場所にいる。

『でも、あの場所には戻りたくない。あそこはコロシアムだって……』

　コンテナ群のある場所のことだ。

「コロシアムには戻らない。逆方向に行こう」

　コロシアムには他ほかの人間がいる可能性が高い。対話ができるかわからない以上、まだ危険を冒おかすべきではなかった。

「ただ、水が足りないな」

　萩はぎ原わらが呟つぶやくと、伊央はしゅんとうつむいた。

『喉のどが渇いちゃって』

「しょうがない。どっちにしろなくなる」

　節約しろとは言えなかった。安全な場所からの意見は無責任すぎる。それに自分はプレイヤーではない。軽率な行動の責任を取るのは彼女自身なのだ。

「じゃあ南下して水と食料を探そう。コロシアムから離はなれれば離れるほど安全だから」

　その考えは間違っていないはずだ。他の人間と会う確率が低くなり、もしかしたらこの気が狂ったフィールドから脱出できる可能性もある。

『じゃあ行くね』

　伊央は歩き出し、すぐに気づいて戻ってきた。こちらに手を伸ばしてワームを抱え上げる。

『綺き麗れいなダンゴムシって、ちょっと気持ち悪い、かも』

　伊央の困った表情がアップで映った。




　画面が揺れている。

　伊央はしばらくダンゴムシを抱えて歩いていたが、両手が疲れたので自分の肩に乗せている。ワームのバランス装置は優ゆう秀しゆうなようで、落ちることなく捉つかまっている。

　ワームからの映像は手動切り替えの他、自動的に被写体をマークすることもでき、ズーム機き能のうなどで周囲を監かん視しすることもできた。さらに、簡かん易いマップを表示できるレーダーモードというのがあり、そのモードでは伊央の座標は光点として表示され、進行方向などがわかった。

　揺れる画面から森の景色けしきが見える。日に本ほんによくあるグリーンデザートと呼ばれるスギ林ではなく、広こう葉よう樹じゆの類たぐいがバランスよく生えている。朝もやが朝日に照らされ、ドライアイスの煙のように揺らいでおり、単純に綺き麗れいだな、と思った。

　しかし伊い央おにはそんな余裕などなく、少し歩いただけで呼吸が乱れ始めた。やはり問題は重量だ。武骨なベルトとリングが彼女を疲ひ弊へいさせている。彼女が動ける程度のぎりぎりの重さをつけているのだろうか。だとしたら、このゲーム製作者は彼女に動き回ってほしくないのかもしれない。

　エネルギーは大切に使えと警けい告こくしているのだ。大事な時まで溜ためて一気に使えと。瞬しゆん発ぱつ的てきなエネルギーを爆ばく発はつさせればリングの重さは逆に有効活用できる。リングの重さがのったパンチ、そして相手の体に深々と刺さるナイフ……。

　萩原はそんなイメージを必死で振り払った。今はとにかく危険な場所を離はなれることが優ゆう先せんだ。たまにレーダーモードに切り替え、歩いている方角を確かく認にんする。

『どのくらい歩いたんだろう』

　必死で息を整ととのえながら伊央が聞く。

「三百メートルは歩いたと思うけどな。そろそろ休きゆう憩けいしよう」

　萩はぎ原わらは時間を計って伊央を休ませる。部へ屋やの中で座っているこちらは、つい先を急いでしまうが、伊央はウエイトを背負って森を歩いているのだ。

　伊央が休んでいる間は萩原が周囲を監かん視しする。そんな分業作業をこなしつつフィールドを進んでいった。と、歩いていた伊央が何かに気づいて立ち止まる。画面に映ったのは有ゆう刺し鉄てつ線せんつきの柵さくだった。

「熊くまよけの壁かべかもな」

　だが、画像を見て何か引っかかるところがあった。

『ちょっと越えられそうにないかも。梯はし子ごみたいなのがないと……』

　伊央が鉄柵に近づいた時、画面が変化した。

「触るな！」

　フェンスに手を添えようとしていた伊央が硬直する。

「電流だ！」

　伊央が近づいた瞬間、画面が激はげしくフラッシュしたのだ。《通電中》という文字と共に画面に警告音が流れている。

「ゆっくり離れて」

　伊央はフェンスから後ずさる。三メートルほど距きよ離りを取ると、通電が終わったらしく警告音が止まった。伊央は呆ぼう然ぜんと立ち尽くしたままフェンスを見つめている。

「……柵沿いに歩こう」

　鉄柵から一定の距離を取り左に進む。しかし柵は途と切ぎれることなく続いている。しばらく歩いてから萩原は結けつ論ろんを出した。

「ここがマップの端なんだ」

　ゲームフィールドから逃げることができないということだ。鉄てつ柵さくの上部に有ゆう刺し鉄てつ線せんが三本ほど引かれているが、こちらに傾いている。つまり外部からの侵入者対策ではなく、内からの逃亡者対策の鉄線なのだ。

　わかったことは、ゲーム製作者はプレイヤーの途中退場を許しはしないということだ。

　伊い央おがその場に崩れ落ちるようにへたり込んだ。
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　画面にはぐったりと座り込む伊央が見える。

　どうすればいいか結けつ論ろんの出ないまま時間が削られた。そして伊央が持っていた水も尽きた。万事休すだった。森は終わっており、夕日が沈みかけた山々が見える。目の前にあって遥はるか遠くにある光景だった。

　画面は沈ちん黙もくしたままだ。伊央の口には喋しやべる水分も残っていない。サバイバルにて水を得るやり方はいくつか調しらべたが道具も時間もなかった。そのうち彼女は脱水症状になり歩くこともできなくなる。しかしこちら側からは何もできない。

　胸が痛んだ。スマホのメールや通話でコミュニケーションを繰くり返してきたが、これほどまでに他人に感情移入をしたことはなかったかもしれない。そして自らを襲おそう無力感。簡かん単たんに教室から彼女の流出を許してしまい、さらに画面からも……。

　そのとき萩はぎ原わらは画面に光るものを見つけた。

　暗くなった荒れ地付近にて、何かがぼんやりと光を放っている。

「月つき島しま」

　呼びかけると、彼女もそれに気づいたようだ。

　カメラをズームしてもぼやけるだけでよくわからない。伊央が近づくしかなかった。

「慎重に近づいて」

　すでに切せつ羽ぱ詰つまっているので、危険を冒おかさないわけにはいかない。

　伊央はダンゴムシを抱えて光源へと向かっていく。光は人工的なものに見える。さらに伊央が近づくとそれがなんであるか判明した。

「自動販はん売ばい機き」

　真まっ赤かにカラーリングされたそれは確たしかに自動販売機だった。伊央は呆あつ気けに取られている。この異常なフィールドに自動販売機というミスマッチさ。さらに歩み寄り、伊央は感嘆の声を上げた。自動販売機にはペットボトルのミネラルウオーターや携行食が売られていた。

　萩原は、弾丸も売られていることに気づいて顔をしかめた。が、ソールドアウトだった。初めから売り切れなのだろうか。それとも誰だれかが買ったのか……。

『よかった』

　伊い央おは銃弾に気づかないのか素直に喜んでいる。

「金は持っているのか？」

　画面が揺れた。動揺した伊央がダンゴムシを落としてしまったのだ。

『持ってない』

　萩はぎ原わらはダンゴムシを操そう作さし自動販はん売ばい機きを確かく認にんする。コイン投入タイプではなく電子カードなどをかざすパネル式だ。

「デリカじゃねえか」

　デリカとはこの学校独自の電子マネーで、正式名称はフレデリカという。friendやorderそしてＩＣカードなどの英えい文も字じを組み合わせて作った名称だ。

　この学校独自といっても他ほかで使われている可能性は確たしかにある。だが、このような場所に初めからあった自動販売機なら現金も使えるはずだ。デリカのみというのは作為を感じる。つまりこのゲーム用に作られたものではないか？

　ふと、伊央がしゃがみ込んでいるのが見えた。商品取り出し口に手を入れている。

「無理だ、今の自販機で盗みはできない」

『ち、違うの、ちょっと借りようとしただけで……』

「スカート、めくれてるぞ」

　我に返った伊央は急いでスカートを直した。切せつ羽ぱ詰つまった状態でモラルを削られても、羞しゆう恥ち心しんは残っているようだ。

「月つき島しま、パネルにワームを添えてみて」

　ビンゴだった。伊央がダンゴムシをパネルに添えると自販機が反応した。ワームは電子マネーに対応しているのだ。そして萩原の画面も支払画面に切り替わる。

「え、俺おれが払うのか」

　スマホに表示されたのは萩原の電子マネー口座だった。

「それに高い」

　水も携行食も相場の十倍近くはある。

『あ、あの、えっと……』

「奢おごるよ」

　伊央がボタンを押すと、ガコンと取り出し口にペットボトルが落ちた。

『ありがとう』

　一心に水を飲む伊央を見て安あん堵どする。画面の内と外だが、なんだか一いつ緒しよの感情を共有している気がして胸が温かくなった。水を飲んだ伊央は大きく息を吐き出し、再びボトルに口をつけようとして動きを止めたのが見えた。

「もう少し買っていこう」

　萩はぎ原わらが呼びかけた瞬しゆん間かん、伊い央おは飲みかけのペットボトルを足元に落とした。画面に映ったのは彼女の固まった表情だった。

　萩原は急いでワームのカメラを操そう作さする。暗くなった景色けしきがザッピングされ、恐怖にひきつる伊央の表情が再び映り、足元に落ちたペットボトル、紺こん色いろの空、森の木々……。

　暗がりの中の木々の間に女性のシルエットがあった。

「動くな、落ち着け」

　油断してしまった。自動販はん売ばい機きで水を買えたぐらいのことで、お互い馬ば鹿かみたいにはしゃいでしまった。そして周囲の警けい戒かいを怠おこたった。これはお使いではなく、殺し合いだった──。

　距きよ離りはどれくらいだ？　すでに向こうは気づいている。無防備なまでに自動販売機の放つ光に姿をさらしている伊央を、じっと観かん察さつしていたのだ。

「ゆっくり、ゆっくり動こう。まず銃を持て」

　萩原は慎重に呼びかけた。

『銃なんて……』

「撃うたない。ただの威い嚇かくだ」

　伊央は震ふるえながら手を銃に伸ばす。相手に銃を持っていることを示す必要がある。

「目を逸そらすな。銃を向けながらゆっくり自販機の陰に隠れて」

　向こうは木の陰に半身を隠している。やはり女性だ。銃を構えているのが見えぞっとした。やはり伊央と同じく銃を支給されたのだ。伊央と女性は距離を取ったまま銃を向け合う。

『声をかけたほうが……』

「駄だ目めだ、隙すきを見せるな」

　危険は冒おかせない。油断して近づいた瞬間に発砲される可能性がある。このまま自販機に隠れながら相手を威嚇し続ける必要がある。二人ふたりはしばらく距離を取ったまま銃を向け合った。大丈夫だ、この距離ならたとえ発砲されたとしても当たりはしない。

『腕が……』

　伊央の腕が震ふるえている。リングと銃の重さで少しの間しか銃を構えられない。

「まだだ、まだ構えて」

　いきなり相手が動いた。木の陰から無防備に体を出したのだ。彼女はこちらに向けていた銃をゆっくりと下ろす。表情は窺うかがえないが、交戦の意思がないことをアピールしているのか。

　どうする。交渉に乗るべきか。それとも逃げるか……。

　萩原が迷ったのはほんの一瞬だった。しかし、次の瞬間──

　静寂を破って何かが爆はぜた。

「え？」

　萩原は間抜けな声を出した。何が起こったのかわからなかった。画面に見えたのは吹っ飛ぶ女性と、舞まい散る花はな吹雪ふぶき……。

　爆ばく発はつ音おんは銃声だった。銃弾を受けた彼女が倒れ、血しぶきが舞まっていたのだ。

「月つき島しま……」

『ち、違う、私じゃない』

「逃げろ！」

『私が撃うったんじゃないの』

「いいから逃げろ！　急いで自じ販はん機きから離はなれるんだ！」

　第三者の介入だ。彼女は他ほかのプレイヤーから撃たれたのだ。続いて伊い央おも撃たれる可能性がある。特に自動販売機の明かりが危険だ。闇やみの中から狙ねらい撃うちされてしまう。

　伊央は落としたペットボトルとワームを拾い森へと走った。

　しばらく走り大木の陰に転がり込むようにして隠れる。荒い呼吸が森の中に響ひびく。必死で呼吸を整ととのえようとして伊央は嗚お咽えつを漏らした。恐怖と緊きん張ちようで全身は汗で濡ぬれている。

　全身に汗をかいていたのは萩はぎ原わらも同じだった。人形のようにぐにゃりと崩れ落ちた女性の姿が目に焼きついている。画面越しに伝わったのは完全に悪意だった。

　これは本当に殺し合いだった。銃を撃ち合うデスゲームだ。

　そして萩原は気づいた。伊央が言っていたコンテナ群がある場所がコロシアムなのではない。

「このフィールド全体がコロシアムなんだ」

　すでに三十人のプレイヤーがコロシアムに散らばり──ゲームは始まっている。
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　伊央のショックは治まらない。

『死んじゃった、私のせいで……』

　激はげしく泣きじゃくる伊央の嗚咽が聞こえる。

「違う、お前が撃ったんじゃない。お前のせいじゃない」

　萩原の声は届かず伊央は泣き続ける。

「頼むから声を落とすんだ。撃った人間に聞こえる」

　そう言うと、伊央は必死で泣き声を押し殺す。銃を向け合った、という出来事だけでもショックなのだ。さらに目の前で撃たれた人間を見てしまった。

「たぶん、あっちはすでに自販機を見つけていた。自販機周辺を拠点にしていたんだ」

　萩原はとにかく話しかけた。こんな時は脳に情報を与え続けねばならない。

「俺たちと撃たれた彼女は、そいつの縄なわ張ばりに入ったんだ」

　これは萩原のミスではないか？　ゲームのルールや状況解明は萩原がやるべきことだ。伊央は実際に自分の命をさらしている。だとしたら萩原は彼女の安全を充分に確かく保ほせねばならない。となると先ほどの行動はあまりにも迂う闊かつだった。萩原は興きよう味み本ほん位いで関かかわってきたことを猛省した。介入するなら完かん璧ぺきにフォローするべきだったのだ。

　撃うたれたのは女性だった。撃ったのは男性だろうか女性だろうか。これがゲームだとしたら、他ほかのプレイヤーも伊い央おと同じ女子である可能性はある。だがそれは希望的観かん測そくだ。武ぶ闘とう派はの男性が参加している可能性も充分にある。

　ただ、あくまで萩はぎ原わらの勘になるが、プレイヤーはすべて女性であるような気がした。このゲームの細かいセッティングからいえば、運動能力の突出した男性など入れないはずだ。そうなればゲームは崩ほう壊かいする。

　……まてよ。何な故ぜ伊央はこのゲームに選ばれたのか。こんな異様なゲームに参加させられるほどの瑕か疵しがあったのか。あったとすれば──自殺未遂。もしかしたら、他のプレイヤーも同じく自殺を──。

　聞いてみるべきだろうか。どうして伊央が自殺未遂をしたのか。これは興きよう味み本ほん位いの質問ではない。あくまでも状況解明に必要な情報だ。と、そんな時、声が聞こえた。

『私は全部捨てたからこんな場所にいるの。教室も友達も名前も捨ててしまった。でも、ここにいると本当にそれでよかったのかって思う。もう少し何かできなかったのか、頑張れなかったのかって……』

　伊央は顔を両手で押さえるようにして泣いている。

『きっとこれは私に与えられた罰。逃げ出した先に楽園なんてないってわかっていたのに……』

　萩原は無力感と共に興味本位でこのゲームに関かかわったことを痛烈に後悔していた。元々教室ではほとんど彼女と交流していなかった。そんな関係で彼女の命に関わってはいけなかったのだ。

『最初はほんの少しだけだった。ちょっとずつ場所をずらしていったの。少しずつ逃げるっていうことを繰くり返した』

　泣きじゃくる彼女を見て思う。なんで彼女はこんなことになったのか。いつでもクラスの中心で笑え顔がおを浮かべていた彼女が、何故このような牢ろう獄ごくにいるのか。教室には彼女と通じ合っていたクラスメイトが沢たく山さんいたはずなのに。

『だからこんなところに来てしまった……』

　伊央は呆ぼう然ぜんと空を見上げた。そんな姿を見て、自分は何もしてやれないと思った。

　そしてこれは萩原一人ひとりで背負うには重すぎる……。
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　銃弾の衝しよう撃げきが体に伝わり、次の瞬しゆん間かんには糸の切れたマリオネットのように昏こん倒とうした。遅れて花はな吹雪ふぶきのような血が舞まい落ちる。そんなシーンが頭を離はなれない。倒れた少女はまだ生きている。血を垂れ流しながら痙けい攣れんしている彼女は──伊央だった。

「わあああ！」

　背中の鋭するどい痛みに萩はぎ原わらは悲鳴を上げた。

「な、なに？　そんな痛かった？」

　シャーペンの先で背中を突いたらしい鳴なる美みが驚おどろいている。

「銃で撃うたれたかと思った」

　教室だった。机の上のタブレットには教科書のページが表示されたままだ。授業はいつの間にか終わっており、教室は昼休みになっていた。

「どうせ遅くまでゲームでもやってたんでしょ」

　鳴美の周りに椅い子すを持った女子たちが立っている。萩原は食堂に行くので、萩原と鳴美の机をくっつけランチを食べるのだ。鳴美は萩原に早く机を開放しろと背中を刺したのだろう。

「なあ、今日きようは一いつ緒しよに食っていいか」

「え、え、え？　なんで？」

　鳴美は目を丸くして驚いている。

「いや、別にいいけどさ。ねえ」

　鳴美が女子たちを見ると、彼女らも困ったようにうなずいた。

「萩原君、お昼ご飯はあるの？」女子が尋ねる。

「あげないわよ」と、鳴美。

「俺おれの分は持ってる」

　鞄かばんから携行食のクッキーの箱を取り出した。

　鳴美の机の周りでいつも一緒にランチを食べているのは、鳴美を含めて四人の女子だ。萩原は自分の机をくっつけて椅子に座った。

「俺のことは気にしないで、いつも通りにやってくれ」

「なんだよこいつ」鳴美が舌打ちする。

「安心してくれ。話題にもついていくし、適度に気の利いた相づちも打つ」

「それがやりにくいっての」

　鳴美は眉まゆ根ねを寄せながらランチボックスを広げている。他ほかの三人もたぶん自分で作ったのだろう弁当だ。萩原が座席を明け渡さなかったことでいつもの座り方とは違うが、それでも四人の女子は会話をしながらランチを食べ始める。

　萩原はちらりとスマホの画面を窺うかがう。森の中で周囲を警けい戒かいしている伊い央おの姿がある。これなら問題ない。基本的に彼女が起きていてその場から動かなければ、萩原がフォローするべきことはほとんどないのだ。

　問題は彼女の就寝時間帯だった。フィールドにプレイヤーが散らばっている状態で、無防備をさらすわけにはいかない。しかし寝ないわけにはいかなかった。彼女にとって一番重要なのは体力だからだ。

　よって、その時間は萩原がワームのカメラで直接見張るしかなかった。カメラを暗視モードに切り替え警けい戒かいする。萩はぎ原わらが夜通しやったのはそれだった。

　そんな疲労が今の萩原に溜たまっていた。いや、命の懸かかった伊い央おに比べれば大したことのない労力であることはわかっている。だが、この睡眠不足はいかんともしがたい。資金の問題もある。もちろん伊央のために物資を購こう入にゆうするのは当然のことだが、現実的に資金が尽きてしまえば最悪のことが起こってしまう。

　さらにこれからはもっと慎重な行動が求められる。今の萩原は彼女と運命共同体となっており、責任を自分一人ひとりで受け止めねばならない。そう考えると体がずしりと重い。

　溜ため息いきを吐つき顔を上げると、さっと鳴なる美みが目を逸そらした。なんだか萩原がいることでぎこちない雰囲気になってしまったようだ。それでも萩原はじっと教室の雰囲気を窺うかがう。男子たちはほとんど学食を利用するので数人しか残っていない。半面女子のほとんどが教室にいた。そして四つの小グループを形成してランチタイムを過ごしている。

　萩原にはぽっかりと穴が空いているように見えた。失ったパズルのピースをこの教室に戻すことはできないだろうか。画面の向こうにいる彼女をこの教室に……。

「……運命だよね」

　声に萩原は我に返った。

「え？」

　きょとんとした声を出すと、鳴美に睨にらみつけられた。

「いや、無理に話題に入ってこなくていいからさ」

「いいじゃん鳴美」女子が苦笑いして萩原を向く。「中学時代に鳴美がランドに行ったんだって。そうしたら小学校の時に同じクラスだった男の子と偶然に会ったらしいの」

「鳴美が行ったその日に彼が偶然に同じ場所に行ってるって、すごく運命的じゃない？」

　萩原の隣となりに座る女子もにこにこと笑っている。

「運命的なんかじゃないよ。それは確かく率りつで説明できる。まず前提としてランドに行く前にその男の子と会う、という意思を鳴美が持っていないことが問題なんだ」

　萩原は鳴美を向いて続ける。

「鳴美の知り合いはその男の子だけじゃなくて、昔の友達、親しん戚せき、ちょっとした知り合いなどと莫ばく大だいな数がいる。ここで問題なのはそのうち誰だれと会ったとしても、運命的だと感じてしまうことにあるんだ。現にそういった計算をした話があって、ランドに知り合いがいるという確率は約五十パーセントだってさ。つまり敷しき地ち内ないで……」

「夢がない！」鳴美が激はげしく机を叩たたいた。「全然求めてないし気も利いてないから黙だまってて」

「まあまあ」

　女子たちが鳴美をなだめ、話題を変えようとタブレットのスイッチを入れた。画面に流れたのは生徒会の校内放送だった。

『さて、もうすぐ夏休みですが……』

　生徒会長のバストショットが映っている。背景は花か壇だんだった。美化委員会が管理しており、カラフルな花が咲き乱れている。しかしそれらの花よりも彼女に目を奪われてしまう。それほどに生徒会長は光を放っている。

　椎しい名な流る華か。乱れなく流れるストレートの髪、制御された微笑ほほえみと氷のように輝かがやく瞳ひとみ、クリアな声とスレンダーなボディ。誰だれもが彼女を完かん璧ぺきな存在だと表現する。

　ちなみに副会長も美しく、二人ふたりが並ぶと視し線せんはすべてそこに集中してしまう。ただ、気になるのは最近その副会長を見ていないということだ。萩はぎ原わらはそれが気になった。個人的には副会長の人間的な表情のほうが惹ひかれるのだが。

『夏休みのメインイベントである学園祭の出し物は決まりましたか？　皆さんと思い出に残る時間を共有することが私の願ねがいです』

「綺き麗れいだね」女子たちが口々に言う。

「うん美人だよね。まあ、私ほどじゃないけどねー」

　ちらりと鳴なる美みが萩原を見た。

「…………」

「気の利いた相づちを打つんじゃなかったのか！」

　鳴美が再び机を叩たたいた。

「なあ、鳴美？」

「あ？」

　凄すごんだ鳴美に萩原は言った。

「学祭の責任者の件、俺おれやるよ」
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「大丈夫か？」

　部室に入った萩原は画面の伊い央おに声をかけた。今日きようは活動日ではないので、部へ屋やには誰もいない。

『問題ありません』

　萩原の声に伊央は安あん堵どしたように息を吐く。あのショックから伊央はだいぶ回復している。これなら行動を再開できるだろう。そのためには夕刻が最適だった。目立つ日中でもなく暗がりでもない時間帯だ。

「今のうちに少し動こう。きっと他ほかにも自じ販はん機きがあるはずだ」

　物資補給のために自動販売機が必要だった。昨日きのう見つけた自動販売機に行くにはリスクがありすぎる。すでに敵に見つかっている場所なのだ。銃を向け合い牽けん制せいし合いながら物資を購こう入にゆうすることもできるが、それは机上の空くう論ろんだ。相手が銃を撃うつ可能性があり、その銃弾が当たる可能性も少ない確かく率りつながら存在する。どんなに低い確率でも危険は冒おかせない。

「慎重に音を立てずに」

　森を抜け、伊い央おは身を低くしながら進む。ずっと荒廃した土地が続き雑草の類たぐいが生い茂っており身を隠すには問題ない。

　画面越しに景色けしきを見て考える。伊央がいる場所はどこなのだろう。植生などを見ると日に本ほん国こく内ないであることがわかる。山やま間あいの廃村だろうか。今では高こう齢れい化かし維持できなくなった集落などはあっさりと捨てられると聞く。豪雨や豪雪などでの孤立化、ライフラインの維持などに資金をかけるよりも住居を移したほうが効率的だからだ。

「月つき島しまは歩くことだけに専念していい。周囲の警けい戒かいは俺おれがやる」

　萩はぎ原わらはウエイトを背負っている彼女を気き遣づかいながら考える。伊央のゲームのフォローをして疑問に思ったことがあった。それは、このゲームは不完全なのではないか、ということだ。たとえば銃とナイフを渡され「殺せ」と命令されたからといって、本当に月島伊央ができるのか。本当に殺し合いをさせるなら、もっとやり方があるはずだ。

　だとしたらこのフィールドでの殺し合いは本意ではない可能性がある。すでに撃うたれたシーンを見て、そんな思考は楽らつ観かん的てきすぎるだろうか……。

　やはり二つ目の条件がキーだ。ラストワンナンバーでもなく、自殺の続行でもないゲームのゴール。それを見つけるしかない。

　休みながら伊央は歩き続け、日が完全に落ちたと同時に自動販はん売ばい機きを発見した。

　売っているのは水や携行食の他ほかに、カプセルに入った下着、そして売り切れ表示の弾丸。

「とりあえず買おう。下着も買っていい」

『でも……』

　伊央は困った顔をしている。

「新しいものは買ってみる。それがゲーム攻略のコツだ。月島が心配することはない。俺はスポンサーだと考えてくれればいい」

　伊央はワームを使って物資を購こう入にゆうする。その後、漏れる光を隠すために枝や木この葉はで自動販売機を覆おおった。

「しばらくここをベースにして探索しよう」

　むやみに動き回っても危険が増すばかりだ。伊央に指示を出し自動販売機から少し離はなれた広こう葉よう樹じゆの木の陰に座らせる。

　久しぶりに食料を手に入れ、彼女の体たい調ちようと精神は回復してきたようだ。序じよ盤ばんは食べ物が喉のどを通らなかったようだが空腹感が戻ってきたらしい。つまり伊央はこの異様なフィールドに順応してきたということだ。

「水を使って髪とか体とか洗っていいから。そのときは見ない」

『あなたは誰だれなの？』

　伊い央おがこちらを見ている。ワームの向こう側に興きよう味みを持ってしまったようだ。

「高校生だよ。月つき島しまと同じ高校一年生」

　萩はぎ原わらは正直に言った。いつまでも隠していられることではない。

『なんで私のことを知ってるの？』

　伊央は乱れた制服を直している。

「説明書を読んだんだ」

『そっか』

　伊央は目を閉じた。沈ちん黙もくを避けるため、萩原はなんとなく口を開く。

「もうすぐ学校のイベントがあって、そのイベントを決める責任者になっちゃったよ」

『そういうのって、大変だよね』

「俺おれさあ、そんな面めん倒どうなことを避けてきたから、どうしていいかわからない。もしかしてクラスのことをよく知らなかったんじゃないかって、思う」

『それはみんな同じじゃないかな』

「もう少し踏み込むべきだったのかな」

　もう少し教室の枠組みの中心にいれば、伊央の消失は防げたのか。何か変化に気づいてやれたのだろうか。

『今からでもいいんじゃない？　イベントの意見を募るのだってもっと工く夫ふうしたりして』

「たとえば？」

『たとえば……いい意見が出たらスクラッチカードをあげるとか』

「景品で釣るのかよ」

　萩原と伊央は画面越しに視し線せんを合わせ笑ってしまった。

『なんか懐なつかしい』

「……戻りたい？」

　萩原の問いに沈黙が降りた。伊央は焦点を遠くに合わせている。

『思い出す風景があるんです。とっても綺き麗れいな学校の大切な私の場所』

「へえ」

『花か壇だんのある中庭があるんだ。その中庭には色とりどりの花が咲いてるんだけど、そこの北側に校舎と校舎の間に人が一人ひとりやっと通れるぐらいの隙すき間まがあるの。日の光が差し込まない薄うす暗ぐらい路地のようで、心細くなって引き返したくなるけど、もう少しだけ頑張って進む。すると突然開けたスペースに出るの』

　伊央は目を閉じた。

『初めて見たとき目を奪われた。とっても優やさしい光に包まれた感じ。足もとにはキラキラと輝かがやく石が散らばっていて花もいっぱい咲いてる。まるで別世界に来たみたいって思えた。……もう一度あの光景を見てみたいな』

　そんな場所が学校にあったのかと萩はぎ原わらは思った。

『悩みとかある時はその秘密の場所に行くんだ』

「悩みって？　恋愛とか？」

　女子たちの会話はいつでも恋愛だ。

『それもあるかな。子供の頃ころは運命の人に出会って結婚するって思ってた。でも、少しずつ大人おとなになると心配になったなあ。本当に私は運命の人に会っても気づけるのかって』

　伊い央おは抱えた膝ひざに顎あごをのせている。

「女子っぽい考え方だね。結婚したのが運命の人、でいいんじゃないか？」

『女の子はね、男の子と違って恋愛に臆おく病びようなの。いつか王子様が現れると思ってるけど、いつ目の前に現れるかわからない、もしかしたらもう現れていたのでは、って』

　伊央は画面越しにあの瞳ひとみを向けている。萩はぎ原わらは少しだけでも彼女の悩みを解決してやろうと思った。

「それは確かく率りつ論ろんで明確な解答が出てる」

『へ？』

「どうしたら最良の相手と結婚できる確率が一番高くなるか。まず自分が人生において付き合うかそれと同等の関係になるだろう男の数を予測する。たとえば百人だとすると、最初の三十七パーセント、つまり三十七人は振らなきゃいけない。ちなみに三十七パーセントとは、一を自然対数の底ていで割った数値だね」

『……はあ』

「そして三十八人目から、今までの三十七人と比較し過去のどの相手よりも勝る候補者が出現した時点で結婚する。つまり最初の三十七パーセントは情報収集、三十八パーセント以降で今までの情報を元に結婚相手を選ぶ。それが確率論的に一番いい選択方法だ」

　完かん璧ぺきな解答のはずだったが、伊央は何な故ぜかぶすっとしている。

『違うんだなあ』

「計算が間違ってると？」

『そうじゃない』

　彼女は小さく笑ってから目を閉じた。

『もう寝なきゃ』

　しばらくしてから目を閉じたまま伊央が言った。

『寝ないと私のスポンサーさんに怒られちゃう』
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　変わらず夜は萩原が周囲を見張り、次の日となった。

　そろそろ体たい力りよく的てきにも限界だった。やはり一人ひとりで伊い央おを守るには負担が大きすぎる。萩はぎ原わらの疲労はそのまま伊央の危険度に繫つながるのだ。

　授業が終わり、萩原は生徒たちに声をかける。話し合いのために少しだけ時間を取るようにと。鳴なる美みや緋ひ香か里りなどの根回しがあったために軽く声をかけるだけでよかった。

　萩原は電子黒板の前に立つ。何かを決めるにはこうして教室で直接話し合うしかない。フォーラムなどのネットでは良くも悪くも平等なのだ。同じ力を持つ言葉が流れるだけでは何も決まらない。

「話し合いたい」

　萩原は簡かん潔けつに切り出した。

　議ぎ長ちよう役やくを買って出た萩原に対し男子たちは意外そうな顔をしている。にこにこと笑え顔がおを向けている緋香里と目が合った。もしかしたら緋香里はこの話し合いを通じて、萩原にもう少しクラスにかかわってほしいのかもしれない。

「フォーラムで出た意見をまとめてみたけど、いる？」鳴美が挙手した。

「いやいい。意見はこれから募るから。あ、そうだ。スクラッチカードとかいる人は？」

「あんた、何言ってるの？」

　鳴美に睨にらまれ、萩原は咳せき払ばらいした。

「とにかく、その話し合いはあとでいい」

　生徒たちがきょとんとしたように顔を見合わせている。

「俺おれが話し合いたいのは──月つき島しま伊い央おのことなんだ」

　教室の時間が一いつ瞬しゆんだけ止まった。一瞬早く氷解した鳴美が、ガタンと立ち上がった。

「なんなの？　なんでいきなりそんなことを？」

「そんなことなのか？」

　萩原は鳴美の攻こう撃げき的てきな視し線せんを受け止めた。

「彼女がいなくなってから話し合ったことはあったっけ？」

「ないけど、その必要はあるの？」

「俺はあると思う」

　月島伊央がこの教室から消え、そのすっぽりと空いた穴について誰だれもが触れることをしなかった。サブフォーラムのような教室の片隅で声を潜ひそめて憶おく測そくするだけだったはずだ。

「何について話し合うのかな？　話し合ったところで原因なんてきっとわからないよ」

　声は、悲しげな表情を浮かべる緋香里のものだった。

　緋香里に追従するように男子たちからも声が飛ぶ。伊央の件は一年七組の傷なのだ。触れずに癒いえるのを待っているだけの状態だ。

「はっきりと言って、俺は彼女のことをよく知らない。そんな状態でいなくなったから。原因はわからないけど、何かできることがなかったのか、って思う」

「もういいじゃねえかよ」

　本ほん田だ遼りよう一いちが声を荒らげた。彼は教室にてよく伊い央おと喋しやべっていたのを憶おぼえている。優やさしく人当たりのよい彼女は男子たちからも人気があり、常に輪わの中心に彼女の笑え顔がおがあった。

「今さら傷をえぐるようなことするなよな」

「詮せん索さくしていいことじゃないだろ」

　他ほかの男子たちからも怒号が飛ぶ。

「もしも……彼女が消える前に戻れたらどうする？」

　萩はぎ原わらの言葉にクラスメイトたちは困惑した表情になった。

「萩原君、このクラスのみんなは、ずっとそう思ってるよ」

　緋ひ香か里りは視し線せんを落としている。ぽたりと机に涙が垂れた。

「でも、戻らない！　時間は戻らないの。この議ぎ論ろんは意味がない」

　鳴なる美みの向ける視線は攻こう撃げき的てきだった。

　萩原は教室の雰囲気を見て思った。やはり伊央消失の原因はこのクラスにないと。誰だれもが伊央を思い出し悲しみ、あるいはそのことを思い出させた萩原に怒っている。それは演技ではなく本心からに見えた。

　思った。今度こそきっとうまくやれる、と。

「月つき島しま伊央の居場所を知っている」

　再び教室は凍りつく。その後の説明は楽だった。思考停止した生徒たちはただ萩原の言葉を聞いていた。彼女が何か重大なことに巻き込まれていること。学校の外部へ助けを求めることは不可能であること、自分たちで助けてやらねばならないこと。

「ワームを介して向こう側の世界が見られる。みんなは俺おれのスマホを介してフォローができると思う。だから協力してほしい」

　皆はふぬけたように動かない。萩原の言動が理解できていないのだ。

「俺たちには彼女を助ける義務があるはず」

　萩原はスマホを取り出した。画面の向こうには伊央の姿が映っている。

「緋香里」

　画面が小さく生徒たちには見えにくいので、萩原は緋香里を呼んだ。緋香里は困惑しながらも萩原の前に歩み寄り、スマホを見る。そして目を見開いた。

「伊央ちゃん？　やっぱり伊央ちゃんだ……」

　伊央を確かく認にんした緋香里は両手で顔を覆おおった。皆が立ち上がり、口々に伊央に呼びかけた。

「メッセージ機き能のうを使うんだ」

　緋香里は萩原に促されメッセージを打ち込んだ。

《私よ、聖ひじり沢さわ緋香里よ》

　メッセージはワームの人工音声で出力される。その言葉を聞いて伊央はただ目を丸くした。

《みんないるよ。画面越しに見てる。一年七組のみんながいる》

　失われたはずの月つき島しま伊い央おとクラスメイトの再会だった。

「そういうことだ。七組で協力してお前を助ける」

　萩はぎ原わらはスマホを持ち、こっそりと呼びかけた。

　画面の伊央は、様々な感情が渦巻いた表情をしていた。

　たぶん萩原が一生忘れることのできない複雑な表情を、彼女は浮かべていた。
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「これでよかったのかな」

「どういうこと？」

　萩はぎ原わらは放ほう課か後ごの学校の中庭のベンチに、聖ひじり沢さわ緋ひ香か里りと共に座っていた。

「クラス全員でやるべきじゃなかったと思う。もっと少人数で、って思ったの」

「隠そうとしても噂うわさはすぐに伝わるよ。だったら先に言ったほうがいい」

　萩原はクラスメイトたちに伝える前に緋香里に相そう談だんした。あの時クラスメイトたちの前で緋香里が伊い央おに呼びかけたシーンは演出だったのだ。

「緋香里のおかげで助かった」

　涙を流す緋香里、というシーンを見たクラスメイトたちは伊央に感情移入をしているはずだ。萩原がしばらくクラスメイトたちに伊央の件を隠していた、という事実からも視し線せんを外すことができた。

「それはいいの、別に」

　緋香里には貸しがある。中学時代は内向的で地味だった彼女を改造したのは萩原だからだ。彼女は中学時代に両親を事故で亡くしてから内にこもるようになった。笑え顔がおが消えて友達との会話もなくなり服装や髪形なども地味になった。

　それを見た萩原は、面おも白しろいと思った。明るく活発でボーイッシュだった彼女が、ちょっとしたきっかけでこれほどに変へん貌ぼうすることに興きよう味みを持ったのだ。

　人間の性格は外部からの影えい響きようによって簡かん単たんに変えられるのでは？　というのが萩原の結けつ論ろんだった。そして萩原は教室の隅で孤立していた緋香里に接触した。萩原が行った行為は簡単なものだった。毎日彼女に話しかけ続ける、ただそれだけだ。

　だが、その言葉の中に、本当の緋香里はこうじゃない、と刷り込みを続けたのだ。その行動は徐々に効果を発揮した。乱れていた髪はカットされ、地味だった所持品も少しずつカラフルになっていった。

　萩原は「本当の君」という言葉を投げかけ続け、緋香里はいつの間にか小学生時代と対照的な女性らしい容姿と性格を形成していった。クラスメイトで心理実じつ験けんをするという罪悪感がなかったわけではないが、明らかにこの行為は善行だった。おかげでこの七組でも彼女は女性的な微笑ほほえみを絶やさず友人たちにも恵まれている。

「殺し合うっていうのは本当なのかな」

「わからない。でもそんな設定のアングラなゲームが流は行やったことがあった」

　犯罪などに手を出し続け闇やみに沈んでいった若者たちの末路、という都市伝説があった。犯罪から足を洗うため、はたまた莫ばく大だいな借金を返すため、彼らが投げ込まれるのは地ち下か牢ろうだ。

「たとえば、本物かわからないけど、昔偶然、こんな映像を見つけたことがある。隔かく離りされた空間に二人ふたりの人間が押し込められてる。それはネットを通じて見ることができ、視し聴ちよう者しやは選択できるんだ」

　どちらに投資するか、要するにギャンブルだ。投資したプレイヤーが勝てばリターンが手に入る。そして投資された金きん額がくでプレイヤーは武器などを手に入れることができ、有利に戦える。よってプレイヤーはまず戦うより先に視し聴ちよう者しやに訴えるのだ。自分に投資してくれと、自らの過去などを話し視聴者の興きよう味みを惹ひくべく努力する。

　しかしそんなネット番組もいつの間にか消えて、形を変えた都市伝説となった。

　今萩はぎ原わらたちが目にしているのは、それと同じようなものなのではないか？

　なんでも満たされているこの時代に、唯一足りないものはエンターテインメントなのだ。それも命を賭かけたゲーム。

「俺おれたちはあのゲームをやるしかない。事実だったら彼女が死ぬからだ。だからまずは勝たなきゃいけない。緋ひ香か里りはクラスの連中を引き込むんだ」

「わかった」緋香里はうなずく。
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　伊い央おのゲームは三十人のスポンサーを得た状態で続行された。

《頑張って》

《私たちがついているからね》

《ちゃんと見張ってるから》

　伊央の前に置かれているワームが声を発している。ただしそれはワームに内蔵された人工音声だ。スマホでメッセージを打つとワームが音声を出すというシステムなのだ。直接伊央に話しかける、という行為は萩原の持つオリジナルのアプリしかできなかった。つまり誰だれが発したメッセージだか伊央は知ることができない。

　ワームを動かすアプリはコピーが不可だった。なのでジョイントアプリという情報共有アプリを使用することになった。ただしそのアプリは学校のＩＤで管理されていたためクラスメイトにしか使えず、それ以上の広がりを求めることは不可能だった。しかしそれで問題はない。もとより月つき島しま伊央のことは一年七組の問題だ。七組という枠組みの外に漏らすことはできない。

『ありがとう』

　伊央は画面に向かって笑って見せた。伊央の声はすべての生徒のスマホで聞こえる。

　沢たく山さんの目で周囲を見張っているという事実は伊央にとって安心であるはずだ。そんな状況の中で、伊央は少しずつ探索範はん囲いを広げていった。

　生徒たちによって地図が作られ、少しずつコロシアムの全ぜん貌ぼうが見えてくる。

　コンテナ群があるスタート地点はコロシアムの中心部にある。そして自動販はん売ばい機きは中心部に近い場所に設置されているようで、マップの端にはほとんど何もない。

　当初の目的は、伊央を守りつつ二つ目のクリア条件を見つけること、だった。クラスメイトたちは協きよう調ちようして彼女のために尽力することを誓った。放ほう課か後ごなどは皆で集まるようになり、伊央がクラスにいた時と同じように時間を共有するようになった。

　だが捜索範はん囲いを広げることで別の懸けん案あんが浮かび上がった。

　他ほかのプレイヤーとのバッティングだった。

　徐々に鉢合うことが多くなった。銃を構えながら牽けん制せいし合い、お互いの縄なわ張ばりをアピールする。その場合、危険は冒おかせず引き返すことになる。他のプレイヤーを見たクラスメイトは一様に伊い央おの身を案じた。それはいい傾向だった。クラスメイトは危険な状況の伊央に感情移入し始めている。

　ただ、その問題を解決するシステムを緋ひ香か里りが発見した。あのレーダーモードだ。あれは伊央の光点とそれを囲む円が表示されるシステムだったが、その円の中に他のプレイヤーが入ると光点として反応する。名前のとおりレーダーだったのだ。円の範囲、つまり索敵範囲はおそらく十数メートル。映像を見る生徒、レーダーを確かく認にんする生徒、と役割分担ができることになった。

　また、探索を続けるうちに様々な自動販はん売ばい機きがあることを確認した。たとえば金を払うと扉が開くシステムのロッカー型自販機もあり、大型の衣料品などが売られている。他にも鉈なたのような大型の刃物も……。

「下着とかは女子たちが買うから」

　鳴なる美みが言った。放ほう課か後ごはクラスで集まることが多くなった。放課後の教室で対話し、伊央を皆でフォローする。皆は少しずつ伊央のリアルな状況を受け入れ始めたのだ。絶対に失敗は許されないという事実を知り慎重に行動している。

「こんな状況でも女の子なのよ」

　鳴美の発言により、女子たちによって下着や医い療りよう品ひんの類たぐいが購こう入にゆうされる。やはりクラスメイトを巻き込んでよかったと思った。男子の萩はぎ原わらではこうはいかなかった。生徒たちはお互いに情報交換をし今後の方針を決める。基本的に女子たちが中心になり買い与えたのは衣料品だった。替えの下着、大きなバスタオルにジャケットなど。

　さらに議ぎ題だいで出たのは防弾チョッキだった。

「やっぱり伊央ちゃんの安全面を考えて買うべきだと思うんだ」

　立ち上がって発言したのは坪つぼ井い泰やす葉は。風紀委員をやっている女子だ。

「でも高いよ」

　そう言った男子が女子たちに睨にらまれた。

「撃うたれる可能性があるんだよ。何言ってるの？」

「お金とか関係ないじゃん」

　女子たちは彼女を助けるためにすべてを捧ささげる勢いだ。

「多数決で決めましょ。いつものように票を入れて」

　鳴なる美みが箱を持って席を回っていく。その結果、

「チョッキ購こう入にゆうが支持されました」

　票を取りまとめた鳴なる美みが決を出した。

　その後、伊い央おを自動販はん売ばい機きまで移動させ高こう額がくな防弾チョッキを購入する。

《よかったね》

《これでちょっとは安全になったよ》

《みんなでお金を集めて買ったの》

　ワームから流れるコメントに伊央はぎこちなく笑い、言った。

『でも、ちょっと重いかも』
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　伊央のフォローは過か熱ねつしていった。

　登校してまず最初の挨あい拶さつは「昨日きのうも無事でよかったね」となり、休み時間なども会話は伊央関連で埋まった。伊央という秘密を共有したことで一年七組の絆きずなが深まったのだ。

　生徒たちは放ほう課か後ごは教室に残ることになった。できるだけ自然な学校生活を装うため部活がある生徒たちは参加するが、そののちに教室に戻ってくる。バイトで抜けねばならない生徒もいたが、その分は他ほかの生徒でカバーする。夜も交代で見張りをし、常に誰だれかが見ている状態を作ることになっていた。

　残り人数三十人。

　コロシアムでのデスゲーム。しかし人数が減ることはなかった。あのとき撃うたれたあのプレイヤーも致命傷にはならず生きているということだ。最初の人数を維持したまま時間だけが進んでいる。交戦をしていないのは伊央だけではないのだ。つまり他のプレイヤーも殺し合い以外の解決方法を求めている。

　それは少しずつ見えてきた光だった。

　萩はぎ原わらの心配とはよそに、伊央への積せつ極きよく的てきな投資も行われた。ゲーム開始時期とは違い、食料品などが不足することはなくなった。ただ重量のあるものを運べないので、ベースを作りそこに物資などを置き、その上で探索することに決まった。徐々にコロシアムのマップが補完されていく。

　だが、別の問題も出現した。探索を終えてベースに戻った時のことだった。伊央は何もないベースの前で立ち尽くしていた。

「ない」

　生徒たちも顔を見合わせ啞あ然ぜんとする。ベースに置いていた物資がすべてなくなっているのだ。溜ため込んでいたペットボトルも消えている。

「他ほかのプレイヤーだ」

　萩はぎ原わらの背筋がぞわっとした。レーダーに反応がないということはすでに近くにはいない。しかしベースを狙ねらわれたという事実が恐ろしかった。皆で周囲を確かく認にんするが人ひと影かげはない。物資を奪って立ち去ったのだ。

「あんな重量のあるものをよく持っていけたな」

　萩原は思った。リングやベルトなどのウエイトを背負った状態では歩くだけで精いっぱいなはずだ。重い水などを盗む必要はあるのだろうか？　伊い央おと同じようにスポンサーがいるのなら水は必要な時に買ったほうがいいはずだ。と、考えるとすべてのプレイヤーが同じ条件ではないということか。いや断定はいけない。この問題はもっと深く掘り下げるべきではないか……。

「そんな問題じゃないでしょ」

　鳴なる美みが激はげしく机を叩たたき、萩原の思考は中断された。

「伊央の安全がまず最さい優ゆう先せん──」

「防弾チョッキは？」

　声が聞こえ視し線せんが坪つぼ井い泰やす葉はに集まる。彼女ははっとしたように口を押さえたあと言い訳する。

「あれがないと危ないし、せっかくみんなでお金を出し合って買ったものだし……」

　生徒たちが顔を見合わせる。高こう額がくな防弾チョッキ購こう入にゆうには生徒たちが平等に資金を出し合ったのだ。

「確かく認にんしてみないか？」

　男子が言い、それぞれがメッセージを打ち込む。

《防弾チョッキはどこ？》

《制服の下に着ていたよね》

《盗とられてないよね？》

　ワームの音声を聞いて伊央は顔がん面めん蒼そう白はくになっている。

『重かったから……』

　伊央はうつむいたまま首を振った。

　教室がざわついたのがわかった。「意味ないじゃん」と、声が聞こえた。

「安全を思って買ったのに」

　泰葉が溜ため息いきを吐ついた。重くても日常的に着るよう生徒たちに言われ、寝るときは着ていたはずだ。しかし移動する前に伊央は防弾チョッキを陰で脱いでいたようだ。

「今からでも追ったほうがいいんじゃないか？」

　そんな意見が男子たちから出る。

「何言ってるの？　危ないでしょ」

　反対意見も出て場が混乱し始める。

「とにかくこの場を離はなれることが先決じゃないか？」

　発言が飛び交う。誰だれもが積せつ極きよく的てきに議ぎ論ろんに参加していた。だが、そんな七組において唯一の部外者もいた。画面の向こうの伊い央おは疲れた様よう子すで座っている。なくなった物資のことなど気に留めず、座り込んで疲れを癒いやしていた。防弾チョッキがなくなって安あん堵どしている様子すらあった。

　確たしかに伊央の気持ちもわかる。彼女は銃を撃うつことも撃たれることも考えたくないのだ。だからこそ撃たれるという前提がある防弾チョッキは精神を疲ひ弊へいさせ、さらに重量にて体を疲労させるマイナスの存在だ。

《気にしないでいいよ》

《また買えばいいから》

　そんなメッセージが音声に変換される。

　伊央は小さくうなずいただけだった。様子がおかしかった。移動の疲れもあるが、ここのところの彼女は異様に疲労がたまっている気がする。クラス全員でフォローするこの状況は伊央にとってプラスのはずだが。

　気づくと教室にしらっとした空気が流れていた。伊央の態度だ、と萩はぎ原わらは気づいた。

「イヤホンをつけてるか？」

　萩原は小声で伊央に呼びかけた。声に気づいた伊央が小さくうなずく。

「謝あやまれ、盗まれたことをみんなに謝っておくんだ」

　今後のことを考えるとそれが当然だと思った。

『私のせいじゃないもん』

　伊央は口元を手で覆おおってからマイクに囁ささやいた。

「でも謝れ。そして涙を流せ」

『いきなり泣けないよ』

「男がどれほど理屈を並べようと、女の一滴の涙にはかなわない、って名言があるだろ。失態を反省して涙を流せ。そうしたら次に繫つながり、生き残る確かく率りつも上がる。女だったら涙を使え」

『そのために涙を使うなんて、できない』

「涙なんて、しょせん塩化ナトリウムと水分だろ。ローコストだ。しかもそれで金を作ることができる女の武器だ」

『女の子の涙を馬ば鹿かにしてる。私の目は蛇口じゃない』

　伊央はそう言って沈ちん黙もくした。

「いいか、俺おれはお前のためを思って言ってるんだ」

『わかってる、それはわかってるけど』

「下着もいらないと言ったらしいな。そういうのはよくないぞ」

『下着は……友達に買ってもらうものじゃないでしょ』

「清せい潔けつな衣類も必要だろ」

『でも……』

「なんだ？」

『でも、私が穿はく前からどんな下着をつけているか知られているってことじゃない。恥ずかしくていやなの』

「そんな状況じゃないだろ」

　大きな声を出してしまい伊い央おがびくっと反応した。

《大丈夫？》

《どうしたの？》

　ワームから音声が流れた。伊央はその声に首を振って何でもないとアピールした。

「綺き麗れいな格好をしろ。でないと金を払う気にならない」萩はぎ原わらははっきりと言った。「汚れた下着を穿いた女子に投資するやつがいたら、どう思う？」

『その子のスカートがとってもかわいらしくて、そこが気に入ったんじゃないかって』

　伊央はふてくされたようにそっぽを向いた。萩原は溜ため息いきを吐つく。

「生き残るためにはなんでも利用するんだ。でないと失敗する」

『…………』

「お前は日常で失敗してるんだろ。だからそんな場所にいる」

　自殺の理由はわからないが、伊央は現実で何かに失敗しコロシアムに落とされた。

「だから失敗できない。この次はないんだ。前回失敗したから今回はうまくいくなんて楽らつ観かん的てきなことを考えるな。確かく率りつは記き憶おくしないからその法則は成り立たない。くだらないプライドなんて捨ててクラスメイトとうまくやれ」

　伊央の目から涙がこぼれ落ちていた。

《泣かないで》

《私たちは責めてないよ》

《伊央ちゃんが無事ならいいから》

　萩原は小さくうなずいた。女子たちが伊央に感情移入をしている。感情によって今回の伊央の失態はなかったことになるはずだ。誰だれも責める人間はいない。

「いい演技だ」

『演技なんかじゃない、お金のためでも何かを変えるためでもない。──ただ泣いてるの！』

　伊央が叫び生徒たちが固まる。

『ごめんなさい萩原君。……でも今のはちょっと応こたえた』

　伊央はこちらを見つめて泣いていた。

　萩原に生徒たちの視し線せんが集まった。

「どういうこと？」

　すっと立ち上がったのは鳴なる美みだ。

　萩はぎ原わらはただ啞あ然ぜんとしていた。伊い央おに名乗ったことがあっただろうかと思った。この教室ではほとんど会話をしたこともなく、画面越しの声に気づくはずはないと思っていた。

「ねえ、どういうこと？」

　鳴美が萩原の机に歩み寄る。他ほかの生徒たちもじっと視し線せんを向けていた。

「アプリだ。みんなのはジョイントで使ってるが、俺おれのはオリジナルなんだ。だから直接話せる、っていうシステムがあった」

　仕方なく萩原は打ち明けた。

「なんでそれを言わなかったんだよ」

　声を荒らげたのは本ほん田だ遼りよう一いちだ。

「言う必要がないと思った」

「ないわけねえだろ、重要なことだろうが」

　教室での言い合いの声が漏れたのか、伊央が我に返っている。

「それでこそこそ何を話していたの？　いつも密みつ談だんしていたの？」

　鳴美が詰め寄ってくる。生徒たちの視線は冷たかった。

　……しくじった。生徒たちが出し抜かれたと感じたらまずいことになる。伊央が皆を裏切ったことになるからだ。

「基本的には緊きん急きゆう時じの指示に使おうとしていた。メッセージを打ち込む場合どうしてもタイムラグができるから。他意はない」

「だからこそ、俺たちに言うべきだったよな」

　本田が言う。男子たちの表情も厳きびしかった。たぶん向けられている感情は嫉しつ妬とだ。特殊な状況に置かれた伊央と言葉を交わせる状況を独ひとり占じめした、と思っている。

『萩原君は悪くないの。ただ私のためを思って……』

　状況を察した伊央が意見した。それを見て萩原は舌打ちした。空気を読んでいない発言だった。実際に今の発言で男子たちの表情はさらに険しくなった。

「伊央ちゃんと話していいかな」

　発言者は緋ひ香か里りだった。萩原はうなずきスマホを渡した。

「伊央ちゃん？　聖ひじり沢さわ緋香里よ。話できるんだね」

　緋香里は静かに話しかけた。

『うん』

「さっきはなんで泣いたの？」

『ちょっと意見に食い違いがあって……』

「食い違いって？」

『…………』

　緋ひ香か里りの声は穏おだやかで表情も優やさしかった。瞬まばたきをせずスマホを見つめている目が真っ黒く見える。緋香里の瞳どう孔こうが開いている時は怒っているのだということを萩はぎ原わらは知っていた。

「謝あやまるように言った」

　萩原は伊い央おの代わりに弁解した。

「金を出し合って買った物資を失ったことを、みんなに謝れって」

　皆が困惑した表情になった。

「それって、私たちが責めてるみたいじゃん」

　坪つぼ井い泰やす葉はが声を荒らげた。それが嚆こう矢しとなって萩原に非ひ難なんの声が飛ぶ。

「金のことなんて関係ないだろ」

　萩原は本ほん田だに胸ぐらをつかまれた。こうなっては仕方なかった。そろそろ潮しお時どきだ。伊央には心を通じ合わせたクラスメイトがいるので、もう心配ないだろう。

「離はなせよ！」

　萩原が乱らん暴ぼうに手を振り払うと、本田はバランスを崩して後ずさった。教室が静まりかえる。

「やるよ」

　萩原は本田に自分のスマホを押しつけた。

「あとはお前がやれ。俺おれは降りる。こんなくそったれな女のフォローなんてごめんだ」

　萩原は吐き捨てると、乱暴に扉を閉めて教室から出た。

　廊下を歩いていると、背後から走ってくる音が聞こえた。

「萩原君」

　萩原に駆け寄ったのは緋香里だった。

「そういうことだ。あとは任せた」

　萩原は言い、緋香里に背を向けた。

「……私はわかってあげるから」

　緋香里の声が聞こえた。
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　それから二日ほどが経たった。

　萩原は教室で孤立したまま時間を過ごしていた。それは当然だった。秘密を共有していないたった一人ひとりの人間なのだ。現在の伊央の状況はどうなっているか、トラブルに見み舞まわれていないか、気になることは確たしかだったが、それは腹の底に押し込んだ。今から覗のぞき見る術すべはない。

　午後の授業が終わると、萩原はすばやく退出の用意をする。放ほう課か後ごの教室はクラスの集会に使われるからだ。皆の視し線せんを受けながら萩原は一人教室から出ていく。

　萩原が向かったのはチェス研けんの部室だった。夜まで時間をつぶして帰宅すればいい。

　部室の扉を開けてみると黒くろ川かわ咲さ季きだけがいた。彼女は相変わらず窓際に座って本を読んでいる。萩はぎ原わらは何をするわけでもなくただ椅い子すに座った。こんな時はマイペースな先せん輩ぱいがありがたかった。しばらく目を閉じて心を落ち着かせる。あれでよかったのだと思った。萩原が悪役になったことで伊い央おはクラスメイトからしっかりとしたフォローを受けられるだろう。それになんの関連もなかった萩原が、いつまでも彼女の一番近くにいることはよくない。

　それに自分は月つき島しま伊央に興きよう味みはないのだ。もしも彼女が失敗して最悪のことが起こったとしても関係がない。いやそのリスクがあるからこそ深入りしてはならない。自分のやるべきことは淡々と学校のカリキュラムを消化することだ。他人を助けようなど驕おごった考えだ。まずこの檻おりのような学校を卒業してから他人に目を向ければいい。それが一番重要だ。

　目を開けて萩原はのけぞった。いつの間にか目の前に咲さ季きがいたのだ。

「何か悩みでもあるの？」

　萩原は驚おどろいた。この部室で彼女が先せん輩ぱいらしい発言をしたことがなかったからだ。他人に興味がない人間だった。

「そんなに驚かないでよ。これでも一応君のクラスの担任補佐じゃない」

　咲季は萩原を観かん察さつするように窺うかがっている。

「最近クラスメイトと距きよ離りがあるようね。この部室での様よう子すはどうかって、私に探りが入っているのよ」

　誰だれかが咲季に萩原のことを聞いているのだ。萩原のことを気にするのなら、伊央のフォローに労力を回せばいいのだが。

「ちょっと意見の食い違いがありましてね」

「君ってそんなに意見をアピールするタイプだったっけ？」

　咲季が茶ちや化かす。

「月島伊央の件です」

　素直に萩原が言うと、咲季は両手を広げ大げさに驚いてみせた。

「わー、びっくり。君が他人に興味を持つなんて」

「クラスメイトですから。少し知りたくなりまして」

「私は知っていても教えることはできないけどね」

　ちらりと萩原は咲季の様子を窺った。本当に知らない可能性が高い。知っていたら交換条件を持ち出していただろう。

「先輩の考えでもいいです。何かあれば」

「彼女は間違ってない」

「自殺が、ですか？」

　咲季は萩原の視し線せんを受け止めた。やはり伊央は学校から姿を消し自殺したのだ。

「悩みがあれば手首を搔かっ切れ。解決方法は昔から変わっていないからね」

「悩みがあったと？」

「君はどう思う？」

　萩はぎ原わらは沈ちん黙もくした。伊い央おと時間を過ごして最後に残った疑問は、なぜ自殺をしたのかだった。しかし学校生活を振り返ってみても、彼女が悩んでいたようには思えない。

「やっぱり学校以外で何かあったんでしょうか。学校では問題がなかったように思えますが」

「悩みがあるとしたら学校でしょ。高校一年生にとって世界の大半は教室という密室だから。そしてこの現代は学校以外の悩みは解決しやすい。さらにこの厳げん格かくに管理された学校生活に外の悩みを持ってこられると思う？」

　咲さ季きは一年七組の生徒のデータを見ているはずだ。ということは学校外での伊央の情報に問題がなかったことは確たしかなのだろう。それでは何な故ぜ……。

「振り返ってみても自殺をするような立場じゃなかった。もしかしたら何か事件に……」

「君は月つき島しま伊央のことをどれだけ知っているの？」

　咲季は先走る萩原をたしなめるように聞いた。

「たとえばクラス委員長でした。学祭のイベントを決める責任者だったし、他ほかの小さな話し合いもこなしていました。放ほう課か後ごに少しだけホームルームの時間を作ったりして」

「他には？」

　意外にも咲季が興きよう味みを持っている。ということは、やはり原因を知らないのだ。

「昼食は誰だれかと食べてましたし、会話の輪わから外れていたとかはなかった。言うならばクラスの中心的な存在ですかね」

「じゃあ男女関係は？」

「男子とも仲がよかったです。いつも話しかけられてまして、本ほん田だに好意を持っていたとの噂うわさがあって、そいつとも仲がよかったような。もしかしたら陰で付き合ってたのかも」

「なるほど、ね」

　咲季が微かすかに笑ったような気がした。

「何がなるほど、です？」

　萩原はむっとした。そんな情報だけで理解できる出来事ではないはずだ。そんな萩原の思考を察したように咲季が続ける。

「君は半径三メートルしか見えないタイプ。机上の計算と策略を巡らせるのが得意だけど、それ故に大局が見えていない」

「先せん輩ぱいよりは教室を知っていますよ」

「確たしかに私は君のクラスを知らない。担任補佐といっても交流も上うわっ面つらだったから。でも、君がクラスを見えていない、というのだけはわかる」

「フォーラムに入っていないからですか？」

「それは正しい。フォーラムの情報に屑くずしかないのは確かだし、屑情報はチャフのように視界を曇くもらせるから」

　咲さ季きは回想するかのように視し線せんを窓に向けた。

「月つき島しま伊い央お、で思い出すことがあるの」

　彼女は初めてその名前を出した。

「私の誕たん生じよう日びにお菓子をくれたんだ。市販のもので高価なものではない。だけどセンスが良くこちらも気を遣つかわなくていい、ちょうどいいバランスのものだった。メッセージカードもついてて、担任補佐のお礼が書かれてた」

　確たしかにそんな子だった。押しつけがましくなく、それでいて気が利く。

「え？　今の私のセリフで何も気づかないの？　月島は重大なルール違反を犯してるのよ」

　萩はぎ原わらは啞あ然ぜんと咲季を見た。彼女は大げさに溜ため息いきを吐ついて続ける。

「一年七組にとって私はどう思われてる？　男子にとっては手の届かない性的対象、そして女子にとっては憧あこがれの先せん輩ぱい」

「性的な対象にしたことはありませんが」

「突っ込むところはそこじゃないでしょ。月島伊央は女子のルールを破った、ということ」

「プレゼントが、ですか？　でも、先輩はそんなの誕生日じゃなくてももらっているでしょ。じゃあたまに俺おれが持ってくるクッキーだってルール違反ですか？」

「それは正当な手続きを踏んでいるの。誰だれが作ったっけ？」

「えっと、聖ひじり沢さわ緋ひ香か里りです」

「それだけ？」

「……みんなで作った、と」

「つまり横並びの行為。女子の集団があったらそこに必ずできるルールがある。それは抜け駆け禁止」

　萩原はぽかんとした。言っている意味がよくわからなかった。

「そんなことで？」

　咲季はにこりと笑った。

「そう、そんなことが重要なの。そしてそれは誰に教わるものでもなく、女子なら自然に身につく厳げん格かくな作法。──つまり月島伊央は空気を読まない」

　共感を求めるということだろうか。たとえば女子の感想が「かわいい」に収束するのは、突出した感想を言わないようにとの防ぼう衛えい本能からなのか。

「そうだとしても、それが原因とは考えにくいですね。クラスで孤立していた様よう子すもなかったですし。横並びっていうなら、昼時なんて女子と一いつ緒しよに食べていました」

「誰と？」

「……誰とって言われましても」

　萩原は過去の教室を回想した。月島伊央のいた空間に焦点を合わせようとしたが、ぼやけた映像しか思い浮かばない。彼女は誰だれと仲がよかっただろうか。

「女子はね、教室における自らの立ち位置を決めてる」

　萩はぎ原わらは昼休みの教室を思い浮かべた。確たしかに女子たちはいつも同じような場所で同じようなメンバーで集まっていたような……。

「鳴なる美みや緋ひ香か里りはたまに動いていたような気がします。つまりうちのクラスは流動的な座席であった可能性が高い」

「鳴美と緋香里はバランサーの役目を担っていたとも考えられるね。たとえば女子生徒に休みが出た、弁当を作ってこられずに学食に行った女子が出た、またその逆も。その場合の人数調ちよう整せい役やくはクラスの中心人物が行うことになる」

「伊い央おは鳴美とは違うということですか？」

「わからない。でも、毎日場所を変えることのできる女子は、クラスの中心人物か、お客様かなの」

　──お客様。

　その言葉が伊央にはぴたりとくるような気がした。それでも萩原は最後の抵抗を試みる。

「伊央はクラス委員長でした。中心人物のほうである可能性が高いですよね」

「そうね」咲さ季きは同意する。「月つき島しま伊央がクラス委員長を押しつけられたのでなければ」

「押しつけられたって、そんな面めん倒どうな役職じゃないでしょう。雑用とかやらされるわけでもないし。たとえばイベントを決めるのに放ほう課か後ごに十分間ぐらい話し合いの場を作る程度のことはやってましたが」

「十分間──長くない？」

　咲季の言動に萩原は首を傾かしげた。

「いや、長くないですよ。実際はもう少し伸びたかもしれませんが、うちのクラスの人間なんか夜はフォーラムでだらだらと喋しやべってます。そんな時間に比べたら些さ細さいな時間ですしね」

「ネットの時間と現実の時間は違う。誰もが現実での時間を削られるのは嫌いやがるの。それがたとえ十分でも。フォーラムに参加しない君にはわからないことだね」

「つまり、伊央のクラス委員長は単なる汚れ役だったと」

　気づくと萩原は汗をどっとかいていた。常にクラスの中心におり、クラスメイトとうまくやっていた。萩原はそんな表向きの教室しか見ていなかったのではないか。

　女子たちが構成するいくつかのグループ。それに入ることができずにたらい回しにされていた。名目だけのクラス委員長を押しつけられ、知らず知らずのうちに生徒たちからのストレスをぶつけられる。

　休み時間に伊央がよく窓際の植木に水をやっていたことを思い出す。しかし、それは教室に居場所のなさを感じていたからではないか？　少しでも自分の立ち位置がほしかったという心理的欲求なのだ。

　男子たちとも仲がよかった。それも裏から見れば女子の横並びルールに違反している。空気の読めない男子たちが伊い央おを囲み、彼女はさらに女子たちと距きよ離りができることになる。

　伊央が本当に自殺をしたのだとすれば、原因は学校にあるのでは……。

「それが本当だかはわからない。私は一年七組の人間じゃないからね。だけど、外から見てもそんな違和感に気づくということ」

　咲さ季きの言葉は萩はぎ原わらに向けた批判だった。

「行くね」

　咲季が立ち上がった。

「最近はうちのクラスでもちょっとしたトラブルがあってさ」

　咲季が部室から出ていっても萩原はじっと座っていた。

　もしかしたら自分は残酷なことをしたのではないか。伊央の消失の原因が七組にあったとしたら、彼女は再びそれと向き合わされている。逃げた先に楽園はなかった。そこにあったのは同じ教室だ。

　よかれと思ってやった行動だった。自分だけではフォローが不可能だと思いクラスメイトに助けを求めた。そしてほとんど日常で関かかわりのなかった自分ではなく、仲の良かったクラスメイトに彼女の運命を託した。

　しかしそれは間違っていたのでは？

　萩原は伊央のあの表情を思い出した。クラスメイトが見ていると知った時のあの表情だ。今だったらあの複雑な表情の意味がわかる。

　──あれは絶望だった。
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『ずっと見てるから大丈夫よ』

『安心して休んでて』

　クラスメイトの声はほとんど耳に残らなかった。

「ありがとう」

　それでも月つき島しま伊央は返事をした。少しずつ感情が消えていくのを感じていた。特異な状況に投げ込まれたこと、死への恐怖、それらはほとんど消えていた。ただクラスメイトたちに見られている、という事実が苦しかった。ここはもう一つの教室だ……。

『無理せずに行動すればいいから』

　本ほん田だ遼りよう一いちの声だった。ワームの所持者が萩原から本田へと移ったと知らされた。「今後はもっと君のことを考えてフォローするから」との本田の言葉だった。その他ほかのクラスメイトの言葉も優やさしい。だが、伊央の胸の内を占しめる言葉はそれらではなかった。

　──お前は日常で失敗してるんだろ。だからそんな場所にいる。

　そんな言葉を思い出してしまう。

　涙が出そうになったが必死に耐えた。クラスメイトに涙を見せたくなかった。見せればまた温かい言葉を競きそうようにかけられるのがわかっている。

『もう少し探索する？』

「ごめんなさい。疲れてて」

　伊い央おはそう言って座り込んだ。

『しょうがないよ。休んでいていいから』

　本ほん田だがそう声をかけてきた。他ほかにも皆がワームを通じて声をかけてくる。だが、伊央はそれに返事をしなくなった。木を背にしてぐったりと座り込む。微かすかにワームから声が聞こえる。たぶんそれは教室の喧けん噪そうだった。

　周囲が薄うす暗ぐらくなり始める。

　夜へと移行しクラスメイトも帰宅を始めたようだった。

《心配しないでね》

《ちゃんと見張ってるから》

　今度はワームから人工音声が聞こえた。メッセージを打ち込んでいるのだ。誰だれのものかわからないメッセージ。それでもこの人工音声のほうが伊央には楽だった。膝ひざを抱えて座り込んだままそれらメッセージをやり過ごす。

　メッセージが流れるたびにマイナスのものが含まれていないか心しん臓ぞうが高鳴る。しっかりと彼らの言葉に反応すればいいのだが、それもできない。投げかけられる言葉にはほとんど実体がない。それぞれに対応しようとしたらいつの間にか自分を見失う。あの教室でもそうだったように……。

　だったらワームを壊こわしてしまえ。

　伊央は腰にぶら下がった銃に視し線せんをやった。この銃の中に一発だけ入った銃弾はそのためにあるのではないか？　ダンゴムシに弾丸を撃うち込めば楽になる。

　しかしそれは裸でこの荒野に放り出されるも同然だ。飲食物の供給が止まり脱水症状と飢うえで死ぬ可能性もある。情報が手に入らず他のプレイヤーの銃弾に撃たれるかもしれない。この場所から逃げ出せば、それ相応の報むくいを受けねばならない。そうだあの時と同じだ……。

《どうしたの？》

　ワームから声が聞こえた。

　気づくと意思とは裏腹に伊央は銃を握っていた。銃を構えて立ち上がっていたのだ。

　伊央はゆっくりと銃口をワームに向ける。これ以上惨みじめな自分をクラスメイトにさらしてはならない。そのためには銃弾を撃ち込め。

　ワーム越しにこのベースに置いていたペットボトルが目に映った。ドクンと心臓が高鳴る。四本の水のボトル。……四本。

　五本ではなかったか？

　そのとき背後でがさっと音がし、伊い央おはウサギのように跳ね上がった。

「誰だれ？」

　銃を構えて暗がりに叫ぶ。

《誰もいないよ》

《レーダーに反応ないし》

　伊央の異変にワームが反応した。やはりしっかりとクラスメイトたちは監かん視ししてくれていた。距きよ離りが離はなれているならまだしも、いきなりここまで接近を許すはずはなかった。

「ごめん、なんでもない」

　こうしてクラスメイトに頼ってしまう。この危険なフィールドでは、自分一人ひとりでは何もできないのだ。

　銃口を下ろした時、いきなり伊央の体が吹っ飛んだ。

「きゃっ！」

　タックルを受けたのだ、と、気づいた時には伊央は地面に倒れていた。そのまま組み伏せられ、見た。

　伊央とほぼ同じ年ねん齢れいの少女だった。

「動くな」

　彼女は伊央に馬乗りになってナイフを突きつけている。ぎらっと光る刃が見えた。

「もしかして、あなたは……」

　ナイフを突きつけられながらも伊央はただ驚おどいていた。殺される恐怖よりも、目の前の彼女にショックを受けていた。

「あんたと同じ」

　彼女はそう言い、ちらりとワームを見た。

「いざというとき役に立たないじゃん。きっとあんたを守るために思考を巡らせるよりも、今は必死でフォーラムでメッセージを打ち込んでる。すごいことになってるよ、なんて言ってんの」

「あなたのワームは？」

「ぶっ壊こわした。食料なんて奪えばいい。この期ごに及んでワームを持ってる馬ば鹿かからね」

「私を、殺すの？」

　伊央は自分で言ってから初めて恐怖を感じた。

「殺せると思う？　ナイフを渡されて殺し合いなさい。って、それで殺せるの？」

　彼女はにやりと笑ってみせた。

「言うことを聞けば殺さない。仲間に入れてあげる。そのためにはまずワームを自分で壊すの。それが条件」

　伊い央おはしばらく考え、うなずいた。

「わかりました。そうします」

《伊央ちゃん》

　ワームが音声を発した。このような状況でも平坦な人工音声だ。

「黙だまれ」

　彼女がワームを睨にらみつける。

《レーダーが》

「ん？」

　彼女は何かに気づいたように立ち上がった。同時に声がする。

「両手を上げなさい」

　銃を構える女性が立っていた。長い髪と細身のシルエット。そしてやはり伊央と同じ制服姿。

　それを見て伊央は「ああ」と呻うめいた。やはりこのゲームは……。

　伊央を組み伏せていた彼女が脱だつ兎とのごとく逃げ出した。一いつ瞬しゆんにして彼女は闇やみに紛れる。

「あなたは……」

　伊央の声にワームの音声が重なる。

《里さと美みさん》

《里美さんだ》

《高たか槻つきさん》

「怪け我がはしてない？」

　銃をホルスターに差し歩み寄ってきたのは、伊央と同じ学校の生徒だった。

「高槻里美さん、ですよね」

　クラス委員会で会ったことがある。生徒会の副会長をやっている人だ。そして逃げていった彼女も明らかに同じ学校の生徒だった。

「つまりこのゲームは……」

「ええ、一人ひとりずつこの場所に連れてこられた。つまり全クラス三十人のゲームということ」

　彼女の足もとには伊央のものと同じワームが蠢うごめいていた。

「怪我はしてない？」

　高槻里美はもう一度聞いた。
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『一つだけはっきりとしていることがあります。それは協きよう調ちようできるということです』

　舞ぶ台たいの上には女子生徒が立っている。

　生徒会主催による臨りん時じの全校集会だった。体たい育いく館かんには三学年三十クラスの生徒が集まっている。いるのは生徒だけだ。この学校における生徒会の権限は強力であり、集会のために授業を停止することもできる。その際には生徒以外の介入はない。

『現在私たちは同じ秘密を共有している状態です』

　マイクを手に語っているのは生徒会長の椎しい名な流る華か。生徒たちによる生徒たちのための自立した学校生活、という目標を掲げるこの学校において、彼女は女王のようなものだ。生徒会長という要よう職しよくに就つくには、成せい績せきや生活態度はもちろん、容姿や美しい声なども必要であるとされる。

『ですから、この件は他言無用です』

　流華は穏おだやかな表情を周囲に投げかけた。ただ、その視し線せんは鋭するどく「裏切りは許さない」と言っているかに見えた。そんな内面を読み取らずとも生徒会に逆らう人間はいない。すべてのクラスは生徒会に厳げん蜜みつに管理され、各クラスに一人ひとりはスパイがいるとも噂うわさされている。

　だからこそ歴代の生徒会長は女性なのだ。どろどろとした裏側を隠すために、美しく微笑ほほえむ女性が表に立つ。

　萩はぎ原わらはクラスの一番後ろに突っ立ち、生徒会長の演説を聞いていた。

　他ほかのクラスの参加。それは萩原も予想しなかったことだ。いや、強引にその考えを外していた。同じ学校の生徒たちが殺し合う、などという残酷さを受け入れたくなかったのだ。

「現在の私たちは各クラスから一人ずつ失っています」

　流華が説明を続けている。あのゲームに巻き込まれた三十人は、どうやら皆、この学校の女子生徒らしい。夏休み中に姿を消した彼女たちは気づくと画面の向こう側にいた。そしてこちら側の生徒の役目は、彼女たちプレイヤーのフォロー。それはどのクラスも同様であるようだ。つまりプレイヤーの条件はほぼ同じだということだ。

　ただ、全校生徒たちを観かん察さつしたところ反応に差があることがわかった。すべての生徒がその情報を得ているわけではないのだ。会長の流華が何を言っているのかわかっていない、といった表情の生徒たちもいる。

「こんな噂を聞いたことはありませんか？　借金などで自らを売った人間たちの末路。彼らは地下牢ダンジヨンに閉じ込められ残忍なゲームに参加させられます。それらはエンターテインメントなのです」

　同じことがこの学校の生徒を使って行われているのだ。プレイヤーとなった生徒たちには共通点があるのだろうか。女子生徒ということしかわかっていない。さらに生徒会もすべてを把握しているようではなかった。

「私たちには選択肢があります。一つは外部に助けを求めること。つまり私たち生徒以外に助けを求めるのです。教師や警けい察さつですね。しかし、その瞬しゆん間かんにすべての手がかりが消える可能性があります。つまり私たちは彼女たちを助ける術すべを失います」

　この学校がはハッキングされている可能性が高い。だからこそ簡かん単たんに莫ばく大だいなプログラムを紛れ込ませられた。また、他ほかにも外部に助けを求めづらい特殊な事情がある。

「もう一つは、まずは私たちのできることをやる、ということです。これらの選択は、後に全校生徒で投票を行いたいと思います」

　できることをやる、というのはゲームへの参加ということだ。しかし、それはクラス対抗の殺し合い、ということにならないか？

「……副会長が助けてくれたの」

　声に横を向くと、いつの間にか緋ひ香か里りが立っていた。

「副会長？」

「ええ、昨日きのうの夜に伊い央おちゃんと接触したんだ」

　緋香里は他の生徒たちに気づかれないよう、視し線せんを舞ぶ台たいに向けたまま小声を発している。

　副会長も消えたということだ。副会長は流る華かと同じクラスだ。ということは、学校のカリスマ同士が手を組んだチームが一つあるということだ。ゲームがどう転ぶにしても、流華のクラスがキーとなるのは間違いない。

「あと、おかしいことがあったの。レーダーが……」

　緋香里が口をつぐんだ。本ほん田だがこちらを睨にらみつけていた。萩はぎ原わらは緋香里から距きよ離りを取った。部外者が立ち入るな、ということだ。

「ゲーム続行の場合、重要なのは情報です。皆が得た情報を統合することが最さい優ゆう先せんです」

　舞台では流華の説明が続いている。すべてのクラスの情報を合わせればマップの全ぜん貌ぼうも明らかになるだろう。しかしその先はどうする……。

「私たちはすでに、ある情報を手に入れています。それは、二つ目のゲームクリア条件です」

　体たい育いく館かんがざわついた。ゲームに関かかわっている生徒たちのどよめきだった。萩原も流華の言葉に心しん臓ぞうが高鳴る。そうだ、二つ目の条件があるではないか。

「その条件は──殺し合いなどせず協きよう調ちようできるというものです」

　流華は舞台の上で整ととのった笑えみを浮かべた。







「結果の確かく定ていまであと五分ほどお待ちください」

　臨りん時じの全校集会は続いていた。舞台では生徒会のメンバーがパソコンを使って電子投票の結果をまとめている。投票はすべての生徒が行った。クラスごとに投票パネルが配られ、出席番号順に押していったのだ。

　投票内容は、ゲームを続行するか否か。

　流華はこれまで調しらべた情報を生徒たちに公開し、そのうえで選択を委ゆだねたのだ。

　投票によって微妙に生徒たちがばらけたので、萩はぎ原わらは七組から離はなれ体たい育いく館かんの壁かべに寄りかかって結果を待っていた。

「ねえ、あんたはどっちに入れたの？」

　横っ腹を突っついてきたのは鳴なる美みだった。わざわざ七組を離れてこちらに来たらしい。

「投票しちゃいけなかったか？」

「そんなこと言ってないでしょ。戻ってくるつもりなら私が口を利いてあげてもいいから。はっきりいって喧けん嘩かしている場合じゃないじゃん」

「もう七組だけの問題じゃない。とにかく生徒会がどう出るか知りたい」

「てことは続行に入れたの？」

「あたりまえだ」

「でも、成功しても本当に助かるかわからないんだよ」

「だからこそまず勝つんだ。勝っても負けても助からない、という結果になることはある。でも、負ければ必ず助からない。だったら勝つしかないだろ」

　これだけ大げさなシチュエーションを用意したのだ。だとしたら勝者のご褒ほう美びの裏切りは許されない。裏切った段階で次はなくなるからだ。これがゲームだとしたら、ここまで大きなゲームができるまでに段階を踏んだはずだ。流る華かが言ったような小さなアングラゲームから少しずつ大きくなった可能性がある。ゲームがここまで拡大したのは、主催者がルールを守ったからに他ほかならない。

「続行するにしても生徒会主しゆ導どうになるだろうけどね。まだ結果は出てないけど」

「結果は決まってる。続行だよ」

「自信満々ね」

「知る欲求を破棄するはずがないだろ」

　あれは壁に空いた穴なのだ。覗のぞかずに塞ふさぐという決断をできるわけがない。それほどに人間の好奇心は強い。

「戻る気になったらフォーラムにでも入んなさい。夜はそこで議ぎ論ろんしているから」

「議論、ね」

「盛り上がってるよ。特にあんたの悪口でね」

　鳴美は首をすくめてみせると七組へと戻っていった。

　少しだけ怒りがわいた。いつでも敵がいないとまとまれないのかと思う。そしてまったく緊きん張ちよう感かんのない連中だ。半信半疑のままあのゲームに参加し、最悪のことを考えていない。だが、それでも伊い央おにとってはクラスの連中のフォローが必要なはずだ。

　それにゲームクリアの扉は見えたのだ。

　先ほど流華が明言した二番目の条件はこうだった。

　──別のナンバーを持った三十人が生き残ることができる。

　つまりすべてのプレイヤーが協きよう調ちようして何かをやればいいということか。すでに流る華かは弾丸を集めることではないかと見当をつけているようだ。しかし萩はぎ原わらは少しだけ違和感を持っていた。その条件は少々回りくどい表現ではないか。

　しかし自分以外のすべてのナンバーを殺す、という条件よりおしとやかで平和的なのは間違いない。

　ただ、それでも問題が……。

「投票結果が出ました」

　視し線せんが舞ぶ台たいに集まる。再び舞台に上った流華がマイクを持って小さく息を吐く。

「ゲーム続行です。約八割がゲーム続行に票を入れました」

　体たい育いく館かんに拍手が響ひびいた。詳細な投票結果が舞台のスクリーンに映し出される。

　萩原は眉まゆ根ねを寄せた。たった八割、という印象だった。残りの二割は無視する選択をしたというのか。それはどういうことだろうか。

「私たちは協調してプレイヤーを助けることになります」

　舞台上で流華が微笑ほほえむ。

「皆さんはこれから自らのクラスのプレイヤーを補佐してください。行動については随時生徒会が指示を出します。協調すれば全員が助かるのです」

　流華が小さく息を吐き、整ととのった表情に影かげが差した。

「ゲームクリアに向けて残念な出来事もあります。クラスとの繫つながりを捨てたプレイヤーもいるのです。つまりその人たちとは連絡が取れない状態です……」

　ワームだ。ワームを壊こわすか捨てたプレイヤーがいるのだ。

「クラスを捨てた、つまりフリーのプレイヤーの数は七人──」

　フリーのプレイヤーは連絡を取ることが不可能だ。そうなると弾丸集めも簡かん単たんにはいかなくなる。そして七人はなんの情報も持たずにフィールドに散らばっている。

　──自分以外のすべてのナンバーを殺せ。

　それだけ言われて逃げている。

　まずはそのフリープレイヤーから身を守らねばならない。いや、違う。彼女たちに事情を説明して協力を要よう請せいしなければいけない。疑心暗鬼になった彼女たちを平和的に引き込むのだ。そして彼女たちを傷つけてはいけない。たとえ正せい当とう防ぼう衛えいでも銃で反はん撃げきしようものなら──三十人という条件を満たせない。

　体育館も騒ざわめいている。楽らつ観かん的てきだった雰囲気が一気にトーンダウンした。

　それも七人、いや七クラスのために……。

　そうか、と萩原は納得した。ゲーム続行に反対したのはそれらのクラスの生徒なのだ。この時点で自分たちのミスに気づいた。というより、この集会で初めてこのゲームを知ったのがほとんどだろう。自らの無知に怯おびえてゲーム自体をなかったことにしたかった。

「その七クラスは、今後はどうフォローしていくか考えてください」

　流る華かが静かに語るその下では、すでに犯人探しが行われていた。周囲の生徒たちと情報交換を行い、あっという間に七クラスが炙あぶり出される。

「どうにかして連絡つけろよな！」

「今まで何してたんだよ！」

　罵ば声せいが飛んでいる。ゲームクリアの障害となったクラスの生徒たちは顔がん面めん蒼そう白はくだった。彼らは何もしていない。それ故に罪を犯してしまった。知らない間にクラスメイトを捨ててしまったのだ。

「静かに」

　流華の声に体たい育いく館かんの喧けん騒そうは収まった。

「私たちは協力しなければなりません。友人を助けるために全力を尽くすのです。二十三クラスは力を合わせて難なん題だいに立ち向かいましょう」

　激はげしい拍手が響ひびいた。流華はスケープゴートを作ったのだ。大勢をまとめるために、ミスした七クラスという罪人を作った。

「汚ないやり方だ」

　萩はぎ原わらは吐き捨てた。生徒会長の流華のやり方はいつもこうだ。表向きは理性と優やさしさをアピールするが、裏では恐怖のエッセンスを混ぜている。

　いや、そんなことよりも──

　七人をどうすればいい？
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　放ほう課か後ごのチェス研けんは久しぶりに全メンバーが揃そろっていた。

「遅かったね」

　扉を開けると、羽は留る奈なと将しよう棋ぎを指していた北きた野のが反応した。咲さ季きも窓際で本を読んでいる。

「クラスの集まりはないのか？」

「自由参加だからね」

　北野が答えた。集会後にこうして部活や同好会に顔を出す生徒も目立っていた。目的は他ほかのクラスとの情報交換だろう。この三人もその目的でこの部室に来ているのだと察した。

　萩原はパイプ椅い子すを引き寄せ腰を下ろした。

「北野は、あのこと知ってたのか？」

「最初に見つけたのは僕じゃなかったけどね。でもすぐに相そう談だんされた」

「羽留奈は……」

　萩原はすぐに気づいて口をつぐんだ。羽留奈のクラスは二年一組、フリーのクラスだった。つまり二年一組のプレイヤーは生徒たちの管理下から離はなれている。集会で突き上げを食らった七クラスのうちの一つだった。

「私は何も知らなかった。集会で知っただけ」

　羽は留る奈なは将しよう棋ぎの駒こまをぎゅっと握った。ワームに気づかなかったということだ。

「気づかなかったのなら仕方がない」

　すでに生徒会が動いており、各クラスから代表者を募っていた。それはフリーのクラスも同様だ。もうすぐトップ会かい談だんが行われるだろうが、そこでもフリーのクラスの代表者は肩身の狭い思いをすることだろう。

「だけど、現実問題どうするかよね。すでにゲーム開始から一週間近くが経過してる。その間なんのフォローも得られず投げ出された。食料は？　誰だれかを攻こう撃げきして奪うしかないでしょ。飢うえ死じんでもアウト。ゴールには三十人が必要とされるらしいから」

　咲さ季きが本に視し線せんを向けたまま言った。話は聞いていたようだ。

　現在は生徒会主しゆ導どうのもと作戦が敢かん行こうされている。基本的にフリープレイヤーの説得だが、この段階の作戦は「動かない」だった。自じ販はん機きなどで購こう入にゆうする物資は最小限にして、まずフリープレイヤーに食料が行きわたらないようにする。また、プレイヤーたちも集まりフリープレイヤーの奇き襲しゆうに備える。そんな持久戦なのだ。相手をおびき寄せてからこちらに引き込む、というのが生徒会の目もく論ろ見みだ。だが、本当にそれがうまくいくか。

「先せん輩ぱいのクラスのプレイヤーは？」

「ずっと物陰に引きこもってる。一週間経たった今でも現実を理解していないらしい」

　それでも繫つながりを保っているということだ。

　このゲーム解決にあたって、やはりフリーの七人が問題なのだ。

「でも大丈夫だよ、暴ぼう力りよく的てきなことをしなくてもゴールできるってわかったんだ。大声で呼びかければ七人は出てくるよ」

　北きた野のの言動は羽留奈を気き遣づかっているようだ。

「それはどうかなあ」

　だが、すぐに咲季が口をはさむ。

「殺し合いという情報以外与えられないまま一週間。夜も眠れず不安なまま時間を過ごしてる。そろそろおかしくなっているはず」

「先輩」と、北野がたしなめたが咲季は平然としている。

「情報遮しや断だんは拷ごう問もんと同じなのよ。こうして私たちが楽らつ観かん的てきでいられるのは知っているから」

　咲季の言う意味はよく理解できた。たとえば現代ではすべての人間が日が沈んでまた昇ることを知っているが、古代人はそうではなかった。彼らは日没と日の出がサイクルであると理解していなかった。そして科学を知らなかった彼らは恐れた。果たして次も太陽は昇ってくれるか、と。ずっとこの夜が続いたらどうなるだろう。そう考えたとしてもおかしくない。いや、その恐れを抱くほうが当然だ。

　情報を持っていないフリープレイヤーはずっと闇やみに怯おびえている。

「だけどそのぶん接触はあるでしょうけどね」

　生徒会が統合した情報によるとコロシアムには自動販はん売ばい機き以外の食料がないということだ。つまりフリープレイヤーは奪うしかない。そして求めているのは物資だけではない。本能的に情報を欲して襲おそってくるはずだ。他ほかのプレイヤーと接触し、敵意や恐怖などの断片的な情報交換を試みる。悪意でも情報が何もないよりはましなのだ。

「生徒会の情報によるとワームを捨てたプレイヤーは、ベルトと足のリングが外れるらしいの。つまり襲いやすくなる」

　どきりとした。フリーが襲いやすいセッティングではないか。

「そのかわり銃が使えなくなるみたいだけどね。銃はワームとセットで。本人以外の銃は使えないって」

「それは不幸中の幸いですね」

　北きた野のが安あん堵どした。だが、萩はぎ原わらは逆のことを考えていた。

「フリーは機き動どう力りよくを生かして襲ってくる。そしてそれに対抗するには銃しかない。でも銃を撃うてば……」

　このセッティングは、やはり殺し合えと言っているのか。

「全校集会が終わったあと、私たち七クラスだけ残されたの」

　ぽつりと羽は留る奈なが呟つぶやいた。生徒会や委員会、三年の一部の主要人物などが残り、話し合いが続いたのだ。

「責められた」

「気にするな」

　萩原は羽留奈の肩に手を置いた。小さな羽留奈の体はぐらりと揺れた。

「私のクラスが一番責められた。二年一組だから」

　萩原と北野は顔を見合わせた。

「中なか谷たに美み莉り亜あ、ね」

　咲季がうなずく。

「彼女が一組のプレイヤーだったんですか。それもフリーの」

　萩原も聞いたことがあった。だが椎しい名な流る華かのような有名さとはベクトルが違い、彼女の名が売れたのは素行の悪さだった。授業のボイコットや生徒への恐きよう喝かつや学校内売春など悪い噂うわさは萩原も耳にしている。彼女は二年一組の爪つまはじきものだったはずだ。

「二年一組は誰だれも気づかなかったのか」

　いなくなってほっとしているだけで、彼女がコロシアムにいることに気づかなかった。しかし羽留奈は首を振った。

「早い段階で気づいていた人もいたみたい。そして何人かでフォローしたって」

「じゃあなんで？」

「そのフォローは……」

　羽は留る奈なの表情を見て萩はぎ原わらは察した。美み莉り亜あは画面越しに生徒たちの悪意を向けられたのだ。七組が伊い央おに向ける同情や優やさしさではなく、嘲ちよう笑しようや攻こう撃げきだった。日常生活で溜たまっていたうっぷんをコロシアムにいる美莉亜で晴らしたのだ。そして彼女はワームを捨てた。

　その情報が漏れたのは、生徒会が忍び込ませていたスパイの存在があるからだろう。

「まずいな」

　萩原は美莉亜の現状を想像した。いきなり異常な場所に投げ出され殺し合いを強要させられた。たぶん、その時が美莉亜と二年一組の溝を埋める最後の機き会かいだった。美莉亜はクラスメイトに救いを求めた。しかし返ってくる言葉は悪意が含まれていた。

《反省してるの？》

《自じ業ごう自じ得とくじゃない》

《今さら何言ってるの》

　流れる無記名のコメント。それでもフォローを断ち切れず美莉亜の体にはクラスメイトが乱暴に投げつけた悪意が溜まっていく。そしてついに彼女はワームを破は壊かいした。

　──殺し合い。

　美莉亜がそれを選択したとしたら。

　自分たちは楽らつ観かん的てきすぎるのでは？　画面のこちら側で情報を手に入れているから、すべてがうまくいくと思っている。しかしほんのちょっとのずれで最悪も起こりえる。

　伊央のことを考えた。彼女はどうしているだろうか。無事でいるだろうか。

　……しかしそれを知る術すべを萩原は持っていない。

「行かなきゃ」と、羽留奈が立ち上がった。

「どこに？」

「バイト。ショッピングモールの清掃」

「へえ、羽留奈があのド派は手でなジャージを着る気になったとはな」

「指示されたから。その七クラスはバイトしてゲームのフォローをすることになった」

　萩原は啞あ然ぜんとした。つまり金銭的なフォローをしろということなのだ。

「汚いやり方だ」

　見せしめではないか。目立つ場所で晒さらし者にしペナルティを与えようとのことなのだ。

「仕方ない。だって気づかなかったのがいけないんだもん」

　萩原は元気のない羽留奈を校舎の外まで送ることにした。なんだかやりきれない気持ちだった。胸の奥にもやもやとした霧きりが溜まっているかのようだ。

　街に向かった羽留奈の背中はとても小さく見えた。

　羽は留る奈なの姿が見えなくなってからも、萩はぎ原わらはチェス研けんに戻る気になれず何気なく学校を歩く。いつの間にか中庭に出ており、花の咲き乱れるカラフルな花か壇だんが目に入った。

　──花壇のある中庭があるんだ。その中庭には色とりどりの花が咲いてるんだけど、そこの北側に校舎と校舎の間に人が一人ひとりやっと通れるぐらいの隙すき間まがあるの。

　確たしかに北側に路地のような細い隙間があった。萩原は導みちびかれるようにそこに進む。薄うす暗ぐらく狭い隙間にはカビのような臭においが漂っている。

　──心細くなって引き返したくなるけど、もう少しだけ頑張って進む。

　そこを抜けて萩原は目を細めた。

　──初めて見たとき目を奪われた。とっても優やさしい光に包まれた感じ。足もとにはキラキラと輝かがやく石が散らばっていて花もいっぱい咲いてる。

　校舎の窓が太陽の光を反射して狭いスペースに光を運んでいた。地面が妙に光っているのは割れたジュースの瓶や鉄片だった。校舎からこのスペースに瓶や空き缶などを投げ捨てているのだ。地面には雑草がへばりつくように生はえており、いいわけ程度に花が咲いていた。

「それほど綺き麗れいな場所じゃないよ、月つき島しま」

　萩原は校舎に切り取られた空を見上げた。
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　伊い央おは五人の女子生徒と共に歩いていた。高たか槻つき里さと美みを中心としたグループで、他ほかには二年生の女子が三人いる。里美は制服だったが、二年生のコスチュームは様々で、迷彩柄のシャツやこの場にそぐわないワンピースなどを着る女子もいた。

「服装によってレーダーの範はん囲いが広がるみたい」と、迷彩シャツの女子が説明した。

　とにかく仲間を得た伊央は昼のフィールドを移動していた。なんの心配もないわけではなかった。この状況でいきなり銃を向けられたらどうにもならない。しかし、そんな疑惑で逃げるよりも今は誰だれかと一いつ緒しよにいたかった。

　里美は臆おくすることなく開けた場所を歩いていく。荒れた田んぼらしきものが広がっており、隠れるような障害物はほとんどない。

「慌てなくていいから。でも、ちょっとだけ急ごう」

　里美は伊央を気き遣づかうように微笑ほほえみかけた。

「あの、危なくないですか？」

　伊央は周囲を警けい戒かいした。待ち伏せされ発砲される可能性もある。

「だから見通しのいい場所を歩くのよ。危険なのは銃じゃないから」

「どういうことでしょう？」

「きっと今いま頃ごろ全校集会が行われてる。すべての生徒たちが状況を知り、自分のプレイヤーに指示を出しているはず。つまりほとんどのプレイヤーと意思疎通ができるということ」

　その言葉に伊い央おは安あん堵どした。今までずっと闇やみの中であがいているようだった。しかしこうして状況が見えると一気に体が軽くなった。これが情報の力かもしれない。

　里さと美みたちの目的は怪け我が人にんの回収だった。

　怪我人とは伊央の目の前で撃うたれたあの彼女のことだ。

　伊央は里美ら四人の捜索チームに入り、その彼女の許もとへと向かっていた。彼女はまだ生きている、というその情報は信頼できる。しかし撃たれたはずの彼女がどうして生きているのか。たとえ急所を外れたとしても、治ち療りようする術すべはないはずだが。

「本当に無事なんでしょうか」

　伊央は歩きながら里美に聞いた。彼女が撃たれたシーンが未いまだに目に焼きついている。人形のように吹っ飛んだ体と飛び散る鮮せん血けつ……。

「ええ、生きている情報は手に入れてる。まだワームを捨てていないからね」

　情報は向こうの世界、つまり学校にて統合されているのだ。怪我した彼女の映像を見たクラスメイトが生徒会に情報を流し、その情報は再びこちらに戻ってきた。

「ただ、正せい確かくな場所はわからない。森の中に身を潜ひそめて怪我を治しているって。だから夜になるまでには合流したい」

　すでに空は赤く染まっている。もしも彼女に何かあったら、ゲームクリアにおける最後の条件が満たせなくなるらしい。いや、そんなことよりも苦しんでいる同級生を見捨てられない。

「レーダーがありますよね。そのシステムを使えば──」

　里美は首を振った。「彼女は弾丸を持っていない。だからレーダーに映らないの」

　ここで初めて伊央は、レーダーに映るのが弾丸であることに気づいた。

「だからといって声を出したり、目立つ場所に誘ゆう導どうするのもまずい。フリーになったプレイヤーがどこに潜んでいるかわからない。見つかれば、最悪のことだってありうる」

　里美の言葉に、他ほかの四人は周囲を見回してしまう。五人もいれば簡かん単たんには襲おそってこないだろうが、それでもと考えてしまう。教室との絆きずなを断ち切った生徒たちは、情報をも遮しや断だんしたということだ。こちらには敵意がないという情報が届かないのだ。

　いや、だからこそリスクを冒おかしてでも伝えなければならない。あちらもできれば刃物などを向けたくはないはずだ。簡単に他人を傷つけられる人間などいない。と、そこまで考えて伊央は青ざめた。

　今捜しているあの彼女を撃ったのはこちら側の生徒だ。銃を使えるということはワームを持っていることになるからだ。もちろん同じ学校の生徒であることを知らなかったのだろう。だが、銃を他人に向けて撃つことのできた人間がいる、という事実は伊央を恐怖させた。

「余計なことを考える必要はないわ」里さと美みがそっと伊い央おに耳打ちした。「その役目は、私たちじゃなくて向こう側」

　画面の向こう側。自分たちよりこの世界を知っているのだ。ここにある五体のワームは、強烈に伊央を疲ひ弊へいさせる一因でもあった。現在ワームは静かだが、その向こうには何十もの目があるはずだ。

　五人はそれから無言で歩き続ける。すると視界に自動販はん売ばい機きが見えた。

「あの自販機？」

　チームの一人ひとりが伊央を振り向く。

「はい」

　伊央の口に痺しびれるような苦みが広がった。あの自動販売機の前で彼女は撃うたれたのだ。

「自販機を見つけた」

　里美は耳のイヤホンを指で押さえながらワームに話しかけた。生徒会長の椎しい名な流る華かと対話をしているらしい。しばらくして里美は口笛を吹いた。

「……聞こえないか」

　里美は慎重に周囲を窺うかがう。

「危ないけど森の中を捜索しよう。絶対に集団からはぐれないように」

　伊央はうなずき森へと進む。

「捜そうとしなくていいからね。いつでも自分を守れるように意い識しきを集中して」

　里美が声をかける。捜すのは自分たちではなく、ワームの向こう側の目たちなのだ。百人以上の目が稼か働どうしているはずだ。

『見ているから安心して』

　イヤホンから本ほん田だの声が聞こえた。

　ああ、やはり見ているのだ。あの視し線せんたちが怖くて教室から逃げ出したというのに……。

　鳥の鳴き声に伊央は我に返った。それは鳥ではなく里美の鳴きまねだった。銃を構えながら彼女はバードコールを繰くり返している。

「……聞こえた」里美が振り返る。「あっちが聞こえたらしいわ」

　撃たれた彼女のワームがバードコールを拾ったのだ。この近くにいるはずだと、五人は周囲を探索する。倒木を乗り越えた伊央ははっと息を吞のむ。

　そこには一人の女子が倒れていた。

　まず目に入ったのは触手を動かすワームだった。醜みにくいダンゴムシが女子生徒の太ももに食らいついている。彼女の太ももはどす黒い血が瘡かさ蓋ぶたのように固まっていた。ワームが血をすすっているのかと見まがうほどおぞましい光景だった。

「撃たれて怪我をしているわね。……無事でよかった」

　里美が安あん堵どしたように言った。

「生きてます」

　彼女は横になったまま目を開け、太もものワームをそっと撫なでた。
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「まず──昨夜ゆうべのことですが、怪け我が人にんとの合流を果たしました」

　会かい議ぎ室しつにほっとしたような空気が流れ、その後に拍手が湧わき起こった。

　この学校の第一会議室は、広いホールを座席がぐるりと中心を取り囲んで漏斗状に並べられたコロシアムのような形状だ。中心の一番低いエリアには生徒会のメンバーがおり、議会のマスターである椎しい名な流る華かが喋しやべっていた。

　萩はぎ原わらは一年七組とプレートが置かれた座席に座っていた。隣となりには鈴すず原はら鳴なる美みの姿がある。

　この会議は全校集会の延長だが、クラスの代表者を集めての踏み込んだ対話となるらしい。本来なら萩原は七組の代表として出るべきではなかったが、代表の選出条件に、最初にワームアプリを見つけた生徒という項目があったために仕方がなかったのだ。そして男女ペアでという条件があったために、女子からは鳴美が選ばれた。

　ワームを介してプレイヤーと繫つながっているクラスは代表者、すでにワームを破棄してしまった七人のクラスは──責任者という位置づけだった。

　会議室の四方の壁かべにはビジョンが設置され、ゲームのマップが表示されている。すべての生徒にはイヤホンとピンマイクが与えられ、発言が許可されると机のランプが点火するというシステムだ。

「発言を求められたら、クラス代表として私が受け持つから」

　タブレットで議会の記き録ろくを取りながら鳴美が言った。確たしかに萩原はあれから伊い央おに関かかわっておらず七組の対話にも参加していない。最初のワームの所持者としてここにいるだけだ。

「怪我人ですが現在は治ち療りよう中ちゆう。微熱はあるものの破傷風などの恐れもなし、ということです」

　流華が淡々と経過を説明している。

「誰だれが治療したんだ？」

　萩原は鳴美に耳打ちした。

「ワームよ。ワームのメモリーの三割は治療機き能のうに割さかれているらしいの。止血と弾丸摘出、消毒ってあの虫が全部するのよ」

「なるほど」

　孤立集落や戦場などでの手術のために、ロボットアームを操そう作さする遠隔システムが発展したが、その応用として人間の医者を介さないという、人工知能による自動制御プログラムが誕たん生じようした。まだ認可されていないそのシステムが使われているのだろう。もしかしたらこのゲームはそのシステムのテストプレイを兼ねているのかもしれない。

「お金を払ってだけどね。怪我人のクラスはクラスメイトで相当な金きん額がくをワームに払ったらしいわ。まあ大半が生徒会の肩代わりらしいけど」

「これによって二十三人の中で孤立した生徒は消えました」

　流る華かが言う。二十三人とは情報のやりとりをできる生徒の数だ。

「そしてフリーのプレイヤーは、現在……二人ふたり確かく保ほ」

　ビジョンに制服姿の女子が映し出された。

「三年八組の彼女はこちらからの呼びかけに反応し合流」

　安あん堵どしたように立ち尽くす女子の静止画像は、スマホのスクリーンショットだろう。そして次に映像が切り替わり会かい議ぎ室しつがどよめく。次の女子は下着姿で両手を押さえられ膝ひざをついていた。露ろ出しゆつした肌は擦すり傷きずだらけだった。

「こちらは交戦が起こり、軽傷ですがこちら側に負傷者が出ました。ええと……彼女で間違いないですね、二年四組」

　赤ランプが点滅した席があった。二年四組だ。

「……はい、間違いありません」

　二年四組の二人は周囲からの突き刺さるような視し線せんを受けながら答えた。

「ということで、二十五人までの行動が把握できています」

　行動が把握できている生徒がビジョンに表示される。




　一年七組・月つき島しま伊い央お　ワーム有り　健康状態良好




　萩はぎ原わらは表示された伊央のデータを視線に入れた。

「私たちの目的は三十人の合流です。一人ひとり欠けてもなりません。ですから暴ぼう力りよくで他人を排除するという行為は自らの首を絞め、モラルに欠けた非倫理的行動です」

　流華の発言を聞き流しながら伊央のことを考えた。今彼女はどうしているか……。

「悲しいことですが発砲し銃弾を受けた生徒がいます。先ほどの怪け我が人にんです。私の意見ですが撃うった生徒と撃たせた生徒の双方に責任があると思います。今後のためにも何な故ぜ発砲したのか意見を聞き、そして責任の所在を明らかにしておく必要があります」

　突然目の前の赤ランプが点滅し、萩原と鳴なる美みは思わずのけぞった。

「一年七組──発砲しましたか？」

　萩原は、流華が何を言っているのかわからなかった。

「月島伊央は、発砲しておりません」

　応じたのは鳴美だった。

「撃たれたのは二年三組の西にし原はら由ゆ香かさんです。そして二年三組がそのときの映像を残しております」

　流る華かがビジョンを指さすと、画像が表示された。それは銃を構える伊い央おだった。自動販はん売ばい機き近くで銃を向け合ったあの時のものだ。

「その時のフォローは、萩はぎ原わら悠ゆう人とさん、単独ですね」

　すでにその情報も生徒会が手に入れているのだ。

「……はい」

「二年三組の証言では、この映像の次の瞬しゆん間かんに撃うたれた、と」

「撃っていません。威い嚇かくだけだった」

「証明はできますか」

「月つき島しま伊い央おは、現在弾丸を持っています」

　弾丸は一人ひとり一発、という条件は予想できるものだ。そして伊央は現在も弾丸を一発残しているはずだ。

「残念ですが弾丸は買えます。撃った瞬間に自販機の弾丸のソールドアウトが消えます。つまり弾丸の総数三十は変わらないのです」

　初めて聞く情報だった。弾丸は三十発打ち切ったら終わりではないのだ。常に世界に三十発が存在するようにできている。

「萩原さんはチェス研けん究きゆう会かいに所属していますね。会報誌の『玲れい瓏ろう』は私も拝読しております。様々な情報が載っていますが、少々合理的というか数字を前面に押し出しすぎでは？　人間の能力をすべて数字に当てはめるという冷たさが気になりました」

「何が言いたいんです？　その延長で撃たせたと吹っ飛んだ理り論ろんですか？」

「莫ばく大だいなデータを扱うには、何事もやってみようという感覚が必要です。あなたは、このシステムを知った時、まず撃ってみようと思ったことは？」

「恣し意い的てき誘ゆう導どうではありませんか？」

　割って入ったのは鳴なる美みだった。

「伊央が撃っていない、ということは七組のクラスメイトが証明できます。彼女は規律正しい行動を取っています」

「ただ、撃たれたときの二年三組の目もく撃げき者しやも大勢いるのですよ」

　流る華かは銃を構える伊央の画像にちらりと視し線せんを向けた。

「銃を人に向けて撃てる子じゃないんです」

　鳴美は必死に伊央をかばっている。

「それは感情論になりますね」流華の表情は冷たい。

「そんな……」

「理論的にも無罪を証明できます」

　萩原は鳴美を制し、タブレットを取り出した。

「弾道予測計算アプリというのがあるのをご存じでしょうか。えっと……無線でビジョンに繫つないでいいですか？」

　萩はぎ原わらはコードを聞いてからタブレットを操そう作さする。ビジョンの伊い央おが消え、ベストショットという名称のアプリが表示された。

「アプリをあの画面と連動させることに成功しました。銃口の角度、距きよ離り、気温と湿度などから命中率を算出するものです。もちろん銃には個性があり、向こう側の環かん境きようなどすべて正せい確かくなデータを入れることはできませんが、それでもこのアプリは情報フィードバック機き能のうにより学習します」

「続けてください」

「結けつ論ろんから言うと、あの状況での命中率は[image: 0.1]パーセント以下となります。弾丸の予測着弾ポイントは被弾者の十メートル手前の地面周辺です。偶然に銃口が被弾者の方向に歪ゆがんでいない限り当たらない、との結論です」

「わかりました」

　流る華かは素直にうなずいた。

「元々犯人探しをするつもりはありませんでした。撃うたれた瞬しゆん間かんを目もく撃げきしてしまった二年三組のための証明でもあったのです」

　目の前のランプが消えたことを確かく認にんして大きく息を吐いた。

「助かったわ」鳴なる美みがこちらを見ている。

「鳴美のためじゃない。俺おれのためだ」

　ビジョンが変わった。そこに映ったのは五人の女子のバストショットだった。

「こちらがフリーの残り五人です」

　未いまだに対話もできていない五人の女子たちのデータだ。その写真を見て違和感を覚える。なんだか色合いが薄うすく表情も硬い。

「対処方法について意思統一をせねばなりません。現在の彼女たちは追い詰められています。問題は彼女たちは『殺される』と思い込んでいることです。追い詰められた人間は他人を傷つける可能性があります」

　流華はしばらく目を閉じ「何か状況打開の意見があれば」と言った。しかし発言がなく沈ちん黙もくだけが続く。

「それでは生徒会から意見提示をいたします。──発砲やむなし、ということです」

「え？」

　つい声が出てしまい、流華がこちらを向いた。

「どうぞ」

　赤ランプが点灯してしまった。

「つい三分前までは発砲の犯人探しをしていたのをお忘れでは？」

　萩はぎ原わらの皮肉っぽい言い方に、隣となりの鳴美が顔をしかめている。

「議ぎ会かいは現状打開の意見を募っています。ダブルスタンダードだというのはズレた批判です」

「発砲をこの会議室で決めるんですか？　銃を持っているのは俺たちではなく画面の向こう側にいる人間でしょう」

「だからこそ私たちは考えるのです。それであなたに代案はあるのでしょうか？」

　萩はぎ原わらは言葉に詰まった。

「あなたは綺き麗れいでいたいだけなのでは？　批判というのは他人を攻こう撃げきするだけで自らをアピールでき安全で自尊心を満たす行為です。でも、それでは何も生まれません」

「効率のいい方法が最善なのか、ということです。画面の向こうにあるのはゲームではなく現実です。銃はあくまで護ご身しんとして使うべきでは？」

　あの時の伊い央おが忘れられなかった、撃うたれた彼女を見て、自分が撃ったのではないかと悲しげにうめいた伊央の表情が目に焼きついている。たとえ最善の方法でも銃を撃てと強要できるものなのか……。

「基本は対話です。発砲はあくまで最終手段ですが、それでも撃つべきと理解していないと撃つことができないということです。護身にもなりません」

「……わかりました」

　銃を撃ってから「話し合おう」と言うつもりか。そう思ったが萩原はランプを消した。

「それでは、まず発砲のシステムを理解していただきます。同好会のケヴェーアから説明があります」

　ケヴェーアとはサバイバルゲームなどを行う同好会だ。実際の兵器などにも詳しい。彼らの席はしっかりと用意されていた。

　ビジョンに銃のイメージが表示され、同好会会長が説明を始める。

「銃ですが、Ｍ29モデルに形状が似てますが、弾丸を調しらべたところ44マグナムでなく、三十八口径弾丸でした。つまり拳けん銃じゆうはカスタムです。また、弾丸は被弾者の大だい腿たい部ぶを貫通せずに留とどまっていましたが、弾丸の先端に強化ゴムが使われていたことが一因でしょう」

「強化ゴムが使われている理由はなんですか？」流る華かが質問する。

「殺傷能力を下げているということでしょう」

「では火薬の量も減らしているんですか？」

「火薬の量が減れば速度が落ちるわけではありません。燃ねん焼しようが激はげしくなったりと安定しないために、火薬の量は一定にするのが基本です。威力を下げるために二十二口径などを使わなかったのは、別のシステムを入れるため、かもしれません」

「別のシステムとは？」

「レーダーです。弾丸に発信機がついているとのことですから。ちなみに発信器は弾丸発射と共に破は壊かいされ機き能のうを失います」

　レーダーが認にん識しきしていたのは人ではなく弾丸だったのだ。となると銃を捨てたフリーの人間の攻こう撃げきは目視で防ぐしかない。

「次に発砲の際にですが、ええと、致命傷になるポイントを狙ねらわない、ということです。頭部はもちろん、心しん臓ぞうや肺を撃うち抜くことは避けねばなりません。つまり狙ねらえる部分というのは、おのずと下半身に限られます」

「プレイヤーはすべて素人しろうとですが、可能ですか？」

「アプリを使います。ええと、先ほどどこかのクラスが触れたアプリ、『ベストショット』ですがマニアの間ではあまり評価されていません。人間が撃つという最重要ポイントが欠けているからです。なので弾道計算アプリは『アット・ピンホール』というものを皆さんのタブレットやスマホに入れていただきます。そして計算をしつつ発砲のタイミングをフォローするのです」

　ビジョンにバーコードが表示された。アプリの取得ページだ。流る華かは弾道計算アプリをこの会かい議ぎが始まる前から知っていたはずだ。つまり伊い央おの弾道計算もしている。流華はあの時、こちらが少しでも反はん論ろんに失敗したら、そのまま犯人に仕立てあげるつもりだったのかもしれない。

「銃の構え方は片かた膝ひざを立てて座った、いわゆるシッティングポジションが最善かと考えます。リングがついているので普通の構えでは照準がぶれるからです」

「わかりました。ありがとうございました」

　流華がうなずき、ケヴェーアの発言が終わった。

「情報は後ほどすべてのクラスに送ります。皆さんはプレイヤーに、いざとなったら発砲すること、そしてそのフォローを確かく実じつにするということを伝えてください」

　議会はこうして解散した。

「発砲が許可された、って言うのか」

　萩はぎ原わらは横目で鳴なる美みを見た。

「伝えるわ。でも、その前にクラスで話し合う」

　鳴美はノートパソコンをたたんで立ち上がった。

「言えばよかったのに」

「え？」

「伊央のことを心配していたって、クラスのみんなに。わざわざ悪役にならなくてもよかった。私たちのクラスはそんなに馬ば鹿かじゃない。そんなことをしなくてもまとまったわ」

　鳴美はそう言い残して立ち去った。
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「ハンガーになったの」

　記き憶おくは霞かすんでところどころ途と切ぎれていた。それでもはっきりとその声を憶おぼえている。

　中なか谷たに美み莉り亜あはたまに校舎の裏庭にいた。伊い央おも人ひと気けのないこの場所に来ることが多く彼女とバッティングした。そのうちに美莉亜に売春の誘いを受けた。

「女子高生という時間を売れ。コーヒーショップでコーヒーを売っているうちに、体すらも売れなくなる」

　断ったら彼女はそれ以上の強要はしなかった。それからも伊央はたまに裏庭に顔を出した。少しだけ、ほんの少しだけ美莉亜と言葉を交わした。彼女は、男を作って出ていった母親のこと、そして抜け殻のようになった父親のことを話してくれた。

「ある日家に帰ったら、父親はハンガーになっていた」

　自ら洋服をつるすハンガーになって、揺れていた……。

『残り五人の確かく保ほが困こん難なんらしい』

　ワームの発する声に我に返った。

『危害を加えられる可能性があるから、いざとなったら銃を撃うつ可能性を考こう慮りよしたほうがいいって結けつ論ろんが出たんだ』

　声は本ほん田だのものだった。伊央はワームの前でクラスメイトの報告を聞いていたのだった。近くには里さと美みらの姿もある。すでに夜となっており、すべての生徒はコロシアムのスタート地点で合流する予定だが、伊央たちは怪け我が人にんを運ばねばならず、その進行は遅れている。

「でも……」

　伊央は困惑する。目の前に銃で撃たれた女子生徒がいるのだ。そんな彼女の苦しみを見て銃を撃つことは考えたくなかった。

『もちろん人を傷つける必要はない。俺おれたちは君の意見を尊重する』

「ありがとう」

　伊央はお礼を言いつつも、胸の中に違和感を生じさせていた。クラスメイトが自分のためを思ってくれているのはわかっている。しかしその延長にあるものを共有しているのか……。

《気をつけて》

《慎重に》

《見張ってるから安心して》

　ワームからの人工音声を聞くと、クラスでのフォーラムを思いだす。激はげしい勢いで積つみ重なり、誰だれの発言だかも確認できないまま流れていくメッセージ。その流れにうまく乗れなかったのを憶おぼえている。問いかけの返答を考えているうちに別のメッセージで画面は埋められ、どうにか発言してもそれが流れを乱さないかと恐れと後悔が胸を占める。クラスのフォーラムでの対話をしたあとは、いつも全身は汗で濡ぬれていた。

「じゃあお願ねがい」

　伊央はワームを大きな石の上に置いた。

　五人は廃道のような道で夜を越すことにしたのだ。フリーのプレイヤーに見つかりやすいが、奇き襲しゆうの恐れのない見通しのいい場所だった。ここには五体のワームがあるので、先に見つけるのはこちらだろう。

　しかし、夜に襲おそわれたら本当に撃うつことになるのだろうか……。

「おいで」

　里さと美みに呼ばれ、ワームを配置していた皆は集まった。

　怪け我がをしている西にし原はら由ゆ香かの周りに固まるようにして四人で座る。由香は破傷風にもなることなく順じゆん調ちように回復してる。それもワームの治ち療りようのおかげだろう。

「ワームは？」

「指示どおりに配置しました」

　里美の問いに一人ひとりが答えた。

「話は聞いた？」

　里美の問いに、他ほかの四人は顔を見合わせる。

「銃のことですか？」

　伊い央おは声を潜ひそめた。ワームは五人の周囲に距きよ離りを置いて配置してあるので会話は聞こえないだろう。

「そう、射しや撃げき補助アプリでフォローをすると言っていたけど、あなたたちは撃てる？」

「撃てません」

　すぐに答えたのは西原由香だ。彼女は怪我した太ももに手を添えている。

「私も無理です」

　彼女に気を遣つかうように他の女子も追従する。それを見て里美はうなずいた。

「そうね、誰だれも撃ちたくない。アプリでフォローするといっても所しよ詮せん画面の向こう側。撃って傷つけるのも傷つくのも私たちなの。あの人たちはそれをわかっていない。でも、撃たなきゃいけない状況もあるかもしれない」

　里美の声は静かだったが、伊央の背筋はぞくりとした。

「だから撃てない人は私に弾丸を渡して。──私が撃つから」

　里美を見ると、彼女は優やさしげな表情を浮かべていた。

　しばらく沈ちん黙もくがあり、まず西原由香が応じる。ホルスターから銃を抜き、弾丸を取り出してから里美に渡す。他の二人ふたりも里美に弾丸を預けた。

「あなたはどうする？」

　里美は手の平に三発の弾丸を置きながらこちらを見た。これでいいのだろうか。撃ちたくないからといって彼女にすべての責任を背負わせていいのか。自分の代わりに撃ってくれと弾丸を渡していいのか。クラスの皆は撃つなと言ってくれている。でもあの人はなんと言うだろうか。ワームからの声が聞こえなくなった彼は……。

「私は……撃ちます」

　伊い央おの口から自分でも予期せぬ言葉が漏れた。
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　別のナンバーを持った三十人が生き残ることができる




　地面に敷しかれた円形プレートにはそんな文字が彫られていた。

　これが二つ目の条件だ。さらに次の文字も。




　すべての言葉をここに、そうすれば元の世界への扉が開かれる




　ここはコロシアムの中心部、つまりスタート地点だ。伊央は元の場所に戻ってきたことになる。怪け我が人にんを運び他ほかの生徒たちと合流を果たしたのだ。

　コンテナ群のさらに中央に広場のようなスペースがあり、その中心に舞ぶ台たいのような円形プレートが設置されていたのだ。

「言葉って、弾丸だと思うの」

　隣となりに立つ里さと美みは伊央に説明する。

「つまり弾丸を集めるということですか」

「そう、三十人分の弾丸を集めれば元の世界に帰れる」

　脱出のキーはスタート地点にあったことになる。

　伊央は周囲を見回した。フェンスに囲まれたこのエリアには伊央たちが運ばれてきたのだろうコンテナが並んでいる。そしてプレイヤーの女の子たちは二十五人がいる。その中の二人ふたりだけは足を縛しばられ拘こう束そくされていた。ワームを捨ててフリーになったプレイヤーだ。逃げ出すことはないだろうが、万が一があれば見失ってしまうので拘束しているらしい。それは画面の向こうで決めたことだった。学校ではこれについての議ぎ論ろんが繰くり返されているらしい。

「じゃあ、集まって」

　里美が声を上げ、プレイヤーたちが集合する。

「生徒会で決定されたことを伝えるね。これからチームを作って捜索を開始する。目的はフリーの五人と弾丸を見つけること」

　ゲームクリアには三十人がそろわねばならない。そして弾丸は元の世界への扉を開けるキーとなる。人間は目視で見つけ説得を試みるしかない。

「難むずかしいのは弾丸。フリーは銃を使えないと知って捨てた可能性が高い。だから小さな弾丸をこの広大なフィールドで探さなきゃいけない」

　弾丸を目で見つけることは不可能だ。だからレーダー機き能のうに頼るしかない。それでも弾丸の捜索はそれほど広い範はん囲いではない。

「生徒会がレーダー機き能のうについて調しらべたの。索さく敵てき範はん囲いを上げる方法があるって。それはコスチュームを変更すること」

　基本的に軽装のほうが索敵範囲が広がるようだ。防弾チョッキなど重装備だと索敵範囲が狭くなり、薄うすい衣類などは広がるといったシステムだ。

「これからチームを編へん成せいして行動してもらいます。一チーム三人から四人で、四チームほど編成し、残りはこの場所に残って捜索チームのフォローをすること」

　残りというのは銃を撃うてないと明言した女子たちのことだ。生徒会の決定にそぐわないことだが、里さと美みが女子たちを気き遣づかって決定したことだった。

「弾丸探しはローラー作戦となるけど、マップ管理は生徒会がするし、その指示に従って進めばいいだけだから簡かん単たんよ。フリープレイヤーの奇き襲しゆうだけ気をつけて」

　話し合いは終わり、捜索チームの準備に移った。伊い央おは里美と二年女子との三人チームに組み込まれることになった。

「その制服じゃ駄だ目めね」

　里美は伊央のコスチュームを見て首を振った。

「水着を着れる？　それかシースルーのワンピース」

　エリアの一角には大量のコスチュームが山やま積づみにされていた。伊央がここに到達するまでの間に生徒会はコスチュームについても調べていたらしい。元々優ゆう秀しゆうな生徒会だったが、このような異常なシチュエーションでも淡々と仕事をすることに驚おどろきを隠せない。生徒会長の椎しい名な流る華かは美しい女性だったが理性を同居させた完全な人間なのだ。

「これはちょっと……」

　伊央は渡された衣装を手に呆ぼう然ぜんとした。シースルー素材で下着が丸見えだ。

「薄い素材や目立つカラーほどいいらしいの。他ほかにもコーディネートのポイントがあったりして、下着なんかも関係しているみたい。つまりすべてのアイテムはデータ管理されているということね」

　里美は淡々と言いながらコスチュームを選んでいる。伊央と同じチームになった二年の女子は派は手でな色のセーラー服、里美は迷彩柄のパレオつきビキニを選択した。

　あまり性的なコスチュームは避けたかったが、この状況でそんなことを言っているわけにもいかなかった。そもそもコスチュームとレーダーをリンクさせることになんの意味があるのだろうか。装備によって能力の差をつけないためか、それとも誰だれかを楽しませるためか。

「じゃあこれは？　レーダーの感度はそれほどよくはないけど」

　里美が選んだのは白いワンピースだった。下着はぎりぎり透けないが丈たけは短い。草原でどこかのお嬢じよう様さまが着るような衣装ではないか。それでも水着よりはマシなので、渋々それを選択した。

　捜索チームに編へん成せいされた女子たちはそれぞれ着替え始めたが、やはり表情は優すぐれない。画面の向こう側の視し線せんを気にしているのだ。その視線から逃げたはずなのに、この世界でもそれはついてまわっている……。

　ワンピースに着替えた伊い央おは溜ため息いきを吐ついた。スカートが短いといっても通常より十五センチほど短くなった程度だ。しかしその微細な差異が羞しゆう恥ち心しんを増幅させる。素材も頼りないほど薄うすっぺらい。これで下着を隠せというのか。だったら水着のほうが……。

　ワームが足もとを這はっているのを見て、伊央ははっとした。ワームは基本的に所持者から離はなれないように設定されているのでいつの間にか近くにいるのだ。低いアングルからの映像を無防備にさらしてしまったことに顔が上じよう気きする。

「行きましょ。銃の練習もしなきゃいけない」

　着替え終わったことを確かく認にんして、里さと美みはエリアの一角に向かう。コンテナの壁かべに射しや撃げき用ようの的が描かれており、そこに銃を向けて練習するというものだった。

「ワームを横に置いて、フォローを聞いて」

　里美に言われ、伊央はワームを抱えて歩き隣となりに置いた。

『伊央、これから銃の構え方を説明するわ』

「鳴なる美みちゃん？」

　久しぶりに聞く彼女の声だった。

『うん、私。銃のフォローはとりあえず私がやることになったの』

「とりあえずって？」

　言いよどんだ空気を感じた。

『誰だれがフォローするのかっていろいろあって。あと、うちのクラスで、今からでも待たい機き側がわに回ったほうがいいんじゃないかって議ぎ論ろんになってる』

「そうなんだ」

『できるだけ撃たせたくないっていうことだけどね』

「ありがとう、でも決めたから」

　撃たせたくない、という言葉はありがたかった。だが、フォローをして銃を撃たせた結果を受け入れたくないという気持ちが混ざっているのではと少しだけ疑った。もしも自分が銃を撃ったとして、当たり所が悪く最悪の結果になった時、その責任を分かち合ってくれる覚悟がある人はいるのだろうか。

「撃ち方、教えて」

『まず片かた膝ひざを立てるようにしてしゃがむ。そして右手の肘ひじを立てた膝に置くようにして構える。そうすればリングの重さをあまり感じないでしょ』

　伊央は言われるままの姿勢を取る。両腕を伸ばしての姿勢を維持することができなかったが、これならなんとかなる。

『的の中心を狙ねらってみて』

　銃口をコンテナの壁かべの的に向ける。

『距きよ離りは約十四メートル。半径五センチの赤いマーク部分に当たる確かく率りつは──約十パーセント』

「そんなことまでわかるの？」

『常に銃口が揺れていて確率が安定しないから平均的な数字ってこと。偶然九十を超えるタイミングもある。できればそれを維持しないといけない』

「そう……」

「伊い央お」

　呼ばれて振り向きはっとする。すぐ横でこちらに向かって里さと美みが銃を構えていた。

『被弾確率──九十九パーセント』

　当たる確率までわかるのだ。

『数字はこっちがきっちりと把握するから安心して。もしも引き金を引く必要があったら、そのタイミングはこっちで指示するから』

「…………」

『まだ時間があるなら銃の整せい備びについても簡かん単たんに説明するわ。まずシリンダーを……』

　伊央は鳴美の声をぼんやりと聞いていた。

　私はなんなんだろう、と思った。自分の意思に反した服を着て、銃の引き金も画面の外の指示で引かされる。まるでゲームのキャラクターではないか。
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　状況は少しずつ動いていった。

　生徒会というシステムが情報の統合作業を行うことで、すべては効率よく稼か働どうしていた。

　捜索チームは動き始め、少しずつ捜索範はん囲いを広げていく。レーダーによる弾丸探しと、フリーの人間との接触。見通しのよい場所にはフリーへのメッセージなども残した。生き残る方法があるので集まれ、と。

　しかし、学校側の生徒たちの思惑が外れたとしたら、それはフリーの生徒たちの精神状態が思った以上に悪化している、ということだった。恐怖と空腹、そして情報不足はフリーの五人の精神に少しずつ刃やいばを入れていく。彼女たちにとってコロシアムは死の世界そのものだった。

　刺し激げきに敏感になっているフリーとの接触は困こん難なんだった。こちらが捜索をしている気け配はいを察知しているようだ。それでもニアミスを繰くり返し情報は少しずつ集まっていった。

「残りは五人。位置不明の弾丸は五発です」

　第一会かい議ぎ室しつの中心で椎しい名な流る華かが発言した。現在は全校を挙げてフリーの五人の確保に動いている。弾丸を探しつつのフリー確保だったが、もちろんフリーの確保のほうが優ゆう先せん度どは高い。脱水症状などで死なすわけにはいかないからだ。

　萩はぎ原わらは座席に座って会かい議ぎ室しつのビジョンに目を向けていた。

「まるで犯罪者だな」

「え？」

　隣となりに座る鳴なる美みが反応する。再びクラスの代表が招集されているのだ。

「ビジョンの五人」

　ビジョンにはまだ確かく保ほできていない五人の写真が表示されている。モノクロに近いカラーで五人とも表情は硬い。たとえるなら指名手配のイメージだった。

　座席に置かれたビジョンの写真をタッチすると彼女たちのデータも取得できる。萩原はそのうち一人ひとりの写真をタッチした。




　中なか谷たに美み莉り亜あ　二年一組　血液型Ｏ　身長１６５センチ　体重推定53キロ

　同好会、部活の所属なし。成せい績せきは不安定、中位。過去の体力テストでは上位。

　売春斡あつ旋せん疑惑、同級生への暴ぼう力りよく行為、備品の破は壊かい、校内での飲用アルコール製作、などによりペナルティを受ける。小学生時に両親が離り婚こん、父方に引き取られる。中学時代に自殺未遂を起こす。

　現クラス二年一組では孤立傾向。授業態度不可。クラスへの貢献度不可。




　こんなデータまで晒さらされてしまうのだ。彼女の確保に必要な情報なのかと思う。

「そんなことを気にする状況じゃないでしょ」

　鳴美が画面にタッチし美莉亜のプロフィールを消した。

「伊い央おは探索組に入ってる。なんとかフォローしないと」

　つまり、いざとなったら銃を撃うつ覚悟を決めたのだ。あの弱々しい彼女が決意したことが信じられなかった。ずっと彼女を見ていないが、どうなっているだろうか。

　現在、一年七組も教室に集まり伊央のフォローをしているはずだ。鳴美はこの会議室の情報を教室に伝え、そして伊央から得た情報を生徒会にフィードバックするという役目なのだ。

「Ｂチームが20・10ポイントで弾丸を発見しました」

　流る華かの言葉に会議室に拍手が起こった。

　ビジョンが切り替わりコロシアムのマップが表示された。大まかなマップだが、生徒会はプレイヤーの情報を統合して大まかなマップを作った。それを25×25に分割し、そのマスを一つずつ調しらべていくという方式をとっている。

「残り弾丸は四発。フリーは変わらず残り五人」

　捜索チームは四チーム編成されており、マップに点滅する四つの光点ががそれだ。伊央は副会長の里さと美みと共にＡチームに編へん成せいされたらしい。

「五人の推定座標が算出されました」

　生徒会員に耳打ちされた流る華かがさらに発言した。

「これはあくまでも推測です。ニアミスの情報、食料などの保持情報、隠れ場所の有無、行動における積せつ極きよく性せいなどに、ランダムウォークなど確かく率りつ論ろんを組み込み算出しました」

　マップに五つの円が表示された。その円内の範はん囲いにいる可能性が高いということだ。

「重なってる」

　鳴なる美みが小さく舌打ちをした。Ａチームの光点に円が重なっていた。二年六組の小お野の寺でら真ま琴ことというフリーの生徒の行動範囲に入っているということだ。

「Ａチームはクラスに連絡を」

　流華に言われ、鳴美が繫つなぎっぱなしのスマホで七組に警けい告こくを伝えた。と、スマホからすぐに声が返ってくる。

『何かおかしい』

　慌てたような本ほん田だの声だった。

　すでに流華も異変を察知していたようで、動きが慌ただしくなっている。

「接触したようです。高たか槻つき里さと美みのワームの映像をジョイントします」

　ビジョンに映った映像はすでに混乱していた。

　それはＡチームの里美のワームが供給する映像だった。画面が大きく揺れている。走っているのだとやっとわかった。場所は森の中だ。

『攻こう撃げきの意思はない、止まって！』

　激はげしい息づかいに混じって里美の声が響ひびく。映像が切り替わり、青い空や木々の緑、そして里美の横顔がアップで映る。ワームは彼女の肩にしがみついているようだ。

　生徒会の担当者がカメラを切り替え、そのうちに状況が把握しやすいアングルを得ることができた。

『愛あい佳か、慎重に！』

　コスプレのような派は手でな色使いのセーラー服が映った。それがフリーかと思ったが、すぐにＡチームの二年女子であることに気づく。彼女は斜面でバランスを崩して転倒した。

「あっ」

　萩はぎ原わらは息を吞のんだ。よろめくように走る彼女が見えたのだ。

「なんて格好してるんだ」

　伊い央おは白いワンピースだった。短いスカートをはためかせて必死で走っている。まるで海辺のバカンスのような服装だ。しばらく見ない間にこんなことになっていたのか。

　すぐに画面が変わり、揺れる森が映る。映像を見ていると自分が激しく揺れているかのようで目が回ってしまう。

『きゃあ！』

　伊い央おの悲鳴が響ひびき、会かい議ぎ室しつの雰囲気が凍りつく。

「画面を！」

　萩はぎ原わらは叫んでしまった。

　次に映ったのは斜面を転ぶセーラー服の女子だった。

『石が！』

　倒れる彼女に駆け寄ったのは伊い央おだった。投石だ、と、萩原はすぐに理解した。逃げるフリーが石を投げたのだ。当たったかは画面からでは把握できない。

「対象を発見しました。高たか槻つき里さと美みから約十メートル」

　パソコン画面を操そう作さしていた生徒会員が流る華かに言う。

「里美さんに伝えて」

　同時にドスッと鈍にぶい音がし画面が暗転した。カメラが壊こわれたのかと思ったが違う。里美が転倒しワームが地面に投げ出されたのだ。

「威い嚇かく発砲を」

　流華が生徒会員の持つマイクに叫ぶ。それは里美への指示だ。

　同時に激はげしい銃声が会議室に響ひびいた。

　ざわついていた会議室が一いつ瞬しゆんで沈ちん黙もくする。里美の発砲音は予想以上に重々しく攻こう撃げき的てきな音だった。

「里美さんが発砲した。動かないで──と、伊央に」

　鳴なる美みがクラスに伝える。

「怪け我がの確かく認にんを」

「無事です。石は頭をかすめただけで、すでに追走を再開していました」

　流華の呼びかけに、先ほど石を投げつけられた愛あい佳かのクラス代表が答える。

　画面の向こう側は一転して静寂が支配していた。微かすかに里美の息づかいが聞こえるだけだ。しばらくして画面が切り替わったが、ワームが地面に降りているため、アングルが低く状況が把握できない。里美たち三人は伏せて相手の状況を窺うかがっているようだ。銃を撃うったことで相手も隠れている。

「ワームの操そう縦じゆうを」

　流華が三クラスに指示を出す。膠こう着ちやく状態の中でワームだけを動かすらしい。

　鳴美が持つスマホを覗のぞき込むと、伊央のワームの映像が映っている。カメラは目の前の木の幹を映していたが、そのうち移動を始めた。ゆっくりとした動きで斜面を登っている。伊央の様よう子すはこの画面ではわからない。と、そのワームはすぐに動きを止めた。

　木の陰に隠れる人の姿が映ったのだ。その画面はパソコンを通して生徒会に送られており、すぐに流華も気づいたようだ。

「目標は月つき島しま伊央から約十三メートル。射しや線せんに木から露ろ出しゆつするターゲットの右足があります。右足を撃うつ場合の命中率は？」

　流る華かがこちらを向いている。鳴なる美みは真まっ青さおな顔でそれをクラスに伝えた。

「……弾道計算アプリでは、命中率平均三十から六十パーセントで推移しているようです」

　鳴美が答える。伊い央おはすでに銃を向けているのだ。

「かまいません、撃ってください」

　鳴美が固まってしまった。唇が震ふるえている。

「撃て、とのことだ」

　代わりに萩はぎ原わらがスマホでクラスに伝えた。通話越しに教室がざわつく雰囲気があった。

『撃てるわけねえだろ』

　本ほん田だの返答は吐き捨てるかのようだった。

「足以外に当たる危険はない」

　そう言いながらもいいのかと思う。たとえ足でも銃を撃たせていいのか。だからと言って、それを他人にやらせればいいという問題でもない。

『撃てません……』

　声が聞こえた。伊央のか細い声が会かい議ぎ室しつに響ひびいた。

　弾道計算のために銃を向けたものの、伊央は引き金を引けないと察したのだ。

　そのとき声が響く。

『出てきて！　殺し合いなんてしない、全員助かる方法があるの！』

　それはＡチーム二年生、愛あい佳かの呼びかけだった。

　しかしそれは臨りん界かい点てんに達していたフリーの彼女、小お野の寺でら真ま琴ことの精神状態のバランスを崩す結果になった。

　ワームが拾った音は地面を蹴ける音だった。木の陰から身を躍おどらせた小野寺は声の方向に突進していった。ビジョンに彼女の姿が一いつ瞬しゆんだけ映った。きらりと光ったそれを見て会議室に悲鳴が上がる。小野寺はナイフを持っていた。

　悲鳴と怒号が錯さく綜そうした。里さと美みと愛佳、小野寺が同時に動いたため、ワームが蹴られたのか映像がぐるぐると回っている。萩原は何もできずに固まっていた。一瞬にして莫ばく大だいな情報を受け取ったために体が麻ま痺ひしてしまった。

　甲かん高だかい悲鳴が起こり、そして──銃声。

　ビジョンの映像は暗転していた。衝しよう撃げきを感じたワームが丸まりシャットダウンモードに入ったのだ。鳴美のスマホを覗のぞき込むと、伊央のワームの映像は生きていた。映っていたのは銃を構えたまま固まる彼女のアップだった。

　──撃ったのか？

『確かく保ほ成功』

　里美の声が聞こえ、ビジョンに映像が戻った。「おおっ」と、会議室から歓声が上がりかけたが、すぐに沈ちん黙もくする。

　まず映ったのは赤だった。愛あい佳かが傷を負ったらしく腕から流血している。そしてその横には血に濡ぬれた足を押さえてうずくまる小お野の寺でらの姿があった。彼女が持っていたナイフはすでに里さと美みが確かく保ほしており、銃口からは煙が立ち昇っていた。撃うったのは伊い央おではなく里美だった。

　この映像で皆の心を凍らせたのは、表情を変えずに銃を撃った里美でもなく、流血でもなく、何もできず恐怖におびえる伊央の姿でもなかった。

　フリーの小野寺真ま琴ことの表情。それは明らかに精神異常をきたしていた。定まらない視し線せんと険しい表情、げっそりとやつれて瘦やせたためにむき出した目は異様に黒目が小さく見える。その姿はまともな人間のものではなかった。

　いきなり彼女は笑い出した。甲かん高だかい笑い声が会かい議ぎ室しつに響ひびく。

　ここで学校の生徒たちは、すでにフリーの生徒たちが人間ではないと察知した。

　そして始まったのは救出ではなく狩りだった。
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　残り四人。

　そこからの展開は早かった。徐々に未探索の場所は消えていき、次第に残り四人を追い詰めていく。さらに里美が銃を撃ったことにより、探索チームに参加する志し願がん者しやも現れた。

　現場のプレイヤーたちはこの場所からの脱出の可能性を目指して突き進む。

　同時に学校の生徒たちの精神状態も変化していた。小野寺真琴の衰弱ぶりを見て残り時間の少なさを知り、やるしかないと考えた。同時に小野寺の錯乱した様よう子すから、フリーの人間は秩序を乱すサイドだとの認にん識しきを持った。

　発砲やむなし。それはほとんどの生徒の認識だった。

　そしてノンストップで莫ばく大だいな情報を受け取る生徒たちは、次第に麻ま痺ひしていった。無造作に積つみ上げられていく情報に、モラルや倫理は頭の中から押し出される。まずは勝利すること。皆は結果だけを求めて一つにまとまった。

　そして先ほども捜索チームがフリープレイヤーとの接触を果たした。五人のチームがまとまって追い詰めていく映像が映し出されている。

　逃げるプレイヤーが映像に映るたびに、「撃て」との声が聞こえた。ヒートアップした会議室は熱ねつ気きで満ちていた。

　銃声が鳴り響いた。それは空中に向けた威い嚇かく発砲だった。

　銃声にプレイヤーが足を取られて転んだのが見えた。衰弱した彼女は走ることもままならないのだ。倒れた女子に、捜索チームのメンバーが銃を構えて慎重に近づいていく。

『手を挙げて』

　銃口を向けた女子が言った。

　混乱しているフリーの彼女は呆ぼう然ぜんと座り込み宙を見つめていたが、さらなる威い嚇かく発砲に我に返ったように両手を挙げた。

　彼女が確かく保ほされ会かい議ぎ室しつが歓声で沸く。

　さらに別画面でもほぼ同時に確保されたフリープレイヤーが出たようだ。両手を捕まれ無む理り矢や理り立たされている彼女の太ももからは血が流れ落ちている。銃弾を受けたようだが、命に別状はないとのことだった。

　──残り二人ふたり。

　これでいいのだろうか、と、萩はぎ原わらは会議室のビジョンを見つめていた。同じ画面を見つめ感情を共有している故に、自分たちは過か熱ねつに気づいていないのではないか。たとえこれが三十人のプレイヤーのためとはいえ、最善のやり方なのか。

　そして特殊な状況に放り込まれたとはいえ、簡かん単たんに銃を撃うてるものなのか……。

「なんであんなことをやってるんだろ……」

　動きが止まり、凪ないでいるビジョンを見ながら鳴なる美みが呟つぶやいた。

「それを見たいのがいるんじゃないか」

「殺し合いを？」

　鳴美が批判めいた視し線せんを向けた。

「でも殺し合いなんてそう簡単に起こらない。学校のクラスで殺し合ってください、なんていう漫画が昔にあったけど、実際には絶対に殺し合いなんかしない。ナイフを持たされてさあ殺して、なんて言われて実行できる高校生なんていない」

「でも、撃たれたわ。ナイフで怪け我がもした」

「救出っていう大義があるからだ。フリーの女子も混乱している。殺意はない」

「だからって……」

　過熱する空間に反して鳴美は冷えていた。彼女は元々他人との共感能力が高いからかもしれない。悲しい映画を見れば泣き、友人にうれしいことがあれば一いつ緒しよに喜ぶ。傷みにも敏感でピアスをしたいが、耳に穴を開けることができずシールを貼はっているらしい。そんな今の鳴美は伊い央おに共感しているのだ。

　伊央は探索チームから外された。銃を撃てなかったためにフリー狩りには加わることができずに、スタートエリアに戻されたのだ。銃を撃つ決意をしたようだが、理性よりも感情が上回ってしまった。他ほかの生徒が撃てるようになったために実質的な降格だった。

　他の生徒がああして銃を簡単に撃てる、という事実を萩原は意外に感じていた。このゲームは基本的にはすべての生徒が協きよう調ちようしてクリアを目指すものだろう。まさか全校生徒に殺し合いを見させる目的があるはずはない。

　だが、銃もナイフも本物だった。何か事故があれば本当に死ぬ可能性もある。

　ふと思った。もしも……もしも、殺し合いのできる人間を集めたとしたら。

　殺し合えといっても絶対にできない人間はいる。そんな人間を集めてこのゲームをやった場合、簡かん単たんに三十人が協力してゲームクリアか、ずっと隠れ続け飢うえ死じにしてのゲームエンドとなるかどちらかだろう。

　しかし殺し合いができる人間などいるのだろうか。あの伊い央おがそんな資格を持った人間であるとは思えない。他人に銃を向けることも拒否する人間なのだ。他人を傷つけることなどできやしない。伊央だけではない、逃げ続けていたフリーの女子たちも他ほかの女子と変わらないはずだ。

　萩はぎ原わらは激はげしく頭を振って余計な思考を追い払う。今は残りの二人ふたりを早く確かく保ほすることだけ考えればいい……。

　中なか谷たに美み莉り亜あのプロフィールを見ていた萩原は視し線せんを止めた。彼女は中学時代に自殺未遂を起こしている。それが気になったのは、他にもそれを見たような気がしたからだ。さらに別のフリーの女子のプロフィールを検索する。

　……あった。自殺未遂経けい験けんと表示されていた。フリー以外のプレイヤーのプロフィールも検索するが、自殺未遂という単語は所々にあった。約四分の一ほどが自殺未遂経験者だった。

　そして伊央。彼女も自殺未遂経験者だ。

　もしもこのゲームのプレイヤー三十人に共通する要素が自殺未遂だとしたら──たぶん、このゲームの目的は殺し合いだ。

　自殺志願者は、自らを殺す決意をしたからだ。すでに一線を越えてしまっている。

「どうしたの？」鳴なる美みが心配げに覗のぞき込んでいた。「すごい汗」

「なんでもない」

　萩原は額ひたいの汗をぬぐって息を吐いた。

　たとえそうであっても、そんなことは起こらない。

「接触」

　顔を上げると、ビジョンが慌ただしく動いていた。フリーのプレイヤーが見つかったらしい。

　逃げているのは三年六組の芝しば田た凜り々り子こという女子だ。プロフィールには自殺のワードは入っていない。性格は温厚で協きよう調ちよう性せいもあるとされる。文化系の部活に所属しており運動能力は低い。映像でも反はん撃げきの意思はなく捕まるのも時間の問題だ。

　彼女を確保すれば残りは一人ひとり。問題視されている中谷美莉亜が残ることになる。と、そのとき声が上がった。

「美莉亜が出現！」

　生徒会のその声は動揺していた。

「コロシアム中心部」

　萩原は啞あ然ぜんとする。美莉亜の予想位置から大きく外れている場所だった。まさか自らプレイヤーたちが集まる場所に出現するとは。捜索チームの裏をかいたというのか。

「美み莉り亜あ周辺の銃弾の数は？」

　さすがに流る華かも動揺を隠せない。ベースキャンプに残っているのは、銃を撃うてないと意思表示した女子たちなのだ。数はいるが烏う合ごうの衆しゆうだった。

「スタートエリアには三発ほど」

「刺激しないように対話を試みて。その隙すきに近くにいる探索チームを戻す。急いで」

　流華が指示を出している。

『そんなことする必要はないのよ』

『協力すれば戻れるの』

『だから乱らん暴ぼうはやめて』

　まず声が聞こえた。ビジョンは生徒たちの混乱を示すかのように、乱れた映像がザッピングされている。と、ある映像が映り会かい議ぎ室しつが凍りつく。

「あ、あ……」

　うめきは隣となりの鳴なる美みの喉のどから出たものだ。

　誰だれだ？　と、萩はぎ原わらは目を瞠みはる。一いつ瞬しゆんの間をおいて、それが美莉亜であることに気づく。彼女はコンテナを背に、女子生徒の首筋にナイフを突きつけていた。

『く、な！』

　美莉亜の鋭するどい視し線せんがビジョン越しにこちらを射い貫ぬく。会議室の生徒は自分が睨にらまれたかと錯さつ覚かくし硬直した。この短期間でここまで憔しよう悴すいできるのかと思った。理性を失った彼女を支配しているのは怒りだった。肌には泥や血がこびりつき、これまでの辛つらい時間を表現している。焦点が定まらず、発した言葉も聞き取れない。

　萩原は画面越しに明めい確かくな恐怖を感じた。美莉亜との意思疎通は不可能だ。

　女子たちが遠巻きに彼女を説得しているが、美莉亜はその呼びかけに応じない。ずっと情報遮しや断だんの恐怖と銃声に怯おびえ続けてきたのだ。投げかけられる軽い言葉は彼女に届かない。

　会議室に悲鳴が上がる。人ひと質じちの女子生徒の首筋から一筋の血が流れた。押しつけられたナイフの刃が皮ひ膚ふを切ったのだ。

「三発の所持者の誰か、撃てますか」

　この状況でも流華は制御された声を出した。三発の所持者。このスタートエリアに残された弾丸の所持者のことだ。

「撃てません。そう言ってます」

　どこかのクラスが答えた。

「無理そうです」

　二クラス目が答える。そして沈ちん黙もくが流れる。三つ目はどうした？

「おい？」

　鳴なる美みが真まっ青さおな顔をしている。

「まさか」

　ロボットのように鳴なる美みがうなずいた。伊い央おも弾丸所持者なのだ。

「一年七組、撃うてません」

　萩はぎ原わらは流る華かに言った。撃てないから伊央はそこにいるのだ。それに撃つにしても人ひと質じちが邪じや魔まだ。無防備にさらしている美み莉り亜あの頭を撃ち抜くわけにはいかない。

「では誰だれか対話して時間を引き延ばしてください」

　流る華かの口く調ちようは落ち着いていたが、それでも行き詰まっていることは否いなめない。美莉亜と対話などできないのははっきりとわかる。彼女には目的はない。ただ錯さく乱らんしているだけだ。絶え間なく続くフリー狩りの銃声により美莉亜の精神は破は壊かいされたのだ。

『う……な！』

　美莉亜の絶叫のような声に生徒たちが石化した。

『大丈夫、私たちは何もしないから』

　フレーム外からの声にどきりとする。それは伊央の声だった。

『だからひどいことをしないで』

　美莉亜の瞳どう孔こうが拡張と収しゆう縮しゆくを繰くり返し、声の発生源を探している。

『殺し合いなんてないの。私たちが勝手に怯おびえてそうなっちゃっただけ。だからナイフを下ろして、彼女を放してあげて』

　美莉亜の定まらなかった視し線せんの動きが止まった。フレーム外の伊央を捉とらえたのだろう。

『私はあなたを撃たない』

「エリアに戻ってくる時間は？」

　ビジョンを横目に流華が生徒会データ担当に聞いている。

「早くてあと十五分です」

　このまま時間を引き延ばせれば……。

『話がしたいの。私が知っていることは全部話すから』

　ビジョンに伊央の姿は見えないが、言葉を投げかけている。

『私たちはずっとゲームの終わり方を探していたの』

　……いいぞ伊央。美莉亜は伊央の言葉を聞いている。このまま続ければ、探索チームが帰ってくるまでの時間を稼かせげる。

『彼女の代わりに私を人質にして。だからそばに行っていい？』

　萩原は顔をしかめた。思ったよりも会話の方向がズレている。

『す、捨て、ろ！』

　ナイフを持つ美莉亜の手が震ふるえている。刺激してはいけない。距きよ離りを取ったまま話しかけ続けろ、と萩原はビジョンを凝ぎよう視しする。

『私も銃を捨てたい。でもできないの。ベルトが外れないから』

　伊い央おは美み莉り亜あの乱れた言葉の意を汲くみ取っている。

『……を、捨てろ！』

　ほんの少しずつ、美莉亜の狂気が薄うすれてきているような気がした。

『わかった、そうするね』

　対話が具体的になっている。伊央はこの距きよ離りから情報を小出しにするべきだった。今からでも修正しなければいけない。フォローしている七組はどうなっているのだ。

「鳴なる美み、七組の状況は？」

　通話しようとした鳴美はいきなり動きを止めた。手からスマホが落ちる。

　萩はぎ原わらも目を見開いた状態で固まった。会かい議ぎ室しつのビジョンに伊央が映ったのだ。腰にぶら下がる銃が見やすいようにと美莉亜にアピールしている。伊央は下着姿だった。

　背後からのアングルとはいえ伊央は生徒たちに半裸をさらしている。そして両手を上げてゆっくりと美莉亜に近づいていく。

『武器も何も持っていない。だから私を信じて』

「あの馬ば鹿か」

　萩原は吐き捨てると立ち上がった。

「萩原！」

　鳴美の呼びかけを無視して会議室を出る。廊下を走り一年七組の教室を目指した。

　あいつは馬鹿だ。伊央は時じ間かん稼かせぎなどしていなかった。自分の力で美莉亜を説得しようとしていたのだ。そのために服すらも脱ぎ捨てて……。

　七組のドアを乱らん暴ぼうに開けると、生徒たちが一斉にこちらを向いた。

「なんで止めなかった！」

　萩原は教室を進み、本ほん田だの前に立ちはだかる。

「自分で説得するって……」

　萩原は本田から自分のスマホを取り返した。

「ふざけんな、何かあったらどうする」

『萩原君』

　画面からくぐもった声が聞こえた。

『私が決めたの』

　画面には両手を広げる伊央の姿が映っていた。イヤホンとマイクは装着しているのだ。彼女は美莉亜と一定の距離を保ち、人ひと質じちの解放を訴えているところだった。

『私は学校に戻りたい。戻ったら裏庭のベンチに座ったり、教室の植木に水をやったり、何でもないことをやるの』

　伊央は声のトーンを上げた。それは美莉亜への説得であると同時に萩原にも向けられていた。

『そして、もう一度友達と交流したい。よくアルバイトしたあのファストフードの店に、学校の帰りにみんなで寄っていろいろと話したい……』

　目の前の机にはそのファストフードの袋が載っていた。生徒たちは食べながら伊い央おのフォローをしていたのだ。萩はぎ原わらはその机を蹴けり飛ばすと教室から飛び出した。

「下がれ。もうすぐ銃を持った探索チームが戻ってくる。彼女たちに任せろ」

　廊下を進みながら呼びかけるが、伊央は反応しない。

「冷静に考えろ。美み莉り亜あを説得するにはまだ誰だれも死んでいないことをアピールするほうがいい。だったら美莉亜以外の二十九人が揃そろうのを待つ。その方が成功する確かく率りつが高い。合理的に判断するんだ」

『数字じゃないよ』

　伊央の囁ささやきが聞こえた。

『萩原君は数字とかお金の話ばっかり。私との最初の会話だってそうだった』

　彼女の言葉に萩原はあるシーンを思い出した。オレンジ色になった放ほう課か後ごの教室に伊央が座っている。クラス委員長となった彼女は雑務をすべて背負い、放課後まで教室に残っていたのだ。チェス研けんから教室に戻ったその時が初めての会話だ。

　席決めのくじ引きを伊央が作っていたのだ。くじという要素に興きよう味みを持った萩原は何となく話しかけていた。ギャンブルだと思ったがそうではなく、がっかりしたのを憶おぼえている。

　伊央がくじ作りに苦戦していたのは前回の席決めが要因だった。女子たちの窓際の偏かたよりや、先にくじを引いたほうが後ろの席を得たなど文句が出たらしい。

「確率は記き憶おくしない」と、萩原は言ったのを憶えている。席の偏りはランダム特有のものであり、いつくじを引いても好きな席のくじを引く確率は変化しないしラッキーナンバーもない。隣となりの席が誰だれになったか、前のくじで何が出たなどと関係がないと突っぱねろと。たったそれだけの思い出だったが彼女は憶えていたのだ。

『萩原君は窓際後方の席のくじを私から買収しようとしたり、ひどかった』

「こんな時になに言ってるんだ。いいから下がれ」

『買収を諦あきらめたかと思ったら、今度はくじじゃなくてオークション方式にしようとか、提案してくるし』

「正当にいい席を落札するつもりだった。ルール違反じゃない」

　──お金じゃないでしょ。

　怒った伊央が睨にらんだ時、初めて彼女の瞳ひとみの色がバイオレットカラーであることに気づいた。何気なくそれを言ったら、目を伏せた後に、今いま頃ごろ気づいたんだね、と言った。

　自慢のカラーに気づいてくれなかったから表情が曇くもったのかと思ったが、バイオレットが伊央のコンプレックスであったことに気づくのはしばらくしてからだった。

『いきなりお金のことばっかり話して、気にしている私の色にも踏み込んできた。こんなにデリカシーのない人がクラスにいたんだ、って思ったの』

　伊い央おは小さく首を振る。

『……でも悪い気はしなかったの。初めて教室で対等に会話をしたような気がした。私の色じゃなく目を見て話してくれたのは萩はぎ原わら君が初めてだった』

「月つき島しま……」

　伊央は美み莉り亜あを向いた。

『中なか谷たに美莉亜さん』

　呼びかけに美莉亜の表情が揺れた。

『私たちはこの残酷なゲームにいきなり放り込まれた。ナンバーをつけられて投げ込まれたの。でもクラスの人が最初に私の名前を呼んでくれて自分を取り戻した。言葉って空からっぽじゃないと思った。名前を呼ばれて胸が温かくなった』

　伊央は両手を広げたまま近づく。

『私はあなたを知ってる。いつも裏庭に一人ひとりで座ってましたよね。私もあの場所が好き。私はあなたの気持ちが全部わかるとは言わない。でも少しはわかる。だって私も裏庭が好きだった。ずっと私は孤独だったから……』

　伊央の本音だ。教室で惨みじめに空転していた彼女はずっと独りだった。

『だから、これ以上残酷な言葉を向け合って傷つけ合うのはやめよう』

　美莉亜の唇が動き『馬ば鹿かじゃない』と聞こえた。

『裏庭で話したこと、憶おぼえてますか？』

　伊央は自然に笑ってみせた。

『お前だけだよ。それからも裏庭に来たのは』

　美莉亜の声がはっきりと聞こえた。手の震ふるえは止まり、揺れ動いていた瞳ひとみをそっと閉じる。そして首に突きつけていたナイフを下ろした。

　萩原は風を感じた。いつの間にか校舎の外に出ていたのだ。胸の奥から吐き出された重い吐息が風に散った。

『もういいよ』

　美莉亜が人ひと質じちを解放した。彼女はよろめくようにして美莉亜から離はなれた。伊央の言葉が通じたのだ。弾丸でもナイフでもなく言葉が届いた……。

『ありが、と』

　う、は聞こえなかった。

　銃声が響ひびき美莉亜が背後のコンテナに叩たたきつけられる。そしてスローモーションのように、美莉亜はその場に座り込んだ。いや、崩れ落ちた。

　コンテナにはトマトを投げつけたように赤が付着していた。

　振り返った伊央が目を見開く。

『里さと美みさん……』

　里美がフレームインした。下着姿の伊い央おには目もくれず美み莉り亜あに歩み寄ると、倒れる彼女に向けてもう一発、作業的に撃うった。びくんと美莉亜の体が震ふるえ、動きを止めた。

　そして振り向く。

『これで全員が助かる、というルートは消えたわ』

　里美はゆっくりと周囲に視し線せんを流し、ある一点で止めた。

『私をフォローし続けたお前たちが──殺した』

　萩はぎ原わらは自分が言われているのかと思った。しかしそうではない。里美の視線の先にあるのは向こう側のプレイヤーでも萩原でもない。自分のクラスメイトに言っているのだ。

『ゲームは続行する。ラストワンになるまで続ける。だから──』

　里美は綺き麗れいに微笑ほほえんだ。

『これからもフォローして。私を勝ち残らせて、流る華か』

　彼女の視線の先にはクラスメイトの流華がいる。里美は裏切ったのだ。この世界で流華に復ふく讐しゆうする機き会かいを窺うかがっていた。そして衆目の集まるクライマックスでそれをやり遂げた。

　視界が揺れた。足が震えて立っていられない。それでも萩原は必死で踏ん張った。駄だ目めだ、ここで心を折ってはいけない──

「逃げろ、今のうちに逃げるんだ」

　萩原は伊央に言った。が、返答はこない。

「伊央！」

　叫ぶと、伊央の乱れた呼吸が聞こえた。

「ゆっくりとそこから離れろ」

『で、でも……』

「共同戦線は崩ほう壊かいした。そこにいては駄目だ」

　里美の裏切りで生徒会も失しつ墜ついするはずだ。

『動かないで伏せなさい！』

　里美が空に向けて発砲した。

　同時に悲鳴が起こり逃げ出す女子が現れた。里美が悲鳴に向けて銃を撃ち、そしてシリンダーをスイングアウトして弾丸を込める。

「今だ！」

　萩原の声に伊央が動いた。ワームを拾って走り出す。が、きびすを返して落ちていた白いワンピースを拾った。

「捨てとけ馬ば鹿か！」

　今度こそ伊央が逃走した。悲鳴が交錯し映像が揺れ一気に情報が混乱する。さらに銃声。里美が逃げるプレイヤーの背中に発砲している。銃声と同時にがくんと映像が揺れた。

「逃げろ、遠くまで」

　里さと美みはそれほど銃弾を持っていないはずだ。そして必ず護ご身しん用ように銃弾を残し深追いすることはしないはずだ。だから今のうちに遠くに逃げるしかない。

　揺れる景色けしきと乱れる呼吸。そんな情報しか与えられないまま萩はぎ原わらは祈る。

『ああ……』

　伊い央おの呻うめき声ごえが聞こえる。

「がんばれ、身を隠せるところまで」

『じゅ、銃声、聞こえました？』

　映像がブレながらも確かく認にんできるようになった。伊央が走るのをやめたらしい。どうにか森の中に逃げ込めたようだ。

「ああ、でも大丈夫。闇やみ雲くもに撃うって当たるわけがない」

『ほ、本当にそうですか？』

「ああ、だってお前のナンバーは７だろ。ラッキーセブンだ、弾丸のほうから避けていく」

『じゃ、じゃあ……』

「え？」

　画面が激はげしく揺れた。伊央が倒れたのだ。

『じゃあ私のお腹なかにあるのは何？』

　倒れた伊央の横っ腹は血でべったりと濡ぬれていた。
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　気づくと雨が降っていた。

　萩原はただ呆ぼう然ぜんと雨を浴び続けた。この学校が水没するほど激しく降ればいいと思ったが、雨はじれったいほど弱い。まさに終幕の雨だった。

　何な故ぜこんなに苦しいのかわからない。空を見上げると鉛なまり色いろの重い雲が覆おおっている。すぐに視界が滲にじんでぼやけた。胸が痛い。弾丸は画面越しに萩原の胸に刺さっていた。それは永遠に摘出できないだろう弾丸だ……。

「ねえ」

　声がしたが萩原は空を見上げ続けた。

「あなたが気にすることはないよ。私たちは何もできない」

　緋ひ香か里りの声だった。

　そうだ、間抜けで無力な自分を認にん識しきしながら、画面を覗のぞくことしかできない。胸をかきむしりたい衝しよう動どうに駆られたが、自分の胸が本当にあるのかわからなかった。触れたらぽっかりと穴が空いているのかもしれない。

「画面の向こうの女の子じゃない。ほとんど会話もしたことない、見つめ合うこともなかったでしょ。なんでそんなに悲しむの？」

　現実より画面越しに話した言葉のほうが多かった。画面越しに初めて名前を呼び合った、と、そんなか弱い関係だった。

　それなのに、なんでこれほどに苦しいのか……。

「心は、触れ合った」

　萩はぎ原わらは声を絞り出した。画面越しのやりとりは本物だったのだ。だからこうして彼女の苦しみが伝わってきている。そうとしか思えない。

「画面越しに心なんか通じ合うわけがない。お互いの体温を感じ合うこともなかった。姿が見えたって、画面越しの数字よ」

「数字だとしても、助けたい」

　もう一度会いたい。もどかしいほどに彼女と触れ合いたかった。なんで今いま頃ごろ気づくのか。なんでなくなってから気づくのか……。

　緋ひ香か里りが萩原の背中にもたれかかった。

「私じゃ代わりにならない？　だって画面の映像でしょ。笑え顔がおも涙も液晶の点滅、声もデジタルデータ、空からっぽなのよ、何もない。それだったら私のほうが……」

　萩原は何も答えられないまま雨を浴び続けた。

　雨は降り続ける……。







　雨が止やんだとほぼ同時だったとされる。

　学校の敷しき地ちに中なか谷たに美み莉り亜あの死体が出現した。







[image: ４　デスゲーム]







　──熱あつい。

　腹の中に強烈な熱ねつを感じる。視界がぐるぐると回り上下感覚を失うが体が動かない。全身が鉛のように重く間欠的に痺しびれるような痛みが襲おそう。痛みに悲鳴を上げそうになるが声が出ない。声の替わりに口から熱い吐息とあえぎが漏れた。

「ああ……」

　伊い央おはうめいた。頭の中に様々な映像がフラッシュしては消えていく。教室のモニターに映る教師、窓際の植木鉢、いつも通っていたファストフードの店、微妙に視し線せんを外した友人たちの笑え顔がお……。

　教室の座席に座っている。周囲の皆が楽しく笑っているその中で自分だけが座っている。立ち上がりたかったが体が動かない。と、銃声が聞こえて伊央の視界が戻った。木々の間から見える紺こん色いろの空、落ちてくる水の粒。雨が降っている。

　意い識しきが混こん濁だくし、夢を見ては現実に戻ってくるという繰くり返しだった。腹に何かが蠢うごめいている。それは七なな色いろに光るワームだった。ワームは触手を伊央の腹に突き立てている。その腹は真まっ赤かに血で染まっていた。

　そうだ撃うたれたのだ……。

　腹の中の異物感は銃弾だ。熱い鉄を強引に腹にねじ込まれ、破れた皮ひ膚ふから出血している。

　この弾丸は言葉だ。

　言葉はこのように痛みを伴うものだったのだ。自分はそれからずっと逃げていた。どちらともとれる笑えみを浮かべて友人の言葉を逸そらし、色の違った瞳ひとみを合わせず、こちらから言葉を飛ばすことを避けていた。

　だから撃たれたのだ。自分は弾丸を撃たないというのは綺き麗れい事ごとだった。この世界では銃を向け合わずに得られる真実などはない。銃を向け合うことで初めてコミュニケーションが取れるのだ。それから目を逸らしてはいけなかった。

　あの教室でも同じだった。他人を傷つけることを恐れて銃を構えなかった。おかげで銃声を聞くことはなかったが誰だれとも交わることはなかった。そして撃つことのなかった自分自身の弾丸が暴ぼう発はつしてしまった……。

「ああっ……」

　伊央は痛みにのけぞった。ワームが伊央の腹から弾丸を摘出していた。

　ワームの触手には鉄の弾があった。鈍にぶく光る血まみれの鉛の塊だ。

　……これはあなたの言葉です。

　伊央は腹の痛みを必死で堪こらえた。この弾丸はあの人の言葉だ。そう考えると痛みが和やわらいだ気がした。

　戻りたいと思った。もう一度あの教室に戻って皆と会話をしたい。傷つけ傷つけられることを恐れず言葉を交わしたかった。

「撃うちます」

　今度こそ撃ちます。そして自分も他人も守ります……。
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　何な故ぜ、美み莉り亜あの死体が学校に出現したか。

　萩はぎ原わらは学校の敷しき地ちで空を見上げていた。立っているここに彼女の死体があった。ここから屋上が見える。まるで美莉亜が飛び降り自殺をしたかのようだ。

「本当にリアルタイムなのかな」

　隣となりに立つのはチェス研けんの北きた野のだった。

　北野の言うこともわかる。運んできたとしてもタイムラグがほとんどない。美莉亜が撃ち殺されてからほんの数時間後の出来事となる。

　今は周辺に人の姿はなく、アスファルトに血がこびりついているだけだ。死体はすでに処理されている。

「一つ目の問題は、どうやって運んできたかだな」

　ゲームが行われている場所からコンテナで運ばれたのだろうか。そして誰だれかが死体を屋上に運び、そこから落とした。

「何でそんな回りくどいことをするんだろう？」

「それは俺おれに聞かれたってわからない。ただ、なんで死体をここにっていう理由が気になる」

　ここに死体を運ぶのは物理的には不可能ではない。だが、何故そんなことを。

　考えられることは、なんらかのアピールやメッセージということだ。

「あ……」

　何かを言おうとした北野が息を吞のんだ。見ると、そこには花を抱えた羽は留る奈なが立っていた。

「花を？」

　北野の問いにうなずき、羽留奈は白い百ゆ合りの花束を地面に置いた、彼女は美莉亜と同じクラスなのだ。

　死体がアピールだとしたら、二年一組へのものかもしれない。守れなかったからこうなった。画面の向こうのことだと無関心だったからこうなったのだ、というメッセージ。花を置いて目を閉じる羽留奈はまるで抜け殻のようだった。

　いや、ショックを受けたのは羽留奈だけではない。二年一組以外の生徒もそうだ。死体を見た萩原は思い知った。月つき島しま伊い央おもこうなる可能性があるのだと。まるで画面の向こうが現実に侵食してきた感覚だった。他ほかの生徒も今までどこか他ひ人と事ごとだった。命がかかっているといっても所しよ詮せんゲーム感覚だった。しかし肉が割さけ血をまき散らす美莉亜の死は無残な現実の象徴だ。

「羽留奈」

　萩はぎ原わらは膝ひざをつく彼女の肩に手を添えた。微かすかに体が震ふるえている。

「すまない。もっと何かできたかもしれない」

「あなたのせいじゃない」

「これからもっと先せん輩ぱい扱いするよ。タメ口ルールも終わりにしていい」

「いい」

　羽は留る奈なは首を振って立ち上がった。

　ショックを受ける彼女を見て同情もあるが、同時にこれ以上苦しむことはないという思いもあった。彼女はゲームから降りたのだ。資金フォローのためにバイトをする必要もなくなり、これ以上血なまぐさい映像を見ることもない。

　……しかし本当にそうか。

　萩原は置かれた花束を見ながらそう思った。あの死体がもっと強いメッセージだとしたら。途中退場は許さないといった警けい告こくだとしたら……。

「とにかくこれからどうするか」

　萩原のゲームは終わっていない。むしろここからが本番だった。今更ながら、本当に人間が死ぬゲームだと判明したのだ。だとしたら今こそ必死に取り組まねばならない。

「会かい議ぎ室しつに行ってみようか。チェス研けんでもデータフォローしてたし、何か力になれることがあるかもしれない」

　北きた野のが言った。あれから生徒会の招集はないが、それでも学校としてまとまらねばならないことは確たしかだった。

　三人は校舎に入り第一会議室を目指した。校舎内は静まりかえっている。すでに夏休みに突入して授業がないにしても異常な静けさだった。

　会議室の扉を開けた萩原は呆ぼう然ぜんとする。室内は空からっぽだった。がらんとした空間には誰だれもいない。いや、端の机の上に誰かが乗っていた。

「よっ」

　にこりと笑ったのは咲さ季きだった。

「生徒会は？」

「議会はとっくに崩ほう壊かいした。チェス研から提出したデータの使用料をもらおうと思って来たんだけど、こんな感じになってて、ちょっとぽかんとしてたのよね」

「いや、そんな場合じゃないですよ」

　北野がさすがに呆あきれている。

「そっか、この状況でお金のことはあれだったか」

「いえ、それもそうですが、生徒会がってことです」

　萩原も同感だった。この異常事態に生徒会が動かなくてどうするのだ。バラバラの情報を統合しなくては危険なことになる。

　……いや、逆にそれは危険か？

　伊い央おが行動不能という情報は当然ながら漏らしてはいない。ワームの映像はジョイントアプリを使っても、ＩＤの関係から他ほかのクラスが見ることはできない。

「生徒会はね、流る華かちゃんがああなったからね」

　咲さ季きは他ひ人と事ごとのように言う。

　生徒会の崩ほう壊かいは流華の失しつ墜ついが原因だ。これまでの流華は学校における成功の象徴だった。しかしあの時点で初めてミスを犯してしまった。あまりに放つ光量が強かったために失敗の影かげも濃こくなったのだ。

「じゃあ、誰だれも議ぎ会かいを開催しないのか」

　萩はぎ原わらはそう言いつつも、流華の代わりなどいないと察していた。二番手といわれた生徒会副会長は高たか槻つき里さと美みなのだ。あまりに強い光のそばにいた彼女は闇やみを抱えていた。

「当然ながら、これからは各クラスで結けつ論ろんを出す必要がある」

　咲季が机の上から降りた。

「にしても、里美の行動だけは知る必要があるでしょ」

　萩原は言う。殺人を犯した人間の行動をチェックせねばならない。

「そしてもう一度、情報を統合しないと」

「してどうするの？」

　咲季がじっとこちらを見ていた。

「問題解決を……」

　この場合の問題解決とはなんだろうか。ゲームクリアの条件の全員協きよう調ちようというルートは絶たれたのだ。残るは死ぬか最後の一人ひとりとなるかしかない。

　最後の一人を目指すとしたら学校全体での協調は不可能だ。

「どうしたらいいんでしょう？」

　萩原は咲季に尋ねた。

「わからない」

　咲季は当然のように首を振る。

「でも、里美はまだ何かを隠しているような気がする」

「どういうことです？」

　萩原だけでなく、北きた野のと羽は留る奈なも咲季を向いた。

「ゲームクリアの条件で全員協力とあるが、どう協力すればよかったのかまだわかっていない。ていうか、条件がややこしすぎやしない？」

　第二の条件は正せい確かくにはなんだったか。そうだ、『別のナンバーを持った三十人が生き残ることができる』だ。ナンバーというのはクラスごとに割り振られた数字だ。一年七組の伊央は７となる。別のナンバーの三十人とは三十クラスのことだろう。

　そこまで考えて、ふと萩はぎ原わらの頭に何かがよぎった。学校に落とされた死体、別のナンバーを持った三十人……。しかしその何かの尻尾しつぽをつかむことはできなかった。どす黒い霧きりが見えた気がして、あえてその尻尾を放したのかもしれなかった。

「別のルートがあるということですか？　まだ協きよう調ちようの余地は残されている、と」

　北きた野のの言葉に、咲さ季きは小さく笑った。

「楽天的に考えればあるかもね。きっと里さと美みは何かを知っている。だからこそああいった行動に出た。はっきりと言えることは、里美の復ふく讐しゆうはまだ終わっていない」

　萩原は高たか槻つき里美のことを考えた。美み莉り亜あを撃うったあとの表情を憶おぼえている。それは狂気にまみれた怒りでも笑え顔がおでもなかった。理性的でいてどこか歪ゆがんだ表情は、さらなる復讐のことを示していた可能性がある。

　復讐はまだ終わっていない……。
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【一年七組　プレイヤー月つき島しま伊い央お】






「症状は？」

　静まりかえった教室に生徒たちが集まっている。

「眠ってる。弾丸の摘出も縫ほう合ごうも終わったみたい」

　緋ひ香か里りが萩原に答えた。

　机に置かれたスマホの画面を覗のぞくと、体を丸めるように眠る伊央の姿が見えた。

「下着姿だから」

　緋香里に制され、視し線せんを画面から外した。

「生徒会はなんて言ってた？」

　鳴なる美みは窓枠に腰かけ、外に視線を向けていた。

「生徒会は稼か働どうしていない。たぶん、今後は各クラスの判断に委ゆだねるってことだろう」

　生徒たちが少しだけ反応した。困ったように顔を見合わせている。

「十分だけ」萩原はクラスメイトたちを向いた。「現実の時間を十分だけ俺おれにくれないか」

　意味がわからないといった表情で皆は萩原を見る。沈ちん黙もくを肯定と受け取り、萩原は続けた。

「まず謝あやまりたい。教室から勝手に出ていき、そしてこうして戻ってきてることを」

「それは、いいよ」

　緋香里が首を振る。

「俺を受け入れてくれるなら、話し合いたい」

「伊央のことを？」鳴美が言った。

「そうだ。俺おれたちも決めるべきだ」

「決めるって？」

　誰だれかの問いに、萩はぎ原わらははっきりと答えた。

「月つき島しま伊い央おを助けると。彼女の意思を尊重する。目覚めた彼女がゲームのクリアを目指すなら、俺たちはそのフォローをすると」

「人を、殺すことになっても？」

「そうだ」

　たとえ人を殺してもだ。しばらく待ったが萩原を否定する声は出なかった。

「まず説明する。月島が回復したとき、彼女が望んだらフォローする必要があるからだ。あくまでその準備だ」

　萩原は机の上に紙のマップを広げた。

「ここがスタートエリア。そしてここが伊央の推定位置」

　マップにチェスのクイーンの駒こまを置いた。

「マップを見てわかるとおり、自動販はん売ばい機きのほとんどはスタートエリアの近くにある。つまり、ゲームが長引けば、自然とプレイヤーは中心付近に集まることになる」

　このフィールドは砂漠のようなものだ。自動販売機以外に水や食料を得る方法はないと断言していい。

「このゲームに生き残るためには動く必要がある。一つの自販機だけを守っていたらじり貧になるからだ。つまり、自販機から自販機に移動しながら戦う」

「ねえ、萩原は何を言っているの？　伊央がこうなっているのに」

　鳴なる美みが眉まゆ根ねを寄せている。

「俺が言っているのは準備だ。月島は休息、俺たちは彼女が意思表示したときのための準備をしている」

　教室が静まり返る。少しだけ待ってから萩原は続ける。

「銃を撃うつ必要がある。そして自販機を奪い、弾丸を買う。その繰くり返しだ。逃げたプレイヤーは自販機を使うことができずにほぼ脱落だ」

「……撃つの？」

　誰だれかが言った。

「月島次第だ。彼女の意思がそうなら協力する。反対する人は？」

　返答はない。

「じゃあ準備をしよう」








【二年一組　プレイヤー中なか谷たに美み莉り亜あ】






　机には百ゆ合りが差された花瓶が置かれていた。

「美莉亜には、確たしかに悪い噂うわさがあった。でも、あんな罰を受けるほどじゃなかった」

　その女子生徒の声は掠かすれていた。

　教室はすすり泣きの声で溢あふれており、その中に羽は留る奈なは混ざっていた。スマホの画面は真っ黒だ。序じよ盤ばんに美莉亜はワーム、つまり二年一組を捨てて行動した。その結果、ゲームの最初の犠ぎ牲せい者しやとなってしまった。

「撃うつことはなかった」

　涙を流す女子生徒の感情が波紋のように教室に広がっていく。

　美莉亜の攻こう撃げき的てき行動のために、ずっと糾きゆう弾だんされてきた二年一組は、ある意味一つにまとまっていた。そして美莉亜の死は彼らの意い識しきを変えるスイッチとなった。

「もうこれ以上、死人を見たくない」

「糾弾するべき」

「責任を取ってもらう」

　冷たく沈んでいた感情は少しずつ混こん濁だくし熱ねつせられていった。

　皆の泣き声は混ざり合って祈りのように聞こえた。祈りに身を委ゆだねていると少しずつ精神が高揚していく。二年一組の生徒たちはトランス状態に陥っていく……。

「美莉亜のために戦おう」

　内部に溜ためられた感情が爆はぜ、外部に噴ふん出しゆつしたのは怒りだった。








【三年十組　プレイヤー高たか槻つき里さと美み】






『ねえ、見てる？』

　三年十組の持つスマホの画面には里美の笑え顔がおがあった。

『あなたたちのフォローのおかげで殺せたの。あなたたちが買ってくれた弾丸のおかげよ。ありがとう』

　里美の顔つきは生徒会副会長のままだった。いや、その表情はそのときよりも光を放っているかのようだ。

　椎しい名な流る華かは思った。元々彼女は自分よりも光量を放つ人間だった。学力や運動能力、人格や声や容姿、それら高レベルの因子が結合してできた結晶のような存在だ。それでも流華と里美はお互いに認め合い友情を育はぐくんだ。流華が里美を受け入れたのは、彼女に野心がなかったからだ。この学校で権力を持つ生徒会にも興きよう味みがなかった。それは流る華かと違うところだった。

　一年時からコネを作り資金の流通経路を確かく保ほするなど裏工作に明け暮れた流華と違い、里さと美みは自然に学生生活を送っていた。権力を順じゆん調ちように手に入れていった流華と同じく、里美は別のポジションで光を放っていたのだ。

　感受性に富む里美は特に音楽によって人を惹ひきつけた。彼女の歌を聴きくと誰だれでもリズムを取ってしまう。バンドを組んでヴォーカルとして活動していた里美は、あるとき学校のイベントで演奏することになった。大きなステージで生徒たちの注目を集めての演奏。だが、その演奏中にトラブルが起こった。電源が落ち音も明かりも消えてしまったのだ。

　だが里美は何事もなかったかのように歌い続けた。暗くら闇やみの中で生徒たちは彼女の歌声に魅み了りようされた。流華も暗闇でその声を聴きながら思った。

　──消さねば。

　流華と里美の亀き裂れつはそのときに生じたのだ。

　流華はまずバンドのメンバーから里美を孤立させた。里美を理解し受け入れることのできるのは自分だけだと示すためだ。そして二度と歌わせなかった。翼つばさをむしって籠かごの中に押し込めた。

　もしかしたら恋をしていたのかもしれない。自分のものにするため、里美という要素を少しずつ削っていき、傷つけ、そして支配した……。

　その後、二年中ちゆう盤ばんの早さで生徒会長にのし上がった流華は、里美を生徒会の副会長にした。それは自分の下に里美を置くという誇示だった。人形のように流華の横に置き、学校の生徒に格づけをアピールしたのだ。

　道具にされた里美は、それでも整ととのった笑えみを浮かべ続けていた。しかし、その笑みは少しずつ歪ゆがんでいき、闇が体の中に溜ため込まれた。

『ゲームのためにもっと弾丸が必要なの。だからお金がほしい。ねえ、私のおかげで三年十組にはお金が入ったのでしょ。だからワームに補給して』

　里美が語りかけている。確たしかに十組の生徒には大量のデリカが給付されていた。それは明らかに殺人の報酬だった。

『あと、他ほかのクラスからも弾丸を買うお金を集めるわ』

　ずっと気づいていたが、里美の背後には拘こう束そくされた女子生徒たちの姿がある。彼女たちのワームを介して、そのクラスにもメッセージを送っているのだ。里美は人ひと質じちを取っている。

『これから各クラスはワームにデリカを補給すること。一番少ないクラスの人質から──撃うつ』

　流華は大きく息を吐いて目を閉じる。

　生徒会室の外から叫び声が聞こえた。混こん沌とんとした声は、死んだ美み莉り亜あへの謝しや罪ざい要求や、これ以上の武力行使の反対を叫んでいる。実行犯となった三年十組へのデモだった。

『ねえ見てる？』

　再び目を開けると微笑ほほえむ里さと美みが見えた。それはずっと学校で浮かべていた笑えみだった。

「ええ、見てる」

　流る華かは心の中で返答した。








【一年四組　プレイヤー能の嶋じま恭きよう子こ】






　空からっぽの教室から声が聞こえた。

『お願ねがい』

　声はスマホからだった。机の上に無造作に置かれたスマホには充電器が繫つながっていた。

『見てくれてる？』

　後ろ手に拘こう束そくされた下着姿の少女は、このクラスに在ざい籍せきしていた。

　里美が美み莉り亜あを撃うった時、能嶋恭子は逃げることもできずに固まっていた。思考停止状態、というのが一番近い表現だろうか。呆ぼう然ぜんと座り込む彼女に里美が銃を向け、抵抗することなく拘束され人ひと質じちとなってしまった。この状況下で頼れるのは自分のクラスしかない。だから彼女は呼びかけ続ける。

『誰だれか返事して』

　しかし彼女の目の前にあるだろうワームは反応しない。

『弾丸を買うお金が集まらないと殺されるの』

　涙を流しながら彼女は語りかける。しかしワームは沈ちん黙もくする。

　四組の生徒たちは死のゲームから目を逸そらしたのだ。画面からの情報を遮しや断だんし関係を絶った。しかしそんなことは彼女は知るよしもなく呼びかけ続ける。

『ねえ、お願い……』

　ワームは沈黙する。








【一年五組　プレイヤー雪ゆき村むら琴こと音ね】






　沈黙した一年四組の隣となり、一年五組には生徒が集まっていた。

「琴音をどうする？」

「生徒会は役に立たない」

「ただ撃たれるわけにはいかない」

　教室は熱ねつ気きに包まれていた。交される言葉は少しずつ攻こう撃げき的てきになっていく。雪村琴音というキーパーソンを守るため、そして一年五組という枠組みの中にいることを確かく認にんするため、消極的な意見は出なかった。

「先にやるしかない」

「私たちがついているから」

　声は画面の向こうに投げられる。

「先に撃うつの」

「じゃなきゃ撃たれる」

　画面の雪ゆき村むら琴こと音ねは銃を握る。

「そうよ琴音」

「近くに怪け我がをしているプレイヤーがいる」

「まずそのプレイヤーを、撃ちましょう」

　熱ねつせられた声に押されるように、雪村琴音は立ち上がった。








【二年八組　プレイヤー司し馬ば遥はる香か】






《なんで逃げたの？》

《里さと美みさんを止めればよかった》

《あなたっていつも逃げてばかり》

　司馬遥香は耳を塞ふさいでいた。

　足が痛む。撃たれたわけではない、逃げる時に転んで挫くじいたのだ。

《体育祭でも遥香は転ばなかった？》

《そのときも保健室にこもってた》

　無記名のメッセージが降り注ぎ、ネガティブな言葉が体に突き刺さった。

「もうやめて、静かにして」

　遥香は呻うめいた。気にくわないのなら無視すればいいのに、なんでこうしてメッセージを送ってくるのか。もしかしたらこのメッセージはずっと教室にあったのかもしれない。この世界に来たことで具現化して見えるようになったのだ。

《なんか言いなよ》

《いつも自分だけが苦しんでるふりして》

《誰だれかが助けてくれるのを待ってるんでしょ》

「やめて！」

　遥香の絶叫と銃声が重なった。

　遥香の喉のどから残りの空気が漏れ、そのまま動きを止めた。銃弾を受けた胸に血の染みが広がっていく。

　彼女の望みどおり、ワームが声を発することは二度となかった。








【一年七組　プレイヤー月つき島しま伊い央お】






　呼ばれたような気がして萩はぎ原わらは顔を上げた。

　教室だった。窓の外を見ると明るくなった空が見える。眠ってしまったのだ。

　他ほかの生徒も机に突っ伏すようにして眠っている。クラスの話し合いは終わったが、誰だれも帰ることもできず教室で夜を明かしてしまった。

『萩原君』

　声は画面からだった。

「月島」

　横たわる伊央が目を開けていた。意い識しきを取り戻したらしい。

「体たい調ちようは？」

『平気。ちょっと痛むけど』

　傷口はまるで溶接したかのようにふさがっていた。だが、出血のためか顔色が青白い。

『あまり見ないで』

　伊央は血に濡ぬれたワンピースの布地で傷口を隠した。そのまましばらく沈ちん黙もくが流れる。

『どうしたの？』

「迷ってるんだ」

　何が彼女にとって最良の選択となるのか……。

『なんで男の子って道を聞くのが苦手なの？』

　伊央はくすっと笑った。

「目を覚ました？」

　やりとりに気づいた鳴なる美みが近寄ってきた。

「ああ、回復したようだ」

　やりとりに次々と生徒たちが目を覚ます。

『みんな、いるんだね』

　伊央は体を起こし、わずかに顔をしかめた。

「いるよ、安心して」

　緋ひ香か里りが画面に口を近づけ囁ささやいた。

『治ち療りよう費ひ、かかった？』

「そんなの気にしなくていい。友達じゃない」

　伊央は痛みに耐えながらも笑えみを浮かべた。ホルスターの銃を確かく認にんしたあと、ワームに顔を近づけた。画面に伊い央おの瞳ひとみがアップで映る。

　すべての生徒が起き、画面を見つめていた。彼女の瞳を映したまま画面に沈ちん黙もくが流れる。誰だれも言葉を発することがなく教室の時が流れる……。

『ごめんね』

　画面の瞳が閉じられた。

『今ならはっきりとわかる。私はみんなと本当の友達じゃなかった』

「そんなこと……」

　緋ひ香か里りが声を絞り出したが言葉は続かない。

『私って目の色が違うからみんなと同じものを見てるのかなってずっと心配だったの。それでせめて同じものを感じようってずっと合わせてた。みんなの言葉を受け入れ、自分の意見をいわなかった。そんなの違うよね。友達じゃなかった』

　緋香里と鳴なる美みが視し線せんを合わせている。

『好きな人だってそう。みんなと同じことを言っただけだった。でも、私だけ目の色が違うから目立っちゃったのかな』

　腹に鉄塊を撃うち込まれて彼女は変化したのかもしれない。月つき島しま伊央という表皮が銃弾によって破かれた。

『一年七組の教室に、私、なんていなかった……』

　萩はぎ原わらは彼女の瞳から目を逸そらし窓を見つめた。窓際に置かれた植物がすべて枯れているのが見えた。窓際の花はずっと彼女が世話をしていたことにここで気づいた。

「生きて帰ってくればもう一回やり直せる」

　枯れた花は捨ててもう一度育てればいい。今度こそ窓際でなく教室に彼女の居場所を。

『もう一度、手て伝つだってくれる？　萩原君』

　伊央の指名に萩原はうなずいた。

「だから戻ってこい」

『色が違って、さらにお腹なかに穴が空いている。こんな私でもいいの？』

「もちろんだよ。戻ってきてほしい」

　鳴美が涙をぬぐいながらうなずいた。

『ありがとう』

　伊央は微笑ほほえんだ。

『じゃあ私の言葉を聞いてほしい。私は戻りたい。そしてもう一度やり直したい。そのための私からの問いかけはシンプル。私は銃を撃つ決意をしたから、その協力をしてほしい』

　教室の時が止まった。

『みんなの答えを聞きたい。イエスかノーか』

　菫すみれ色いろの瞳がこちらを見つめていた。




　　　　　　　　　　＊




　校舎の外が騒さわがしい。

　死体が見つかった、ということだった。あちらの世界の二人ふたり目めの犠ぎ牲せい者しやがこちらの世界に出現したのだ。

　残り二十八人。画面にはそう表示されていた。

「やっぱり二年八組のプレイヤーみたい」

　様よう子すを見に行っていた鳴なる美みが教室に戻ってきた。鳴美の言葉にクラスメイトも困惑している。少しずつ向こうの世界とこちらの世界が重なっていく不吉な感覚……。

「なんで死体がこっちに？」

　萩はぎ原わらの隣となりで作業していた緋ひ香か里りが聞いた。

「メッセージだろう。お前たちは部外者ではない、と」

　伊い央おに撃うち込まれた弾丸が腹ではなく頭だったら、彼女の死体も学校に出現したことになる。

「だとしても、あんなに早く死体が出現するなんて」

　死んだのは昨日きのうの深夜ぐらいだと推測している。そのあたりで残り人数表示に変化があったからだ。ということは数時間で死体が出現したということだ。

「思ったよりも近いのかもしれない」

「あっちの世界が？」

「うん。あっちの世界というけど異世界なんかじゃない。現実的に死体を運ぶ必要がある」

「でも、どうやって死体を私たちに気づかれずに」

「推測だけど、エレベーターを使っているのかも。この学校のエレベーターシステムはリニア式だろ。縦たてにも横にも動く。そして俺おれたちの知らないルートがたくさんある。学校の外からリニアエレベーターに死体を入れて屋上から投げ落とす、とか」

　美み莉り亜あが飛び降りたと思われる屋上は、立ち入り禁止になっていた。

「じゃあさ、元々そんなシステムがこの学校に……」

　萩原は緋香里の口に指を添えた。

「余計なことを考えなくていい」

　まずは伊央のことだ。彼女の生存が最さい優ゆう先せんだ。そのためには何が必要かというと、やはり弾丸だ。コロシアムに散らばる弾丸を集めれば生き残りの確かく率りつが高くなる。

「情報が重要だ。こちらの動きを漏らさない。そして他ほかのプレイヤーの情報を得る」

　そばにいた鳴美がうなずいた。

「スマホの持ち出しは禁止するわ。外に出る時はこの教室に置いていく」

　生徒たちがざわついたが反はん論ろんは出ない。

「そして、聞かれても伊い央おの居場所や状況などを絶対に漏らさないこと。情報を共有しようという甘かん言げんに耳を貸さない」

　鳴なる美みははっきりと言った。彼女は伊央を受け入れたのだ。上うわっ面つらだった教室の交流ではなく、危険を冒おかしてでも伊央を救おうとしていた。

「そうだね。些さ細さいな行動で伊央ちゃんの運命が変わる。彼女の問いはシンプルだった。イエスオアノー。降りる人がいたら今のうちにスマホを置いて教室を出ていって。教室を出ても責めないと約束する」緋ひ香か里りが言った。

　教室から出ていく生徒はいない。鳴美と緋香里が明めい確かくな意思表示をしたことで、一年七組の行動は決定づけられた。たとえ他人を殺すことになっても伊央を救う、と。

「半分は教室に残ってスマホを守ろう。そして半分は外に出て情報収集をする。簡かん単たんに情報を漏らす間抜けは必ずいる。そこにつけ込む」

　萩はぎ原わらは行動指針を決めた。もしも教室に強引に入ってこようとする人間がいればスマホを物理的に守らねばならない。なので男子を中心に教室に残す。女子は他ほかから情報を得やすいという利点があるので積せつ極きよく的てきに外に出る。

「少しでも伊央の情報を漏らしては駄だ目め。スパイ行為は許さない」

　鳴美が女子たちに釘くぎを刺した。

「まず、なんとしても知りたいのは、高たか槻つき里さと美みの動向だ」

　里美はコロシアムのキーパーソンだ。彼女はクラスメイトへの復ふく讐しゆうのために殺人を犯した。ただしそれ以降はむやみに他人を傷つけてはいない。それは銃弾を集めれば勝てると踏んでいるからに違いない。

　つまりゲームの必勝法は、総数三十発の弾丸をどれだけ集めるかだ。

　萩原は緋香里と共に生徒会室へと向かった。すでに生徒会の議ぎ会かいは崩ほう壊かいしているが、里美のクラスメイトである流る華かの出方を知りたかった。

　しかし生徒会室前は混乱していた。生徒たちが座り込み、生徒会室のドアを叩たたいて怒号を上げている者もいた。

「羽は留る奈な」

　萩原は廊下に座り込んでいる羽留奈に気づいた。羽留奈は萩原からすっと目を逸そらす。生徒会室の前にいる数十人は、あの死んだ二人ふたりの犠ぎ牲せい者しやのクラスメイトだった。

「何やってるんだ？」

「生徒会長への抗議行動」

　後ろめたそうな羽留奈の表情からすると、この行動は彼女の本意ではないのだろう。

　廊下に怒号が響ひびいている。殺人ゲームをやめろ、死者への謝しや罪ざいをしろ、責任を取れ……。

「非生産的なことを」

「ここにいないほうがいい」

　羽は留る奈なは萩はぎ原わらの耳元で囁ささやいた。

「会長、出てきてください。まだ多数のプレイヤーが危険にさらされています。情報を統合して安全確かく保ほをする必要があります」

　緋ひ香か里りが生徒会室のドアを叩たたいた。

「おい！」

　男子生徒に緋香里が胸ぐらを摑つかまれた。

「まだ、ゲームをやってんのかよ！」

「殺し合いの相そう談だん？」

　鬱うつ憤ぷんしていた怒りがいきなり緋香里へと向かった。

「違います！　私が願ねがっているのは友達の安全です」

　緋香里はそれでも声を上げる。

「それが殺すってことよ！」

　女子生徒が緋香里の髪を乱らん暴ぼうに引っ張った。それがきっかけになり緋香里がもみくちゃにされる。

「やめろ！　彼女は関係ないだろ！」

　萩原は必死に割って入った。緋香里に詰め寄っていた女子を引きはがすと、その場から逃げるように離はなれる。緋香里のブラウスは破け、リボンもほどけた髪は乱れている。

「ごめんね」

　悲しげに首を振る羽留奈の横をすり抜け、廊下を逃げた。

「大丈夫か？」

「……うん」

　緋香里は乱れる着衣を直しながらうなずいた。

「流る華かのクラスメイトから聞くしかないか」

「無理よ」緋香里が首を振る。「絶対に箝かん口こう令れいを敷しいている。あの人はこんな状況でもカードは簡かん単たんに手放さない」

　緋香里の言うとおりかもしれない。高たか槻つき里さと美みは生徒会と流華を失しつ墜ついさせたジョーカーだが、それでも流華に残された最後の切り札でもあるのだ。流華ならそう考えるはずだ。

「萩原！」

　鳴なる美みが廊下を走ってきた。

「画面に人ひと影かげが」

「しっ」

　萩原は鳴美を制し周囲を見回した。そういった情報も聞かれてはまずい。

「とにかく行こう」

　三人で教室まで走る。中に入ると異様な緊きん張ちよう感かんが空間を包んでいた。それでも駆け込んできた三人を見て、クラスメイトたちは安あん堵どの表情を浮かべた。

　萩はぎ原わらは自分の座席に戻り画面を覗のぞき込む。まだ変化に気づいていない伊い央おが木を背にして座っている。レーダーの反応はない。敵が銃弾を持っていないか、レーダーの範はん囲い外がいなのか。

「人ひと影かげらしきものを見つけた」

　伊央に言うと、彼女は銃を握って体を起こす。その動作でわずかに顔をしかめた。やはり傷が痛むらしい。

「人影は？」

「よく見えないけど、リングをはめているような……」

　別アングルを見ている女子生徒が返答した。となるとバックにクラスがついているプレイヤーだ。そして問題は相手が弾丸を持っているか否かだ。

　銃弾の数はコミュニケーションの強さに比例する。それはこちらの世界でも同じだ。同じ立場で対話しているように見えても、武力をもった側の言葉が強い。平等な対話をするためには同じ武力を持つ必要がある。だからこそ世界はこぞって軍拡を繰くり返してきた。

　伊央の所持弾数は一発だ。相手が数発持っていたら逃げねばならない。そのためには相手より早く相手の弾数を知る必要がある。

「月つき島しま、脱ぐんだ」

「はあ？」

　隣となりにいた鳴なる美みが啞あ然ぜんとした声を上げた。

「レーダーだ。少しでもレーダー範囲を広げたい」

　レーダーの能力は衣装と関連があることがわかっている。重装備ほど索敵範囲が狭く、軽装ほど広範囲となる。それは装備での有利不利をなくすためのシステムであるようだが。

『わかりました』

　伊央は淡々と言い立ち上がった。しばらく迷った仕し草ぐさをしたがワンピースの袖そで口ぐちから手を入れ、何かを外した。そしてスカートの裾すそをまくって、ショーツを脱ぐ。

　伊央は唇を嚙かみしめながら、手に持ったトップとショーツを放り投げた。今の伊央は薄うすっぺらいワンピース一枚となる。同時にレーダー範囲を示す円が広がった。

「……見えた」

　装弾数一だ。

「どうするの？」鳴美が焦っている。

「弾数が同じなら逃げるわけにはいかない」

　傷を負っている伊央は逃げ続けることができない。またこの周辺には生命維持の命いのち綱づなともいえる自動販はん売ばい機きがある。つまりこのエリアからの撤てつ退たいは状況を不利にする。それは相手も同じだろう。銃を向けられるたびに逃げていたら八方ふさがりになる。

「月島、慎重に近づくんだ。できるだけ気づかれないように」

　伊い央おは銃を手に森の中を移動する。相手のレーダーの感度はどのくらいだろうか。

「結構重装備。迷彩コスチュームを着てる。……あ」

　画面をじっと観かん察さつしていた緋ひ香か里りが声を上げた。相手側もこちらに気づいたようだ。銃を抜いて構えるのが見えた。

「弾道計算アプリを作動させる。緋香里は画像の解析ソフトを」

　まだ距きよ離りは遠い。ただし絶対に当たらない距離とはいえない。仮想マップと両者の位置を計測し終わり、萩はぎ原わらは現在の着弾率を計算する。

「一パーセント以下だ。安心しろ」

　だが伊央の表情は硬いままだ。当然だろう。一パーセント以下というのは机上の数値だ。九十九パーセント以上安全だから安心しろ、と言っても彼女が安あん堵どするはずがない。

「交渉したいな」

　だが、声が届く距離は銃弾が当たる確かく率りつが高くなる。相手に撃うたせ、外れればこちらの勝ちだが、それは伊央にとってギャンブルとなる。萩原の脳裏に弾丸を受けた伊央のシーンが浮かぶ。もうあんなことがあってはならない。そして、もう高こう額がくな治ち療りよう費ひを払うこともできない……。

　現在の二人ふたりは距離を置いて向かい合っている。相手が逃げる気け配はいはない。

「おそらく──一年三組の原はら田だ美み砂さちゃん」

　画像のクリアーを終えた緋香里が、プレイヤーの写真と映像を見比べている。

「三組か」

　チェス研けんメンバーの北きた野ののクラスだった。三組は弾丸を持っての行動に出ていたのだ。しかし、その行動はどこまで積せつ極きよく的てきなものかはわからない。

「対話するしかない」

「声なんて届かないし、刺激しないほうが……」

「三組とだ」

　異を唱える鳴なる美みに言った。

「緋香里と鳴美、すぐに三組との対話の場を作ってくれ。交流のある友達がいるだろ。それを利用しろ。すぐにだ」

　画面の向こう側は銃を向け合ったまま凍りついている。恐ろしいのはこの状況で第三者が出現することだ。そうなったらこの場を制御することは不可能となる。

　伊央はしゃがんだ状態で銃を構えている。いつの間にか銃の構えが様になっているその姿を見て何な故ぜか息苦しさを感じる。

　すぐに鳴美が駆け込んできた。

「応じるって。三組の教室で」

「行こう」

「スマホは？」と、鳴美。

「一つだけ持っていく」

　萩はぎ原わらはスマホを持って教室から駆け出す。

　三組では男子生徒たちが集まって状況を見つめていた。その中に北きた野のの姿もある。教室の端でおどおどと集まっている女子たちは遠巻きに見つめているだけだ。三組はクラスの意思統一ができていないのかもしれない。

「プレイヤー同士でお互いのレーダー範はん囲いに入った。そのことについて話し合いたい」

　萩原は手近な座席に座った。背後には鳴なる美みなど数人がいる。

「交戦はしたくない、退しりぞいてくれないか」

　返答したのは北野だった。

「それはできない。このエリアを明け渡すことはできない」

　萩原はきっぱりと言った。できれば北野とは争いたくなかった。しかしそんな甘いことを言っている場合ではない。伊い央おの障害となる存在はすべて敵だ。

「少しだけ近づいて」

　萩原は画面に向かって囁ささやいた。伊央は少しだけ前進する。まだ銃弾が当たる距きよ離りではない。確かく率りつ的てきに先に撃うったほうが損をする。

「やめろ、動くな」

「そうよ、撃ち合いなんて」

　状況を見守る三組の生徒たちが言った。

　ここで萩原は察した。まだ三組とプレイヤーは覚悟を決めていない。ゲームに勝ちますと断言した伊央とは違うのだ。

「強く言えば退かせられる」

　察した鳴美が耳元で囁いた。

「こちらからの条件提示は、銃弾を置いて立ち去ることだ。そうすれば攻こう撃げきはしない。追走もしないと約束する」

　萩原の強硬な主張に三組の生徒たちは凍りついた。隣となりの鳴美すらも驚おどろいている。

「萩原、こっちに攻撃の意思はない」

　北野が困った様よう子すで割って入る。

「こっちはある」

　萩原はこのゲームの必勝法に気づいていた。それは先に本気になること。だからこそ決断した高たか槻つき里さと美みは勝利を手中に入れている。

「月つき島しま、距離を詰めろ」

　萩原の指示を聞いて伊央が前進する。弾道計算ソフトの数値が上がっている。伊央の命中率と同時に被弾率も十パーセント前後まで上昇した。

「おい、これ以上……」

　三組男子が目を見開いている。あちらもソフトを使っているのだ。

「なあ、俺おれたちは話し合える」

　北きた野のが必死に説得する。

「わかっている。弾丸を置いていけば攻こう撃げきしない。その約束は必ず守る」

　この時点で複数の弾丸を持つ必要があった。一発では威い嚇かくにしかならない。撃うてる弾丸が必要なのだ。

「周辺は混乱している。下へ手たに動くより、弾丸を捨てて逃げたほうがいい。レーダーに引っかからないからな。俺たちは高たか槻つき里さと美みと対決する。だから弾丸を渡すんだ」

　里美という最大の障害を排除するということは、三組のプレイヤーの原はら田だ美み砂さにとっても利益があるはずだ。

「ああっ」

　三組女子が悲鳴を上げる。見ると伊い央おが無防備に立ち上がっていた。銃を構えずゆっくりと歩き始めたのだ。

「何を……」

　止めようとした鳴なる美みを萩はぎ原わらは制す。

　銃を構えていないので命中率はゼロ。伊央の被弾率だけが上がっていく。

　原田美砂は銃を構えたまま石化している。遠目からでも震ふるえているのがわかった。

「交渉を破棄するなら撃っていい。ただ、撃ったらこっちも撃つ。必ず反撃する」

　萩原の決意を察したのか、北野は口をつぐんだ。

　血のついた薄うすいワンピースだけを身にまとって伊央が向かっていく。被弾率はついに三十パーセントを超えた。これはチキンレースだ。狂気を見せたほうが勝つという破滅のゲーム。

　──止まれ。

　そんな言葉を必死で吞のみ込んだ。

「わかった、止まれ。要求を吞む」

　ついに北野が折れた。

「みんなもいいな。この距きよ離りで撃ち合いになったら危険だ。だったら弾丸を捨てる」

　背後の三組の生徒たちは曖あい昧まいにうなずいた。

「彼女に指示を」

　素す早ばやく萩原は言った。彼らに考える時間を与えてはいけない。

　画面では近距離で二人ふたりのプレイヤーが向かい合っている。だらんと腕を下げていた伊央が銃を構えた。お互いに被弾率は五割を超えてしまった。

　ついに三組の指示を聞いた原田美砂が逃げ出した。

「追うな」

　萩原は伊央に指示を出す。契約は守られた。レーダーには動かない光点があった。彼女は銃弾を置いて逃げたのだ。

「弾丸を拾って移動する。ほんの少しだけ動く」

　萩はぎ原わらはスマホを手に取り立ち上がった。

「いい判断だった」

　教室から出かけた萩原に北きた野のが声をかける。

「本気でやるつもりなのか？」

「しばらくこの周辺で隠れているんだ。そのうちに里さと美み周辺で動きがあるだろう」

　萩原たちは三組の教室から出ていった。

「ねえ、少し強引じゃない？　共きよう闘とうできたかも」

　廊下で心配そうに鳴なる美みが言う。

「犠ぎ牲せい者しやが出た今、このゲームは共闘できない」

　そんなとき、七組の教室から残っていた生徒が出てきた。

「近くにまた人ひと影かげが。今度はフリーだと思う」

　状況が動き出している。里美の許もとから逃げだしたフリープレイヤーだが、中心部から離はなれられない理由がある。それは食しよく糧りよう問題だ。里美の行動がきっかけになりフリープレイヤーの精神状態も臨りん界かい点てんを迎えているはずだ。

「月つき島しま、自動販はん売ばい機きに戻れ」

　萩原は指示を出して七組の教室に戻る。

　萩原が座席に座ったのとほぼ同時に、伊央が自動販売機にたどり着く。

「銃を撃うつ」

　周囲の生徒が息を吞のんだ。

「威い嚇かく射しや撃げきだ。当てなくていい」

　こちらに撃つ意思があるということを示さねばならない。武力をアピールし間接的に対話を行う。

「撃ったらすぐに自動販売機で弾丸を買う」

　撃った瞬しゆん間かんに弾丸のソールドアウトが消える。他ほかのプレイヤーも自動販売機に張りついている可能性があるのですぐに買わねばならない。

「撃て」

　銃声が鳴なり響ひびいた。彼女は初めての発砲をあっけなくこなした。クラスメイトのスマホの画面を覗のぞき込むと、フリーの人影が逃げていくのが見えた。伊央はそのままデリカを使って自動販売機で銃弾を購こう入にゆうする。

　さらに伊央は空に向けてもう一発撃った。

　号砲のようなその爆ばく音おんは、萩原たち七組へのメッセージのように思えた。

　──ここまできたら止まれない。

　進むしかなかった。すでに弾丸を発射し意思表示をした。この状況から両手を上げて話し合うということはできない。やるべきことは銃を向けてのコミュニケーションしかない。そのコミュニケーションの勝敗は武力で決まる。萩はぎ原わらが伊い央おにしてやれることは弾丸を集めること。武力を誇示して伊央を守るのだ。




　ゲームはノンストップで続く。

　広がったレーダーと学校での情報収集によって、プレイヤー同士のニアミスが増える。伊央はそのプレイヤーとの交渉においてすべて勝利した。周辺の自動販はん売ばい機きはすべて伊央のエリアとなった。

「弾丸購こう入にゆう費ひが苦しいって意見が出てる」

　伊央のフォローをする萩原に緋ひ香か里りが耳打ちした。

「だからって払わないわけにはいかない」

　伊央は銃を撃うつようになったが、あくまで威い嚇かく行為だ。美み莉り亜あを殺した流る華かのクラスには報奨金が出たという噂うわさがあるが、だからといって伊央に殺人を強制することはできない。

「医い療りよう費ひで結構払ってるから」

　教室にいる生徒たちが疲労しているのが見て取れた。監かん視しと情報収集をノンストップでやり続けているのだ。

　さらに一年七組の強引な行動が漏れたのか、教室の外では武力行使反対のキャンペーンが張られている。彼らが教室に入ってくることはないが、それらは七組の生徒たちの精神を少しずつ削っていった。

「クラスをまとめられるのは緋香里しかいない」

　萩原はコピーしたプリントを緋香里にそっと渡した。

「え？」

　それを見た緋香里が驚おどろいている。

「伊央に投資した額がくだ。この情報をこっそりと漏らすんだ。投資額下位の人間にこれで圧力をかけろ」

「そんなこと……」

「そういうの得意なんだろ。この教室で伊央を追い込んだようにやるんだ」

　萩原の言葉に、緋香里は息を吞のんだ。それでも唇を嚙かんでうなずく。

　画面からは発砲音が鳴なり響ひびいた。

　自販機前に陣取るプレイヤーと交戦しているのだ。伊央は無防備に近づき、銃弾の数の多さを利用して発砲する。

　発砲音がするたびに萩原の体が削れていくような気がする。バターナイフで身を削そいでいくように何かを失っていく。本当にこれでいいのか……。

　画面の端で血しぶきが舞った。伊央の放った銃弾がプレイヤーの足に当たったらしい。致命傷でないのか彼女が逃げていくのがわかった。伊い央おはさらにその背中に威い嚇かく発砲する。

　銃声、銃声、銃声……。

　思った。伊央がこのゲームに勝利したとして、果たして彼女は月つき島しま伊央なのだろうか。常に笑え顔がおを浮かべて窓際の植木鉢の世話をしていた優やさしい少女、という要素は残っているのか。銃弾によって破は瓜かした彼女はもう月島伊央ではないのでは？

　そして一年七組、いや自分は彼女を受け入れられるのか。

　……考えるな。今やるべきことはゲームに勝つことだ。そして伊央を救う。たとえ他人を傷つけても彼女を生き残らせる。

　しかし萩はぎ原わらは限界を感じていた。七組の資金だけではない、伊央の放つ銃声を体が拒絶していた。まるで銃声は彼女の悲鳴のようで胸が痛い。このままではおかしくなってしまう。

　だったらやるしかない。勝負を決めるのだ。すでに伊央はコロシアムで二番目の武力を持っている存在だ。ナンバーワンを倒せば伊央の勝利は決まったも同然となる。たった一回でいい。里さと美みに向かって銃を放てばコロシアムの争いは終わる。

　あとは銃声など聞くこともなくゆっくりと伊央は勝利する。最大の武力を抱えたまま他ほかのプレイヤーが力尽きるのを待てばいい。

　やるしかない。高たか槻つき里美を──撃うつ。

　そのとき教室の扉が開いた。それを見て萩原は目を見開く。

　教室に緋ひ香か里りが戻ってきていた。そしてその後ろには流る華かの姿があった。

「里美を止めてください」

　流華は言った。
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　銃声に体が熱あつくなるのがわかった。

　弾丸を発射するたびに気分が高揚し体の痛みが消えていく。もはや発砲にためらいはなくなっていた。伊央は思う。これまでずっと私は笑顔を作って両手を上げていた。だから誰だれにも認められなかった。こちらの世界でもあちらの世界でも大事なのは、はっきりとした意思表示なのだ。

　──だから撃つ。

　伊央はスタートエリア周辺の自動販はん売ばい機きを移動し続けていた。基本的にプレイヤーは自動販売機の近くにいるからだ。銃を撃ってプレイヤーを排除することを繰くり返すことで弾丸も増えていった。そして銃弾を失ったプレイヤーは自動販売機から離はなれて息を潜ひそめることしかできない。つまりゲームからの脱落、銃弾という言葉を捨てた人間の末路だ。

　伊央はさらに発砲しながら自動販売機に近づく。銃声が響ひびき伊央の背後の木の枝が吹っ飛んだ。自動販売機に隠れていたプレイヤーからの反はん撃げきだった。これで彼女は弾丸を失った。

　伊い央おが銃を構えたまま自動販はん売ばい機きに駆け寄ると、彼女が逃走するのが見えた。伊央は空に向けて威い嚇かく発砲し、ワームを自動販売機に添えて銃弾を買う。

　現在の所持弾数は──七発。

　拳けん銃じゆうをスイングアウトして空から薬やつ莢きようを捨てると、伊央は一発ずつ弾丸を装そう塡てんした。そんな手つきにも慣なれてきた。今、発砲したばかりなので拳銃が熱ねつを帯びている。その熱あつさが心地ここちよく、伊央は指先で銃身を擦さすった。

　この銃を通じてクラスメイトと感情を共有できていると、そう思った。銃身から発射される弾丸は自分とクラスメイトの感情そのものだからだ。戻りたい。伊央はそう思った。教室に戻れば今度こそうまくやれる。偽物の笑え顔がおでやりすごすことなく心から通じ合える……。

『月つき島しま』

　ワームから声が聞こえた。

「どうしたの？」

　声を聞いて少しだけ高揚していた精神の温度が下がったように感じた。

『傷は？』

「平気」

　ふっと自分の姿を見て気恥ずかしさを感じてしまった。自分はなんという格好をしているのだろうと思った。薄うすっぺらいワンピースは裸同然だった。それに全身は傷だらけで、お腹なかには醜みにくい風穴が……。伊央は胸と腹にそっと手を添えた。

『少し動きたい。できる？』

「もちろん」

　何を恥ずかしがっているのだ。こんな状況で自分の格好を気にするなんてと、伊央は恥じた。くだらない感情を消すためにはもっと熱が必要だ。銃を撃うって蒸発させるしかない。

『高たか槻つき里さと美みの銃弾を奪う』

　伊央はその言葉をしっかりと受け止めた。

「うん」

　いつかはやらねばならないことだった。そして今の自分ならできるはずだ。このコロシアムは昔の矮わい小しような自分を捨て去るために与えられた場所だ。だから戦え。そして戻るのだ。

　伊央は一年七組の教室を思い浮かべようとした。しかしうまく思い出せない。霞かすみがかかったようにぼんやりとしている。

　伊央は首を振った。くだらない感傷に浸ひたってはいけない。今やるべきことは戦うことだ。

　銃が放つ熱に身を委ゆだねろ。
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　締しめ切られた夜の教室には全員が集まっている。

「里さと美みはコロシアム中心部から動いていません」

　窓際の椅い子すには流る華かが座っていた。

　彼女は緋ひ香か里りの説得によってここに来た。罪を犯した里美の贖しよく罪ざいとして、里美の情報を流すとのことだった。これによって里美との対決が有利に進められる。これは流華の説得を続けた緋香里のファインプレーだった。

「里美が自分から動かないのは重装備だからです。ヘルメットや防弾チョッキなどを装着しています」

　その代わりにレーダーを捨てたということだ。

　あれから里美は積せつ極きよく的てきにプレイヤーを殺してはいない。人ひと質じちは手足を拘こう束そくして放置しているらしい。つまり無む駄だ弾だまを撃うちたくないということだ。弾丸の所持数は約二十発。武力では負けている。

　故にこちらはレーダーと機き動どう力りよくを生かしてヒットアンドアウェー戦法で攪かく乱らんする必要がある。里美はクラスメイトのフォローを受けられないが、伊い央おには万全なバックアップがあるという利点もある。戦えば勝てる。

「みんなわかってるわね。ここでのミスは決して許されない。伊央を救うために全力を尽くす」

　鳴なる美みが皆に語りかけている。生徒たちの表情は硬かった。無理もない、ずっと緊きん張ちようの糸を切らすことなく伊央のバックアップを続けてきたのだ。そしてこれから起こるだろうことも察している。ほぼ確かく実じつに、伊央か里美の体に銃弾が撃ち込まれる。それでもクラスメイトを救うためにここまで努力してきたのだ。ここで降りるわけにはいかなかった。

「夜の闇やみに乗じて突っ込む」

　萩はぎ原わらは皆に説明した。伊央の勝率を上げるとしたら夜戦だった。闇の中ではレーダーの重要性が上がるからだ。

「準備はいいか」

『ええ』

　はっきりとした伊央の返事だった。恐怖などは微み塵じんも混じっていない。

「ゆっくり移動しよう。ゆっくりでいい」

　萩原は伊央を中心部へと移動させる。まずやるべきことは先に里美を見つけること。そして見つかる前に撃つ。

　生徒たちも必死で画面を凝ぎよう視しする。一つのミスが伊央の命を奪うことになるのだ。

　画面にフェンスが見えた。あの向こう側が里美の拠点だ。

「止まって。ワームだけを動かす」

　萩はぎ原わらはワームをフェンスへと移動させる。暗がりの映像には人の姿は映っていない。里さと美みとしても、この早い段階でプレイヤーが襲おそってくるとは思っていないはずだ。

「絶対に見み逃のがすな。全部チェックするんだ」

　萩原は皆に言い聞かせる。

「……オーケー。誰だれもいない」

　鳴なる美みが皆の反応を窺うかがい結けつ論ろんを出した。

「ワームを回収して中に入っていい」

　画面が揺れた。ワームは伊い央おに抱えられてフェンスの中に入る。所々に電灯が灯ともっているが、その光量はとても弱々しい。周囲は重々しく沈ちん黙もくしている。里美がどこにいるかはわからない。しかし必ず弾丸を抱え込んでいるはずだ。

「頭を低くしてゆっくり動いて。レーダーで見つける」

　裸に薄うすっぺらい布きれ一枚の伊央のレーダーの索敵範はん囲いは広い。

　伊央がワームを下ろし、四よつん這ばいになって進むのが見えた。ちょうど後ろからのアングルが映り、伊央の太ももがあらわになっている。

　伊央の吐息だけが聞こえる。しばらく進み、彼女は木の陰に隠れて一息つく。血と汗と虫むし除よけスプレーでべたべたになった体にワンピースの布が貼はりついていた。彼女はそのスカートに手を入れ銃を確かく認にんした。

　いつの間にか教室が沈黙していた。皆は伊央の姿に目を奪われている。半裸の少女と銃というコントラストが美しい。

　萩原の指示を待つことなく伊央は銃を手に持ったまま前進を始めた。

　画面に冷たい光が映った。それは自動販はん売ばい機きの光だった。伊央がそこに慎重に近づいたとき、鳴美が声を上げた。

「映った」

　レーダーに強烈な光が映し出された。それは約二十個が集中する強烈な光点だ。

　高たか槻つき里美に違いない。彼女は広場のような開けた場所にいる。レーダーが使えないため、自らの目視に頼っているという証拠だ。

　ただしここからでは照準をつけられない。もう少し近づく必要がある。

　伊央は指示を出す前に動いていた。地面に這い、匍ほ匐ふくしながら里美に近づいていく。画面では人ひと影かげはまったく見えない。伊央自身の目で捜す必要がある。

　伊央は周囲を確認しようと体を起こした。

　と、そのとき突如叫び声が響ひびき渡った。

『侵入者です！』

　女性の悲鳴のような声だった。教室の空気が凍りつき固まる。

「見つかった、逃げろ！」

　我に返った萩はぎ原わらは伊い央おに指示を出したが、彼女はその前に動いていた。

　伊央は自動販はん売ばい機きに向かって走る。同時に銃声が鳴なり響ひびき萩原はのけぞる。それは里さと美みの発砲だった。侵入者を確かく認にんして撃うってきた。

　自動販売機にたどり着いた伊央は銃を抜く。

『静かにして』

　自動販売機の横に人ひと影かげがあった。しかしそれは里美ではない。縛しばられたプレイヤーの女子だ。怯おびえた女子の表情が一いつ瞬しゆん画面に映る。

『動かないで、動いたら撃つ』

　さらに二発の銃声がして火花が散った。弾丸が自動販売機に当たったのだ。

　伊央は自動販売機に隠れながら反はん撃げきする。立て続けに三発ほど発砲した。

「買え、弾丸を買え！」

　萩原は叫んだ。里美の位置に自動販売機はない。

　伊央はワームをタッチパネルに押しつけ弾丸を購こう入にゆうした。伊央の撃った三発と、里美の撃った三発の合わせて六発を購入する。これで伊央の持ち弾は十発だ。

　勝てる。

　萩原は確信した。この暗がりでは正確に照準をつけることは不可能だ。となると銃弾を補給しながら戦える伊央のほうが有利となる。

　たぶん里美は銃弾を買いに別の自動販売機に走るはずだ。その時が勝負だ。相手を動かせてそこを狙ねらう。

　伊央は自動販売機から身を躍おどらせて発砲した。ぶわっと風が吹いてワンピースがひらひらと舞まう。こっちを狙えと言っているかのようだ。

　それに応こたえたかのように銃声が響く。里美からの反撃だ。

　萩原は必死で悲鳴を飲み込んだ。なんて危険な行動を取るのだ。もしかしたら伊央の精神はすでに壊こわれているのかもしれない。

　銃声に混じって『やめて』と、か細い泣き声が聞こえた。自動販売機前に倒れている女子の声だった。伊央は銃弾を買うと大きく息を吐いた。そして自らのワンピースのスカートをめくる。ソケットから抜いたのはナイフだった。伊央はナイフをその女子に突きつけた。

　ぶちっという妙な音に萩原は息を吞のむ。伊央は何をしている──。

『立って』

　伊央は強引に女子を立たせた。伊央はナイフで彼女の足の紐ひもを切ったのだ。そして銃口を彼女の頭に突きつけた。

『十秒カウントしてからあなたを撃つ。それまでに私から逃げて』

　喘ぜん息そくのような荒い吐息が聞こえた。伊央に銃を突きつけられ全身を震ふるわせている。

『十、九、八……走って！』

　伊い央おはカウントを始めると、強引に彼女を自動販はん売ばい機きから押し出した。

『撃うたないで！』

　彼女は悲鳴を上げながら走る。同時に銃声。それは里さと美みの発砲音だ。

　すでに伊央は走っていた。身を低くして暗くら闇やみに向かって走る。伊央の肩にしがみついているワームからの映像が激はげしく揺れている。

　銃声が立て続けに響ひびき、萩はぎ原わらは自分が撃たれたような錯さつ覚かくに陥る。これはゲームではない。まぎれもなく現実だ。画面のすぐ向こうに死そのものがある。激しい息づかいが聞こえる。それが横にいる鳴なる美みのものであることにやっと気づいた。どっちが画面だかわからない。画面の出来事が現実に浸透してくる感覚だった。

　轟ごう音おんが響き画面がフラッシュする。

「落ち着け、大丈夫だ」

　萩原は倒れかけた鳴美を抱き支える。画面が揺れて状況がわからない。発砲音と乱れる呼吸と悲鳴と、情報が混こん濁だくしている……。

　さらに銃声が響いて、どすんと画面が激しく揺れた。

　鳴美が悲鳴を上げる。伊央に銃弾が当たった──

「ワームが落ちただけだ」

　伊央の激しい動きにワームが振り落とされたのだ。地面を転がったワームは自動的に伊央を追っていく。何かがぶつかった鈍にぶい震しん動どうが音として伝わってきた。

　さらに銃声。

　教室が沈ちん黙もくした。誰だれも言葉を発しない。低アングルの画面は真っ暗だった。画面の向こうもこちらも静まりかえっている。

　先ほどから体が揺れている。教室が揺れているかと思ったがそうではなかった。自分の心しん臓ぞうの鼓動で体が揺れていた。

　はっと思い出したようにレーダーを見る。二つの光点が接触していた。

『……動かないで』

　ワームが伊央を捉とらえた。

　伊央が銃を突きつけている。ヘルメットを被かぶった重装備の人ひと影かげが地面に倒れているのが見えた。里美を射程範はん囲い内ないに入れたのだ。

『銃を放してヘルメットを取りなさい』

　伊央に言われ手から銃を放す。

「やった……」

　鳴美の口から熱あつい吐息が漏れた。

「待て、おかしい」

　銃を突きつけている伊い央おの唇が震ふるえている。伊央の足もとに光る物があった。それは月明かりを反射する銃弾だった。無防備に地面に弾丸が散らばっている……。里さと美みがヘルメットを取った。

「違う！」

　萩はぎ原わらの叫びと鳴なる美みの悲鳴が重なった。

　それは里美ではなかった。里美ではないプレイヤーだ。やられた、と、思った瞬しゆん間かんに伊央が吹っ飛んでいた。

『あっ』

　伊央に飛びかかったのは黒い影かげだった。伊央は地面にもんどり打つようにして転がる。

『チェックメイト』

　伊央を組み伏せたのは、真っ黒なコスチュームに身を包んだ里美だった。

　里美も機き動どう力りよくで戦うつもりだったのだ。重装備の人ひと質じちを開けた場所に配置し、その人間を盾に伊央と撃うち合った。そして伊央が向かってきたタイミングで、すべての持ち弾丸を捨ててその場を離はなれた。その後、伊央が人質を攻こう撃げきした瞬間に背後から襲おそいかかるというシナリオだ。

『あ、う……』

　伊央は必死に抵抗するが、里美にしっかりと銃を押さえられている。

『怪け我がをしてるんでしょ、無理しないで』

『ああっ！』

　伊央の苦痛の悲鳴が響ひびく。里美が伊央の腹を殴ったのだ。

　ぐったりとした伊央をよそに、里美は地面に転がる弾丸を拾った。里美の表情を見て思った。彼女こそ壊こわれている人間だ。人を撃つことに全くためらいのない瞳ひとみだ。

　彼女と比べると伊央は人間を捨てていなかった。変化したと思っても高校生の女の子だった。現に伊央は里美のダミーを撃てなかったのだ。躊ちゆう躇ちよすることなく撃っていれば、もしかしたらその後の里美の襲しゆう撃げきを迎撃できたかもしれない。

『大人おとなしくしてね。私も慣なれていないから』

　里美は淡々と銃に弾丸を込める。

　萩原は画面のバッドエンディングを見ながら思った。この終わり方は何かおかしい。本来なら伊央は生き残るはずだった。何な故ぜ、里美は伊央の襲撃を知っていたのだ？　そうとしか思えない準備だった。まるで伊央が誘い込まれたかのように……。

　はっと振り返る。一瞬だけ萩原は流る華かと目が合った。流華の口角がほんのわずかに上がる。

　萩原は察した。──流華は里美と繫つながったままだ。

　全員助けるという選択に失敗した流華は失しつ墜ついした。そこで流華はあっさりと方針転換したのだ。それは里美をゴールさせることだ。このゲームを成功させることで自らのプライドを守ると。流華はあのとき里美に復ふく讐しゆうされた瞬しゆん間かんに殺人を受け入れていたのだ。ある意味彼女も壊こわれた人間だ。

　しかし疑問はまだある。何な故ぜ伊い央おの行動が筒抜けだったか。それは流る華かだけでは不可能であり、このクラスに協力者が必要だ……。

　視し線せんをさまよわせた萩はぎ原わらの心しん臓ぞうがどくんと高鳴った。誰だれもが思考停止するなかで一人ひとりだけ画面を冷たく見つめる女子がいた。

　彼女は伊央を切り捨てる決意をし、流華をここに連れてきた──

「伊央ちゃん……」

　大きな瞳ひとみから涙を流したのは緋ひ香か里りだった。

　その涙を起点に、教室に感情が波紋のように伝わった。凍りついていた教室の時は動き出し、男女とも画面を見つめたまま涙を流す。その涙は、悲しさ、だった。

「助けられなくてごめんね」

「伊央ちゃんは人を殺せないよね」

「優やさしい子だったから……」

　嗚お咽えつとすすり泣きの音で教室が満ちる。

　ああ、受け入れたのだ。と、萩はぎ原わらはそう思った。

　いや、これがクラスメイトが望んでいた結末なのだ。誰もが人殺しなどになりたくない。しかしクラスメイトを見捨てる人間にもなりたくない。

　だから殺されてほしい。

　それが一年七組の願ねがいだった。

　萩原は天てん井じようを見上げる。月つき島しま伊央は教室から出ても月島伊央のままだった。皆が望むような位置に立ち、状況を受け入れた。そして今回もそうだ……。

『じゃあね』

　里さと美みが伊央に銃口を向ける。

『う、うう……』

　伊央はついに諦あきらめ銃を手放した。瞳からボロボロと涙がこぼれ落ちる。

「それでいいのよ」

　画面を見つめる緋香里は綺き麗れいに泣いていた。

　伊央に銃を突きつけた里美は笑っている。

『シリンダーに一発だけ弾丸を入れたわ。いつ弾丸が発射されるかわからない。ロシアンルーレットというやつ』

　これは里美の復讐なのだ。伊央を苦しめて殺すことで、流華だけではなく学校の生徒全員に復讐しようとしている。だが里美は気づいていない。流華は里美の殺人に罪悪感を持つことなく、里美を利用しようとさえしている。

『利用価値のない人ひと質じちにもロシアンルーレットをやったの。五人に一回ずつやったけど誰だれにも銃弾は放たれなかった。だからこう思わない？　そろそろ一発目に出るって。まあ、あなたには弾が出るまで引き金を引き続けるけど』

　その言葉に七組の生徒たちが涙を溢あふれさせる。これから残忍に殺される伊い央おに心を痛めている。そして死んだ瞬しゆん間かんに感情を爆ばく発はつさせ泣きじゃくろうと準備をしている。一方伊央は抵抗をやめて目を閉じた。

　そんな様よう子すを見て里さと美みは少しだけ驚おどろいたようだった。が、伊央の頭に照準を合わせトリガーを引く。

　カチンと音がした。

『残念、おかしいわね。そろそろ一発目に出てもいいはずなのに』

　里美は残忍な死刑執行ショーをアピールしている。

　画面が遠く感じた。たぶんこれから起こることを予期して精神がシャットダウンをしているのだ。自分とは無関係の映像だ、遠いどこかの映像だと拒絶している。音も遠くに聞こえ、画面は暗く白黒になっていった。伊央が闇やみに溶けていく。

　さようなら、と、誰だれかがすすり泣く声が聞こえた。

　萩はぎ原わらはスマホの電源を落とそうとした。もうこれ以上見ることはできない……。

『そろそろ出る、ということはありません』

　伊央は目を開けていた。

『確かく率りつは記き憶おくしないから』

『え？』

　里美の表情がはっきりと揺れた。

　初めてできた一瞬の隙すきだった。伊央は力を振り絞ってブリッジの体勢を取り、ぐらりと里美がバランスを崩した。

　それでも里美は焦らずに伊央の銃を押さえる。だが伊央はそのまま体をくねらす。銃を押さえる動作で前のめりになっていた里美は、今度こそバランスを大きく崩した。

　里美が『あ』っと声を上げる。ずるっと伊央の体の上から滑ったのが見えた。だが自分の銃も伊央の銃もしっかりと確かく保ほしている。そして構えた銃の引き金を伊央に向けて引く。

　次の瞬間、画面がばっと真まっ赤かに染まった。

　まるで花びらが散ったかのように赤が舞まった。

　里美が笑っている。いや歪ゆがんでいるといったほうが正しい。銃を持つ手が震ふるえていた。

　里美の胸には何かが生えている。それは伊央が刺したナイフだった。

　震える手で伊央に照準をつけようとしたが、口から血を吐きのけぞった。その動作で里美の銃のトリガーが引かれ轟ごう音おんが鳴なり響ひびく。ロシアンルーレットは三発目に発射されたが、弾丸は空に向かって放たれた。

『あ、あ、あ……』

　里さと美みは体をぐらぐらと揺らして伊い央おに覆おおい被かぶさるように倒れた。ナイフに彫られた溝から血がどくどくと抜けていく。その里美を押しのけて血まみれの伊央が体を起こす。彼女は画面越しにこちらを見ていた。

　──戻りたい。

　彼女の唇はそう動いていた。

　──必ず七組に戻ります。

　白黒の視界の中で赤い色だけが認にん識しきできた。画面から血が溢あふれ出ている気がした。スマホを持つ手も真まっ赤かだ。噴ふき出す鮮せん血けつを浴びながら伊央が微笑ほほえんでいる。彼女は、こんな私を受け入れてください、と言っている。

　凍りついた教室で誰だれもが動かない。

　もしも月つき島しま伊央が生き残りここに戻ったとして笑え顔がおを交わせるのか。お帰りなさいと抱きしめてやれるのだろうか。戻ってくる彼女は、本当に月島伊央なのか……。

　萩はぎ原わらは画面の伊央から目が離はなせなかった。心しん臓ぞうが高鳴っている。血に汚れた伊央を美しいと感じている自分がいることに気づいた。

　萩原は彼女と画面越しに見つめ合い、うなずいた。ここまで来たらやるしかない。彼女がこの教室に戻ってくるのを待っててやろう。教室の座席を元に戻し、窓際に新しい花を用意して彼女を迎えてやるのだ……。

　教室に泣き声が響ひびいた。

　それは激はげしく泣きじゃくる鳴なる美みのものだった。

「私たちは……」

　鳴美は乱らん暴ぼうに目をぬぐっている。

「私たちは人殺しだ」

　鳴美はその場に崩れ落ちた。

　画面の伊央は立ち上がった。血に濡ぬれたワンピースは、まるで彼女が花束を抱えているかのようだ。彼女が赤く染まった両手をこちらに差し出し、微笑んだ。菫すみれ色いろの瞳ひとみがきらきらと光っている。萩原はそっと画面に手を添える。

　萩原は伊央があの秘密の場所に立っているような錯さつ覚かくに囚とらわれた。

　彼女が語るようにきらきらと輝かがやく場所にいる。真っ赤な花を抱えて微笑む彼女は、待っていて、と言った。今度こそあなたを知りたい。そしてあなたも私を探求して……。

　伊央の手と萩原の手が、画面越しに重なった。
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　高たか槻つき里さと美みの死体も学校に出現した。

　萩はぎ原わらはナイフを見つめていた。それは里美の死体に刺さっていたものだ。ナイフに彫られた溝には乾いた血がこびりついている。

　里美の死体はアームと呼ばれる大きな蜘く蛛ものようなロボットによって運ばれていった。棺ひつぎに入れられ、たぶんリニアエレベーターを使って、この学校から出ていった。ここではすべて自動的なのだ。

「俺おれはこんなことを考えたことがあるんです。もしかしたら俺たちはこの世界の情報を断片しか手に入れられていないんじゃないかって。みんなそうなんだ。それぞれが破片しか持っていない。そしてその情報を統合する存在が世界を支配しているって」

「それは誰だれなの？」

　ベンチに座る咲さ季きは静かに聞く。

「わからない。でも、莫ばく大だいな情報を統治できるのは……」

　肉体を持っていないのかもしれない。いや莫大な情報そのものである可能性もある。

「それがあんなゲームをやっているって？」

　北きた野のが聞く。横には羽は留る奈なの姿もあった。咲季の呼びかけにより、中庭にチェス研けんのメンバーが集められたのだ。

「私は、たまに考える」

　羽留奈は晴れた空を見上げながら言った。

「あのゲームはずっと前から計画されていた。私たちがこの学校に入る前から」

「そうかもな」

「私たちは売られた。私たち以外誰もいないこの隔かく離りスペースに」

　この学校の育成方法はスフィアシステムといわれる体系を採用している。それは生徒だけしか学校には入れず、そして卒業まで出ることはできない。教師の恣し意い的てきな知ち識しきに左右されず、客きやつ観かん的てきな情報を得て学習する。そして協きよう調ちよう性せいと自立心を育成するために採用されたシステムだ。

　授業はネットを介した映像で、教室のビジョンやタブレットで行う。教師たちの介入もないため、生徒会などの権力が強くならざるを得ないという一面がある。生徒が生徒を管理するからだ。

　そして学校の敷しき地ち内ないに生活のすべてを押し込めている。校舎がある学校エリア、寄宿舎がある住宅エリア、そして通称『街』と呼ばれるショッピングモールエリアもある。カフェやファストフードの店もあるが、店員も客も生徒なのだ。

　食料などの物資はコンテナで送られ生徒たちが管理する。コンテナは地下に張り巡らされたリニアエレベーターで送られてくる。必要な物資はコンピューターで管理され、すべてが自動的に流通する。

　もちろん夏休みでも学校の外に出られない。なので生徒会主催のイベントなどが大きなウエイトを占めることになる。生徒たちは三年間この学校でエリート教育を受け、卒業と共に社会に解放される。すべての生徒が卒業するわけではなく、まれに脱落者も出るらしい。その時はいつの間にか生徒が消えている、と先せん輩ぱいから教えられた。

　だからこそ皆は必死で勉強した。何の背景も持っていない自分たちはこの学校から脱落するわけにはいかないのだ。

　そして、あのゲームもエリート育成の一いつ環かんだというのか。

「あのゲームをフォローしていい成せい績せきを出す、というのが授業の一環なのか」

　北きた野のが苦々しい表情で首を振る。

「そんなことのために、三十人を利用したのか？」

　萩はぎ原わらは吐き気をこらえた。クラスに一人ひとり、自殺未遂経けい験けん者しやまで紛れ込ませ、傷を負った人間をゲームの駒こまとして使った。

「だとしたら萩原は上々の成績じゃないか」

　北野の皮肉に萩原は睨にらみ返した。

「なんだと」

「やめて」羽は留る奈なが間に割って入った。「悪いのはゲーム。そうでしょ」

　萩原は沈ちん黙もくした。悪いのはゲーム。たとえば迷路を歩くマウスがいたとする。マウスの歩いた経路は複雑だが、マウス自身が複雑な思考をしているのでない。複雑なのは迷路の形状なのだ。同じく伊い央おも……。

　残ざん虐ぎやくなのはこのゲームの形状なのだ。

「そうだ、画面に閉じ込めるようなゲームのシステムがおかしい」

　くすっと笑う声が聞こえ萩原は振り向く。

「何がおかしいんです、先輩」

　ベンチの咲さ季きは呆あきれたように笑っていた。

「君は、まだ部外者のつもり？」

「いえ、部外者ではないです。彼女の罪は俺おれも……」

「違う」

　咲季はすっと立ち上がった。

「まだ、画面の向こう側を見ているつもりでいるのか、と言いたいの」

　萩原の脳裏に、あのシーンが蘇よみがえった。伊央が里さと美みにナイフを突きつけたシーンだ。鮮せん血けつが噴ふき出しすべては真まっ赤かになった。

「君はとっくに気づいている。それから目を逸そらしているだけ」

　咲季は萩原の胸に指を突きつけた。

　はっと手を見る。握られていたあのナイフは真っ赤に濡ぬれている。ナイフからぽたぽたと足もとに血が垂れ落ちた。それは画面の向こうから流出した血だった。萩原は絶叫しそうになるのを必死でこらえた。落ち着けこれは幻覚だ、違う、こんなことはあり得ない。画面の向こうはあくまで向こう側だ。

「画面の向こうなんて、初めからないのよ」

　必死でバランスを保とうとしていた萩はぎ原わらに、さらに咲さ季きが言葉を投げた。

　ぐらりと体が揺れたのがわかった。違和感がすべて集められ、ばらばらだったパズルのピースが組み上がろうとしている。その絵を見てはいけないと理性が警けい告こくするが、自然にピースが合わさっていく。

　まず妙だったゲームクリアの条件。

　──一つはラストワンのナンバーになることです。このコロシアムには別のナンバーが出てきます。自分以外のすべてのナンバーを殺せばゲームクリアです。つまり生き残れるナンバーは一つ。

　何な故ぜ最後の一人ひとりになるまで殺し合え、と簡かん潔けつに表現しなかったのか。

　──別のナンバーを持った三十人が生き残ることができる。

　全員が生き残ることができると簡潔に書かなかったのは何故か。三十人と明めい確かくな数字を出したのは何故か。

　二つの条件に共通することは、あえてナンバーという要素が入ったことだ。そのために迂う遠えんになってしまっている。いや、そうする必要があってそう表現したのだとしたら。

「あ……」

　萩原の喉のどから自然に声が漏れた。

　足が震ふるえ背筋にピリピリと冷たいものが走る。ぐるぐると回る視界のまま萩原は空を見上げた。あの時も萩原と伊い央おは同じ雨を浴びた。あのプレイヤーたちは辺境の地にあるだろうこの学校のそばにいる。

　あの死体もそうだ。何故この学校に出現させる必要があったか。あれは警告でありヒントでもあったのだ。死体は語っている、これは現実だ、と。

　倒れそうになった萩原は羽は留る奈なに支えられた。

　萩原はうめきながら必死に羽留奈に抱きついた。彼女のブラウスの襟えりのピンズが見える。シンプルなそのマークは11。二年一組ということで割り振られた彼女のナンバーだ。一年三組の北野は３、一年七組の萩原は……７。

「ああ、俺おれたちは……」

　この学校には三十のクラス、つまり三十のナンバーが存在する。

　ナンバーをクラスという言葉に置き換えれば、ルールはいたってシンプルに表現できる。

　──一つはラストワンのクラスになることです、コロシアムには別のクラスが出てきます。自分以外のすべてのクラスを殺せばゲームクリアです。つまり生き残れるクラスは一つ。

　さらに、

　──別のクラスに所属する三十人が生き残ることができる。

　別のナンバー、つまり各クラスから一人ずつ三十人を集めるということだ。頼りないクラスメイトを切り捨てて最強の三十人の編成を目指し、それ以外のすべてを殺す。

　クラスで協調し生き残りを目指すか、クラスの枠を越えて仲間を三十人集めるか。すべてのプレイヤーは選択せねばならない。

　どちらを選ぶにしろ、必ずこの学校でデスゲームが始まることになる。

　あの三十人は単なる号砲だったのだ。スムーズにゲームに入るためのきっかけにすぎない。本当のゲームは、この場所で……。

「初めから画面の向こう側にいたんだ」

　ここもコロシアムだった。

　萩はぎ原わらは思う。

　月つき島しま伊い央おとの再会は近いうちに果たせる。




　　　　　　　　　　＊




　あるワームがスタートエリアの中心部を映していた。

　そこの地面にある円形プレートの外周には飾りのように小さな穴が等間隔に空いている。それは銃弾がぴたりとはまりそうな穴だった。それが三十箇所。




　　　　　　　　　　＊




　すべての言葉をここに、そうすれば元の世界への扉が開かれる




　　　　　　　　　　＊




　色とりどりの花が咲いた花か壇だんのある中庭。その北側に校舎と校舎の間に人が一人ひとりやっと通れるぐらいの隙すき間まがある。日の光が差し込まない薄うす暗ぐらい路地のようで、心細くなって引き返したくなるけど、もう少しだけ頑張って進む……。

　そしてあの場所へ。

　足元には割れたガラス片や空き缶が散らばっている。圧迫感のある灰はい色いろの壁かべが空間を切り取り、放つ光は色いろ褪あせていた。

「そっか」

　あの光は孤独な自分が生み出していたのだ。

　伊央は銃を握り来た道を引き返した。
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　あとがき




　みなさんこんにちは、土ど橋ばしです。

　あとがきを書くのが久ひさしぶりなのと、編集さんに急せかされたこの状況で、何を書いていいのかまったくわかりません。実じつは数日前にあとがきを書いていないことをちらっと思い出したのですが、言わなきゃなかったことになるんじゃないか、と考え、あえてすっかり忘れてました。

　あとがきって、ゴング後に不意にくらったパンチというか、聞いてないよ、って呆ぼう然ぜんとしつつ徐々に怒りが湧わいてきて、その後諦めに似た境地に達し、友達と飲みに行って、でもやっぱり心配になってお店のテーブルの隅すみでパソコンを広げているのが、今です。

　というライブ的なコンセプトで今回はお送りいたします。




　今回はですね、なんていうか初心に戻った感じがします。

　デビュー作が２００７年二月ですが、もう八年経たっていることになるんですね。

　今でもたまに、『階かい段だん』の続きは？　なんて言われうれしくも心苦しい限りです。

　もしもあの続きが気になる方がいたらお手紙を送ってください。普通の手紙と区別するために、今回の作品の感想を男性はマゾっぽく、女性はサドっぽく書いて送っていただけたら、『四巻みたいなファンレターの返事』が返ってくるかもしれません。

　ちなみに読者さんからのお手紙は美人編集さん経由になるんで、あまりハードＳＭすぎると僕ぼくに届かない可能性があります。わかっているでしょうが加減が必要です。




　話が変わりますが、何を食べても同じ反応の人いますよね。

　牛丼やラーメン食べても「うまい！」高級なところに連れて行ってもらっても「うまいっす！」手料理を作ってもらっても「うまい！」たまに変化をつけても「甘い」「辛い」みたいに刺激をそのまま口にし、「すごく蕎そ麦ばがおいしいんだよ」と偉い人に連れていってもらった蕎麦屋でカレーライスを注文して「うまい！」とか、結局お前に何を食べさせても同じじゃねえか、みたいな。

　それが僕です。

　せっかく店にいるので食レポをやろうかと思ったんですが、先ほどからまったくといっていいほど気の利きいたコメントが浮かびません。

　グルメ小説を依頼しようとしていた方がいたら、まことに申し訳ありませんでした。

　ということでこれを書き終わったら、今度こそ仕事が終わりなんで、ええと、飲ませていただきます。それでは新年度となりまして、皆さまのますますのご活躍を祈念して乾かん杯ぱい！
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土ど橋ばし真しん二じ郎ろう

２月７日生まれの水瓶座のＢ型。花屋の店員をしながら書いた『扉の外』で第13回電撃小説大賞＜金賞＞を受賞し、念願の作家デビュー。今回は久々の白身魚さんとのコンビ復活ということで、とりあえずビールで乾杯。次の原稿もお願いしますね！
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イラスト／白しろ身み魚ざかな

作中の資料用にモデルガンをネットで初注文。数日後、届いた荷物をワクテカしながら開けるとそこには！　…モデルガンのホルスター「だけ」が入っていました。すぐにパソコンの前へ行って「中身」を注文しました。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「土橋真二郎先生」係

「白身魚先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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